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（
昭
50
）、
松
前
孝
幸
（
昭
52
）、

村
野
俊
一
（
昭
50
）、
矢
田
部
沙

羅（
医
５
）、中
山
哲
志（
医
３
）、

中
村
友
紀
（
医
３
）

後
列
：
岡
本
和
久
（
平
２
）、
横

山
真
隆
（
平
15
）、
甲
賀
か
を
り

（
平
８
）、
諏
訪
園
靖
（
平
６
）、

菱
木
知
郎
（
平
５
）、
横
須
賀

忠
（
平
５
）黑
川
友
哉
（
平
23
）、

小
西
孝
明
（
平
25
）、
佐
藤
潤
也

（
医
３
）
他
に
、
髙
橋
宏
和
（
平

11
）、
南
野
徹
（
平
元
）
が
参
加

し
計
38
名
と
な
っ
た
。（
敬
称
略
）

太
郎
（
昭
63
）、
大
川
玲
子
（
昭

47
）、
伊
藤
達
雄
（
昭
42
）、
石

川
詔
雄（
昭
47
）、諏
訪
敏
一（
昭

43
）

二
列
目
：
齊
藤
光
江
（
昭
59
）、

石
場
俊
太
郎
（
昭
45
）、
島
田

英
昭
（
昭
59
）、
中
村
眞
人
（
昭

54
）、
宮
本
恒
彦
（
昭
54
）、
栗

原
正
利
（
昭
54
）、
白
澤
浩
（
昭

57
）、
ピ
ア
ス
洋
子
（
昭
57
）、

安
西
尚
彦
（
平
２
）

三
列
目
：
五
十
嵐
正
喜
（
平
７
）、

勝
野
達
郎
（
平
２
）、
髙
橋
正
志

ゐ
の
は
な
同
窓
会

 

へ
の
寄
附

故 

船
曳　

甫
先
生
（
専
25
）

ご
遺
族　

船
曳
美
千
代
様

 

十
五
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
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総
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催 
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拶 
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４
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異
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叙
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は
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義 
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〜
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最
終
講
義
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代
え
て 

16
〜
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研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 
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〜
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研
修
医
だ
よ
り 

19
〜
20

追
悼
文 

20
〜
22

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル 

23

学
内
情
報 

24
〜
26

著
書
紹
介 

28
〜
30

欧
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医
学
史
巡
り 

30

雑
文
雑
談 

30
〜
31

議
事
要
旨 

31
〜
34

編
集
後
記 
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吉
原
俊
雄
会
長
の
司
会
に
よ

り
開
会
と
な
り
、
会
議
に
先
立

ち
物
故
者
83
名
の
冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ
た
。
吉
原
会
長
の

挨
拶
の
後
、
各
議
事
に
つ
い
て

白
澤
浩
副
会
長
、
安
西
尚
彦
理

事
よ
り
説
明
が
あ
り
、
メ
モ
リ

ア
ル
事
業
で
は
栗
原
正
利
副

会
長
よ
り
旧
医
学
部
本
館
記

録D
V

D

の
完
成
に
つ
い
て
説

明
、
視
聴
が
あ
り
、
議
事
は
す

べ
て
審
議
・
了
承
さ
れ
た
（
議

事
要
旨
は
34
面
に
掲
載
）。

　

総
会
に
引
き
続
き
令
和
４
年

度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
社
会
貢

献
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
特

別
顧
問
に
就
任
さ
れ
た
松
原
久

裕
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究

院
長
・
医
学
部
長
、
横
手
幸
太

郎
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い

て
南
野
徹
氏
に
よ
る
特
別
講

演
「
老
化
細
胞
を
標
的
と
し
た

抗
老
化
治
療
の
開
発
」、
黑
川

友
哉
氏
に
よ
る
若
手
ス
ピ
ー
チ

「
千
葉
大
学⇒

行
政
で
の
経
験

か
ら
何
を
還
元
す
る
か
」、
矢

田
部
沙
羅
氏
に
よ
る
学
生
ス

ピ
ー
チ
「
線
維
芽
細
胞
由
来
液

性
因
子
に
よ
る
シ
ン
ド
ビ
ス
ウ

イ
ル
ス
の
腫
瘍
融
解
抑
制
」
が

行
わ
れ
た
（
講
演
内
容
は
次
号

１
９
０
号
に
掲
載
）。

写
真
右
か
ら

前
列
：
岩
倉
弘
毅
（
昭
37
）、
済

陽
高
穂
（
昭
45
）、
西
川
哲
男

（
昭
47
）、
松
原
久
裕
（
昭
59
）、

吉
原
俊
雄
（
昭
53
）、
横
手
幸
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第
27
回
（

2022
年
度
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

受
賞
者
決
定

社
会
貢
献
賞

大
川　

玲
子

　
（ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
性
暴
力

被
害
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
さ

と
理
事
長
、
昭
47
年
卒
）

　

 「
性
暴
力
被
害
者
へ
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
立
と
運
営
」

　

令
和
４
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
が
令
和
４
年
６
月

11
日
（
土
）
午
後
３
時
よ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
東
京
で
会
場
とZ

oom

利
用
に
よ
るW

eb

の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催
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「
千
葉
大
学
医
学
部
旧
本
館
・
85
年
の
記
憶
」D

V
D

が
完

成
。
昭
和
11
年
に
竣
工
、
設
計
者
達
の
熱
い
思
い
の
詰
ま
っ

た
病
院
建
築
。
千
葉
医
学
の
伝
統
が
刻
ま
れ
、
多
く
の
生
と

死
を
見
届
け
て
き
た
旧
病
院
・
旧
本
館
。
そ
の
歴
史
を
後
世

に
残
す
た
め
、
同
窓
会
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
の
ス

タ
ッ
フ
協
力
の
も
と
１
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
作
ら
れ
ま

し
た
。
制
作
過
程
で
千
葉
県
、
千
葉
市
に
か
け
が
え
の
な
い

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
の
価
値
も
見
直
さ
れ
、
同
窓
全
員
が

共
有
し
た
い
記
録
映
画
と
な
り
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
振
込
用
紙
を
同
封
い
た
し
ま
す
。

 

ゐ
の
は
な
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
にPV

を
掲
載

 

（https://inohana.jp/hq/ ?p=5026
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第 189 号 卒 業 祝 辞 （ 2 ）

県
内
の
施
設
、
東
京
を
は
じ
め

と
す
る
他
府
県
へ
と
多
岐
に
渡

る
と
思
い
ま
す
が
、
千
葉
大
学

医
学
部
卒
業
生
と
し
て
周
囲
は

必
ず
見
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し

て
く
だ
さ
い
。
私
自
身
も
千
葉

大
学
医
学
部
の
臨
床
教
室
に
入

局
、
院
生
で
基
礎
教
室
に
、
そ

し
て
県
内
関
連
病
院
研
修
の
後

に
、
東
京
の
あ
る
大
学
医
学
部

で
25
年
以
上
教
職
に
お
り
ま
し

た
。
30
代
後
半
で
赴
任
し
た
際
、

新
天
地
に
は
、
千
葉
大
学
医
学

部
Ｏ
Ｂ
の
教
授
、
准
教
授
、
講

師
が
多
数
お
ら
れ
、
初
対
面
と

思
え
な
い
ほ
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
直
近
で
は

同
窓
の
複
数
の
先
生
が
全
国
の

大
学
へ
の
教
授
就
任
と
の
ニ
ュ
ー

ス
を
受
け
ま
し
た
。
同
窓
に
は

こ
れ
ま
で
臨
床
と
研
究
の
場
で

輝
か
し
い
実
績
を
あ
げ
ら
れ
た

先
生
方
、
行
政
と
く
に
厚
労
省

医
系
技
官
お
よ
び
局
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
先
生
方
、
日
本
医

師
会
長
と
し
て
敏
腕
を
振
る
わ

れ
た
先
生
に
加
え
、
本
年
は
同

窓
の
一
人
が
史
上
最
年
少
で
長
崎

県
知
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
将
来
も
前
途
洋
々

で
す
。
ど
う
ぞ
自
分
自
身
で
将

来
の
進
む
道
を
選
択
し
、
努
力

を
惜
し
ま
ず
邁
進
し
て
く
だ
さ

い
。
同
窓
会
と
し
て
で
き
る
限

り
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
卒
業
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
皆
さ
ん
も

学
ん
だ
あ
の
建
物
に
は
多
く
の

歴
史
が
刻
ま
れ
、
戦
後G

H
Q

の
医
師
、
世
界
中
、
日
本
中
の

外
科
医
師
が
旧
病
院
へ
手
術
見

学
に
訪
れ
た
記
録
も
多
数
あ
り

ま
す
。
最
近
で
は
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ

に
も
建
物
の
雄
姿
が
映
像
化
さ

れ
た
の
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

旧
病
院
の
歴
史
の
記
録
は
１

年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

N
H

K

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

制
作
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
カ
メ
ラ

マ
ン
に
依
頼
し
、
旧
病
院
の
内

外
の
撮
影
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

撮
影
を
行
い
、
多
く
の
資
料
の

発
掘
、
先
生
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
加
え
、
こ
の
４
月
以
降
に
50

分
程
度
のD

V
D

が
完
成
予
定

で
す
。
ま
た
５
分
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
載
せ
る
予
定
で
す
が
、

皆
さ
ん
、
ご
家
族
の
方
々
、
教

職
員
の
方
々
も
ど
う
ぞ
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
が
初
期
研
修

修
了
の
２
０
２
４
年
に
は
千
葉

大
学
医
学
部
は
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
１
５
０
年
間

の
各
教
室
と
そ
の
発
展
に
つ
い

て
の
流
れ
、
年
表
も
作
成
中
で

す
の
で
い
ず
れ
皆
さ
ん
の
目
に

ふ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

臨
床
研
修
の
後
に
、
皆
さ
ん

は
臨
床
、
研
究
、
行
政
と
様
々

な
領
域
に
進
ま
れ
、
活
躍
の
地

域
も
千
葉
大
学
病
院
、
千
葉

　

現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
事
業

の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
野
球
場
跡
地
へ
の
医

学
部
・
医
学
系
総
合
研
究
棟
開

設
に
合
わ
せ
、
昨
年
末
に
閉
鎖

さ
れ
ま
し
た
旧
医
学
部
本
館

（
旧
病
院
）
の
歴
史
の
編
纂
・

記
録
を
動
画
に
残
す
事
業
で

す
。
昭
和
11
年
に
開
院
し
た
旧

病
院
は
当
時
「
東
洋
一
」
と
称

さ
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の

世
界
的
軍
縮
会
議
に
従
い
日
本

で
も
軍
艦
な
ど
の
予
算
を
削
減

し
、
そ
の
一
部
が
あ
の
旧
病
院

の
建
築
や
豪
華
な
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
や
壁
の
タ
イ
ル
張
り
な
ど

に
充
て
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
学

生
時
代
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た

繊
細
な
装
飾
も
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
開
院
当
時
の
新
聞

見
出
し
に
は
「
千
葉
市
の
悪
疫

地
獄
」
と
あ
り
、
腸
チ
フ
ス
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
赤
痢
な
ど
が
流

行
し
、
あ
の
旧
病
院
が
感
染
症

と
の
闘
い
の
中
心
と
な
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
昨
年
か

ら
今
年
に
か
け
て
旧
医
学
部
本

館
閉
館
と
、
新
し
い
医
学
部
・

医
学
系
総
合
研
究
棟
とIC

U

な
ど
の
中
央
診
療
棟
の
開
院
と

な
り
ま
し
た
が
、
悪
疫
地
獄
と

言
わ
な
い
ま
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
さ
に
歴
史
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
千
葉

大
学
医
学
部
の
丁
度
転
換
期
に

卒
業
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

で
学
生
生
活
を
過
ご
し
、
ク
ラ

ブ
活
動
や
様
々
な
活
動
を
通
じ

て
知
り
合
っ
た
同
級
生
、
多
く

の
先
輩
や
後
輩
と
の
交
流
は
今

後
の
人
生
に
と
っ
て
何
物
に
も

代
え
が
た
い
貴
重
な
宝
物
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
も
す
で
に
同

窓
会
の
学
生
会
員
で
す
が
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
目
的
は
、「
会

員
の
親
睦
」
と
「
医
道
の
昂
揚
」

で
あ
り
ま
す
。
医
学
部
、
病

院
の
発
展
に
寄
与
し
、
学
生
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
「
白
衣
式
」、「
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
」、「
ク
ラ
ブ
活
動
、
東
日
本

医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
、
亥

鼻
祭
、
同
窓
会
館
の
利
用
」
な

ど
の
様
々
な
助
成
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
ま
た
全
国
に
広
が

る
同
窓
会
各
支
部
、
そ
し
て
全

会
員
相
互
の
情
報
共
有
や
支
援

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

会
員
を
代
表
し
て
お
祝
い
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
本
日
は
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
も
、
待
ち
望
ん
だ
晴
れ
が
ま

し
い
日
と
存
じ
ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
で
の
教
育

課
程
を
す
べ
て
修
め
、
ま
さ
に

医
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
本
学
の
教
育
ス
タ
ッ
フ
、

病
院
実
習
で
ご
協
力
い
た
だ
い

た
多
く
の
方
々
に
対
し
て
は
感

謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
が
、
こ
の
「
ゐ
の
は
な
の
地
」

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
３
年
度
千
葉
大
学
医
学
部

�

卒
業
証
書
伝
達
式
・
祝
辞

令
和
４
年
３
月
23
日
（
水
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長　

吉
原　

俊
雄
（
昭
53
）

令和３年度　卒業証書・学位記伝達式

令
和
４
年　

春
の
叙
勲

　

瑞
宝
小
綬
章

　
　

竜　
　

崇
正
（
昭
43
）

　
　

南　
　

智
仁
（
昭
49
）

    
   

◆祝 

叙
　
勲

　

旭
日
双
光
章

　
　

栗
原　

伸
夫
（
昭
38
）

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

佐
伯　

陳
哉
（
昭
35
）
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献
を
通
じ
て
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
。
中
山
俊
憲
学
長
の
ご
指
導

の
も
と
関
連
病
院
の
ご
協
力
を

得
て
コ
ロ
ナ
重
症
化
予
測
マ
ー

カ
ー
の
研
究
を
実
施
し
た
り
、

古
関
明
彦
教
授
か
ら
情
報
を
頂

い
た
ド
イ
ツ
の
研
究
施
設
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
日
本
流
・
千
葉
大

流
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
「
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
、
新
た
な
研
究
を
推
進
す
る

と
と
も
に
千
葉
県
に
お
け
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
促
進
の
一
翼
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
活
動
を
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と

の
信
頼
関
係
を
活
か
し
て
分
か

り
や
す
く
社
会
へ
発
信
で
き
る

棟
は
中
に
入
る
こ
と
も
で
き
な

い
廃
墟
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
あ

り
、
今
後
の
再
開
発
は
た
い
へ

ん
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
旧
医
学
部
棟

を
一
部
分
残
し
、
新
た
な
施
設

と
と
も
に
現
在
、
老
朽
化
し
て

い
る
施
設
を
再
構
築
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
完
全
に
処

分
す
る
に
し
て
も
、
一
部
残
す

に
し
て
も
多
額
の
費
用
が
必
要

で
あ
り
、
本
学
の
重
要
な
案
件

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
改
訂
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
次
世
代
に
繫
が

る
素
晴
ら
し
い
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ

ス
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て

ア
ルD

V
D

と
い
う
こ
と
に
な

り
、
ち
ょ
う
ど
良
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
医
学
部
長
に
就
任
し
た
た

め
、
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
で
き
る
栄
誉
を
頂
き
ま

し
た
。
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ッ
フ

と
興
味
深
い
企
画
を
練
り
な
が

ら
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
シ
ナ
リ

オ
な
ど
を
含
め
よ
く
考
え
ら
れ

て
お
り
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
も
一
流

で
し
た
。
先
日
も
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
撮
影
が
行
わ
れ
、
そ
の
翌

日
に
新
棟
の
医
学
部
長
室
で
の

撮
影
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私

自
身
の
出
演
部
分
を
除
き
、
そ

の
完
成
が
た
い
へ
ん
楽
し
み
で

す
。

　

D
V

D

は
た
い
へ
ん
記
念
に

な
り
ま
す
が
、
現
在
旧
医
学
部

が
終
了
し
、
お
陰
様
で
非
常
に

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
、
教
育
、

研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
皆
様
が

本
学
に
愛
着
を
持
ち
、
そ
の
一

部
を
旧
医
学
部
棟
が
担
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
た
い
へ
ん
重
厚
で
立
派

な
味
わ
い
の
あ
る
建
物
で
あ
り
、

建
築
と
し
て
も
重
要
な
価
値
を

有
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
建
物
を

残
し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
巨

額
な
費
用
が
必
要
な
事
も
紛
れ

も
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
一
つ
の
案
と
し
て

浮
上
し
た
の
が
記
念
の
ビ
デ
オ

を
残
す
と
い
う
企
画
だ
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
旧
本
館
メ
モ
リ

で
お
引
き
受
け
致
し
ま
し
た
。

ど
れ
だ
け
力
に
な
れ
る
の
か
、

い
さ
さ
か
不
安
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
私
が
歩
ん
で
き

た
道
と
同
じ
く
、
全
力
で
役
を

全
う
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
私
自
身
の
こ
と
に
関
し
て

は
昨
年
、
医
学
部
長
就
任
の
際
、

本
会
報
に
挨
拶
を
掲
載
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
今
回
は
控
え
ま

す
。

　

現
在
、
医
学
部
と
同
窓
会

と
の
間
で
共
通
し
て
最
も
重
要

な
案
件
は
閉
鎖
さ
れ
た
旧
医
学

部
（
旧
病
院
）
の
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
新
医
学
部
棟
が
完
成

し
、
昨
年
の
秋
、
完
全
に
引
越

す
。
こ
の
度
、
ゐ
の
は
な
同
窓

会
役
員
の
皆
様
に
よ
る
御
推
挙

に
て
特
別
顧
問
を
拝
命
致
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
一
層
、

医
学
部
と
同
窓
会
の
連
携
を
深

め
、
更
な
る
充
実
を
図
り
た
い

と
今
回
の
特
別
顧
問
の
目
的
を

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

私
自
身
、
本
学
の
卒
業
で
あ
り

皆
様
と
同
じ
よ
う
に
愛
着
を

持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
喜
ん

　

会
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
長
・
医
学
部
長
を
拝

命
し
て
お
り
ま
す
松
原
久
裕
で

　

こ
の
度
、
特
別
顧
問
を
拝
命

し
ま
し
た
横
手
と
申
し
ま
す
。

「
同
窓
会
と
医
学
部
や
附
属
病

院
と
の
距
離
感
を
縮
め
、
協
力

連
携
を
進
め
て
全
国
へ
発
信
し

た
い
」
と
い
う
理
事
会
の
ご
意

向
を
受
け
て
の
指
名
と
お
伺
い

し
て
い
ま
す
。
大
変
光
栄
に
存

じ
、
同
窓
会
と
病
院
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
て
、

目
的
が
達
せ
ら
れ
る
よ
う
微
力

を
尽
く
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
１
波
真
っ
只
中

の
２
０
２
０
年
４
月
に
病
院
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
振
り
返
れ

ば
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
病
院
と
職

員
を
守
り
つ
つ
、
重
症
・
中
等

症
の
コ
ロ
ナ
の
診
療
と
千
葉
大

学
に
求
め
ら
れ
る
コ
ロ
ナ
以
外

の
高
度
急
性
期
医
療
を
い
か
に

両
立
す
る
か
に
専
心
す
る
２
年

間
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
コ
ロ

ナ
に
対
し
て
防
戦
一
方
の
消
耗

戦
だ
け
で
は
空
し
く
感
じ
、
何

と
か
こ
の
危
機
を
強
み
に
転
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
？
と
考

え
る
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
病
院
が
一
般
の
医
療
機

関
と
は
異
な
る
機
能
を
発
揮
し
、

国
民
か
ら
評
価
さ
れ
う
る
と
し

た
ら
、
そ
れ
は
研
究
と
社
会
貢

よ
う
努
め
ま
し
た
。
私
は
感
染

症
に
関
し
て
素
人
で
あ
り
、
ワ

ク
チ
ン
の
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
各
分
野
の
専
門
家

と
の
連
携
や
工
夫
次
第
で
千
葉

大
学
病
院
に
新
た
な
価
値
を
付

与
し
う
る
こ
と
を
学
べ
た
の
は

得
難
い
経
験
で
あ
っ
た
と
感
じ

ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
の
卒
業
生

は
、
一
部
の
私
立
大
学
医
学
部

な
ど
と
比
較
し
て
同
窓
会
へ
の

愛
着
が
少
な
い
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
東
京
都
内
に
比
べ

れ
ば
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
が
立

地
条
件
で
劣
る
こ
と
は
否
定
の

し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
千
葉
大
学
医
学
部
お
よ
び

附
属
病
院
に
は
、
緑
豊
か
な
ゆ

と
り
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
、
新

し
く
近
代
的
で
頻
繁
に
ド
ラ
マ

や
映
画
に
も
登
場
す
る
建
物
・

設
備
の
数
々
、
そ
し
て
何
よ
り

素
晴
ら
し
い
人
財
と
ス
キ
ル
が

あ
り
ま
す
。
あ
と
２
年
で
、
１

９
７
４
年
に
共
立
病
院
が
誕
生

し
て
１
５
０
年
と
な
る
今
、
伝

統
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
こ
と
な
く
、

魅
力
あ
る
病
院
・
医
学
部
・
同

窓
会
を
新
た
に
築
い
て
い
く
心

意
気
で
、
輝
け
る
存
在
と
な
れ

た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
さ
ら
な

る
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご

健
康
を
祈
念
し
、
特
別
顧
問
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

お
り
ま
す
。
新
医
学
部
棟
が
完

成
し
、
連
絡
道
路
の
あ
の
す
ば

ら
し
い
桜
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
と
心
配
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
年
も

一
部
景
色
は
変
わ
り
ま
し
た
が

見
事
に
桜
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

古
き
良
き
伝
統
と
新
た
な
イ
ノ

ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
融
合
し
た
新

た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
展
開
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
院
医
学
研
究
院
・
医
学

部
と
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
よ

り
一
層
の
発
展
を
祈
念
し
て
特

別
顧
問
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会

�

特
別
顧
問
就
任
挨
拶

 

千
葉
大
学　

大
学
院
医
学
研
究
院
長
・
医
学
部
長　

 
松　

原　

久　

裕
（
昭
59
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
特
別
顧
問
へ
の

�

就
任
に
あ
た
っ
て

 

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長　
　
　
　
　
　
　
　

 

横　

手　

幸
太
郎
（
昭
63
）
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的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、

begin.continue

で
す
。
瀬
尾

は
手
術
を
す
れ
ば
死
ぬ
と
さ
れ

て
い
た
食
道
癌
の
外
科
治
療
を
、

馬
杉
は
生
体
は
自
己
の
体
成
分

に
対
す
る
抗
体
を
産
生
し
な
い

こ
と
が
定
説
と
さ
れ
て
い
た
時

代
に
、
異
種
抗
腎
血
清
を
用
い

て
糸
球
体
腎
炎
を
発
生
さ
せ
る

実
験
を
、
始
め
ま
し
た
。
不
可

能
、
非
常
識
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
敢
え
て
挑
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
間
軸
で
様
々
な
障
壁
を

乗
り
越
え
て
治
療
、
研
究
を
継

続
し
、
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

本
学
の
歴
史
的
業
績
と
し
て

私
た
ち
は
そ
の
伝
統
を
今
、
年

表
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
も
い
え
るbegin.

continue

の
歴
史
が
、
本
学
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
共
に
、

そ
の
伝
統
を
継
承
し
、
新
た
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
如
何
に
創

造
し
て
い
く
か
、
現
代
を
生
き

る
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で

す
。（
敬
称
略
）

「
ま
ず
始
め
る
こ
と
、
始
め
た

ら
止
め
な
い
こ
と
」
は
本
学
の

言
語
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

と
し
てbegin.continue

と
な

り
、
今
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
）。

　

瀬
尾
と
同
じ
１
９
２
７
年

（
昭
和
２
年
）
に
馬
杉
復
三
が

病
理
学
第
二
講
座
の
教
授
に
就

任
し
ま
し
た
。
馬
杉
は
東
京
帝

国
大
学
の
長
与
又
郎
、
緒
方

知
三
郎
の
も
と
で
病
理
学
を
専

攻
し
、
千
葉
医
科
大
学
の
助
教

授
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、 
Freiburg

大
学
の
レ
ス
レ
教
授

の
も
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
学
を
学

び
ま
し
た
。
帰
国
後
、
免
疫
機

序
に
よ
る
実
験
的
腎
炎
の
作
製

に
取
組
み
、
独
創
的
な
腎
炎
モ

デ
ル
（
馬
杉
腎
炎
）
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
業
績
は
遷
延

感
作
、
自
己
免
疫
疾
患
な
ど
免

疫
病
理
の
先
駆
け
と
な
っ
た
研

究
で
あ
り
、
石
橋
豊
彦
、
岡
林

篤
の
病
理
学
第
二
講
座
各
教
授

に
よ
っ
て
研
究
は
継
続
、
発
展

し
ま
し
た
。
免
疫
学
は
岡
林
に

大
学
院
生
と
し
て
師
事
し
た
多

田
富
雄
に
よ
り
さ
ら
に
進
展
、

深
化
し
て
免
疫
応
答
の
細
胞
制

御
機
構
の
解
明
に
繋
が
り
、
後

にN
K

T

細
胞
を
発
見
し
た
谷

口
克
ら
多
く
の
教
室
員
に
よ
っ

て
世
界
的
な
研
究
業
績
が
達
成

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

　

本
学
の
歴
史
を
彩
る
代
表

小
児
外
科
学
教
室
開
設
10
周
年

記
念
会
の
挨
拶
で
教
授
の
髙
橋

英
世
は
、
中
山
恒
明
の
遺
し
た

言
葉
と
し
て
、「
ま
ず
始
め
る
こ

と
、
始
め
た
ら
止
め
な
い
こ
と
」

を
紹
介
し
、
小
児
外
科
10
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ

の
時
、「
い
い
言
葉
だ
な
ぁ
」
と

感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
が
、
後
に
そ
れ
は
１

９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）
に
旧

第
二
外
科
を
創
始
し
た
瀬
尾
貞

信
が
遺
し
た
言
葉
に
由
来
す
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
瀬
尾
は

当
時
手
術
を
す
れ
ば
死
ぬ
と
さ

れ
て
い
た
食
道
癌
の
外
科
治
療

を
教
室
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
外
科

医
と
し
て
の
心
構
え
を
柱
と
す

る
厳
格
な
人
材
育
成
を
実
践
し

ま
し
た
。
そ
の
伝
統
は
中
山
に

受
け
継
が
れ
、
食
道
癌
の
治
療

成
績
の
飛
躍
的
な
向
上
に
繋
が

り
ま
し
た
。
旧
第
二
外
科
の
教

え
は
、
当
外
科
の
み
な
ら
ず
整

形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
小
児

外
科
へ
と
伝
承
さ
れ
、
60
年
の

時
を
経
て
前
述
の
挨
拶
と
し
て

再
現
さ
れ
た
の
で
す
。
本
学
、

外
科
学
の
祖
と
さ
れ
る
三
輪
徳

寛
の
遺
し
た
「
獅
胆
鷹
目
行
以

女
手
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
共
に
、

辺
道
路
に
直
接
つ
な
が
る
回
廊

を
設
置
す
る
計
画
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
ラ
モ
砦
の
経
験
か
ら
、

そ
の
回
廊
の
壁
面
に
医
学
部
１

３
５
年
の
歴
史
が
一
覧
で
き
る

よ
う
な
年
表
を
描
く
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
認
め
ら

れ
、
歴
史
年
表
を
千
葉
大
学
医

学
部
八
十
五
年
史
、
千
葉
大
学

医
学
部
百
周
年
記
念
誌
、
千
葉

大
学
医
学
部
１
３
５
周
年
記
念

誌
等
を
参
考
に
し
て
編
纂
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
回
廊
を
建
設

す
る
同
窓
会
館
二
期
工
事
の
め

ど
は
立
た
ず
、
最
終
的
に
壁
面

年
表
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
学
の
歴
史
を
可
視
化
し
て
、

誰
も
が
そ
れ
を
見
て
、
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
は
意
義

が
あ
り
ま
す
。
編
纂
し
た
歴
史

年
表
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
同

窓
会
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
、
現
在
、

何
時
で
も
、
誰
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
る
形
式
で
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。（https://inohana.

jp/hq/ ?p=4995

）

歴
史

　

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）

経
緯

　

10
年
以
上
前
に
医
学
教
育
関

係
の
学
会
で
米
国
テ
キ
サ
ス
州

の
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。
現
在
、
世
界
遺

産
に
も
な
っ
て
い
る
ア
ラ
モ
砦

の
歴
史
的
建
造
物
が
町
の
中
心

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、

18
世
紀
初
頭
に
先
住
民
を
キ
リ

ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
る
目
的
で

ス
ペ
イ
ン
王
国
が
建
て
た
伝
道

所
で
す
。
内
部
は
博
物
館
と
し

て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
建
物
を
見
学
し
た
際
、
感

心
し
た
の
が
、
長
い
壁
一
面
に

描
か
れ
た
１
７
１
８
年
の
伝
道

所
建
設
か
ら
ア
ラ
モ
の
戦
い
の

舞
台
と
な
っ
た
ア
ラ
モ
砦
を
経

て
現
在
に
至
る
３
０
０
年
に
及

ぶ
歴
史
で
し
た
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
は
千
葉
大

学
医
学
部
（
本
学
）
創
立
１
３

５
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
新

ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
を
建
築
し

ま
し
た
。
当
初
、
会
館
か
ら
周

呼
吸
器
外
科

　

坂
入　

祐
一
（
浜
松
医
大
・
平
16
）

泌
尿
器
科

　

佐
塚　

智
和
（
宮
崎
大
・
平
17
）

 

（
泌
尿
器
科
学
助
教
よ
り
）

輸
血
・
細
胞
療
法
部

　

三
村　

尚
也
（
平
11
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

　

江
口　

哲
史
（
愛
媛
大
・
平
20
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

他
大
学
教
授

愛
知
医
科
大
学
病
院

救
命
救
急
科

　

渡
邉　

栄
三
（
平
９
）

大
分
大
学
医
学
部

救
急
医
学
講
座

　

安
部　

隆
三
（
平
11
）

大
阪
公
立
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
肝
胆
膵
外
科
学

　

石
沢　

武
彰
（
平
12
）

鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
医
歯
学
教
育
開
発
セ

ン
タ
ー
、
社
会
・
行
動
医
学
医

歯
学
教
育
学
講
座

　

横
尾　

英
孝
（
平
17
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部

救
急
医
学

　

志
賀　
　

隆
（
平
13
）

病
院
長

千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー

　

森
嶋　

友
一
（
昭
60
）

そ
の
他

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

理
事
長

　

山
本　

修
一
（
昭
58
）

長
崎
県
知
事

　

大
石　

賢
吾
（
平
24
）

教
授

眼
科
学

　

馬
場　

隆
之
（
東
医
歯
大
・
平
９
）

 

（
同
准
教
授
よ
り
）

免
疫
発
生
学

　

平
原　
　

潔
（
新
潟
大
・
平
13
）

 

（
同
准
教
授
よ
り
）

感
染
制
御
部
・
感
染
症
内
科

　

猪
狩　

英
俊
（
昭
63
）

 

（
同
准
教
授
よ
り
）

真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

石
和
田
稔
彦
（
平
２
）

総
合
安
全
衛
生
管
理
機
構

　

潤
間　

励
子
（
平
４
）

准
教
授

循
環
器
内
科
学

　

近
藤　

祐
介
（
北
里
大
医
・
平
18
）

 

（
同
講
師
よ
り
）

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
医
学

　

吉
原　

正
仁
（
大
阪
大
医
・
平
22
）

呼
吸
器
外
科

　

鈴
木　

秀
海
（
平
13
）

 

（
同
講
師
よ
り
）

泌
尿
器
科

　

坂
本　

信
一
（
平
11
）

 

（
同
講
師
よ
り
）

感
染
制
御
部

　

谷
口　

俊
文
（
平
13
）

 

（
同
講
師
よ
り
）

講
師

医
学
教
育
学

　

笠
井　
　

大
（
平
18
）

 

（
病
院
特
任
助
教
よ
り
）

心
臓
血
管
外
科

　

黄
野　

皓
木
（
平
７
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

人 事 異 動ゐ の は な 同 窓 会 報

医
学
部
歴
史
年
表
を
作
成
し
て

田　

邊　

政　

裕
（
昭
49
）

医
学
部
歴
史
年
表

人
事
異
動
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疾
患
の
病
態
制
御
機
構
解
明
お

よ
び
新
規
治
療
法
開
発
の
た
め

の
基
盤
構
築
」
に
つ
い
て
研
究

を
開
始
し
ま
し
た
。
特
に
、「
免

疫
系
と
他
の
生
体
シ
ス
テ
ム
と

の
連
関
を
は
じ
め
と
す
る
免
疫

シ
ス
テ
ム
の
多
層
性
・
複
雑
性

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
組
織
の

線
維
化
な
ど
現
在
も
根
治
的
な

治
療
法
が
な
い
様
々
な
病
態
を

制
御
す
る
こ
と
」
を
目
標
と
し

て
日
々
研
究
に
勤
し
ん
で
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
世
界
と
伍
す
る

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
を
目
指

す
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
、
私

を
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

先
輩
の
先
生
方
の
ご
恩
に
少
し

で
も
報
い
る
べ
く
今
ま
で
以
上

に
研
究
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
若
い
研
究
者
が
自
ら
の

手
に
よ
る
新
た
な
発
見
で
心
の

奥
底
か
ら
湧
き
出
る
〝
高
揚
感
〞

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
千
葉
大

学
医
学
部
の
学
術
研
究
活
動
に

微
力
な
が
ら
精
一
杯
尽
力
す
る

所
存
で
す
。

　

い
く
つ
も
の
偶
然
が
重
な
り
、

千
葉
大
学
と
の
深
い
ご
縁
が
私

を
こ
こ
ま
で
導
い
て
く
れ
た
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
千
葉
大

学
医
学
部
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

皆
様
方
に
は
、
今
後
尚
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

叩
き
、
基
礎
医
学
研
究
の
道
に

足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
免
疫

発
生
学
教
室
で
は
、
中
山
先
生
、

本
橋
新
一
郎
先
生
（
現
免
疫
細

胞
医
学
教
授
）、
木
村
元
子
先
生

（
現
実
験
免
疫
学
教
授
）
か
ら
ご

指
導
を
受
け
、「
全
力
で
研
究
を

行
う
こ
と
で
初
め
て
、
生
命
現

象
の
一
端
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
基
礎
研
究
の

基
本
姿
勢
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
平
成
21
年
に
は
、
米
国
国

立
衛
生
研
究
所N

IH

のJohn 
J. O

'Shea

先
生
の
も
と
へ
留
学

し
、「
獲
得
免
疫
系
に
よ
る
慢
性

炎
症
疾
患
の
病
態
制
御
機
構
に

関
す
る
研
究
」
に
携
わ
り
ま
し

た
。
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

を
用
い
た
網
羅
的
な
遺
伝
子
発

現
解
析
や
各
種
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

技
術
な
ど
様
々
な
先
端
手
法
を

用
い
た
多
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で

疾
患
の
病
態
形
成
機
構
の
解
明

に
取
り
組
ん
だ
経
験
は
、
私
自

身
の
治
療
学
へ
の
理
解
を
大
き

く
深
め
、
現
在
、
治
療
学
研
究

を
展
開
す
る
う
え
で
私
の
土
台

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

私
と
同
じ
時
期
にO

'Shea

ラ

ボ
で
共
に
学
ん
だ
世
界
各
国
の

〝
同
窓
生
〞
と
は
、
国
際
共
同
研

究
と
い
う
形
で
現
在
も
密
な
交

流
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
帰
国
す
る
際
に

は
、
今
後
の
人
生
を
基
礎
医
学

研
究
に
捧
げ
る
と
い
う
決
意
の

も
と
、
中
山
先
生
の
研
究
室
で
、

「
免
疫
系
に
よ
る
難
治
性
炎
症

育
成
し
教
室
を
盛
り
上
げ
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
末
永
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

大
学
は
私
に
と
っ
て
母
校
も
同

然
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
千
葉

大
学
眼
科
を
更
に
発
展
す
る
べ

く
、
臨
床
お
よ
び
基
礎
研
究
、

ま
た
診
療
に
か
か
わ
る
人
材
を

事
し
ま
し
た
。
酸
化
脂
質
が
網

膜
色
素
上
皮
、
そ
し
て
ブ
ル
ッ

フ
膜
を
傷
害
し
、
脈
絡
膜
新
生

血
管
を
誘
導
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
ヒ
ト
脈
絡
膜

新
生
血
管
に
非
常
に
近
い
有
用

な
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

帰
国
後
は
、
難
治
性
の
網
膜

硝
子
体
疾
患
の
手
術
を
多
数
行

う
一
方
で
、
光
干
渉
断
層
血
管

撮
影
の
技
術
を
用
い
た
黄
斑
血

管
形
態
の
変
化
や
、
手
術
ア
ジ
ュ

バ
ン
ド
に
よ
る
黄
斑
回
復
の
相

違
、
眼
底
視
野
計
を
用
い
た
網

膜
機
能
の
評
価
な
ど
の
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
本
邦

に
多
い
強
度
近
視
に
合
併
し
た

黄
斑
分
離
症
に
対
し
て
耳
側
強

膜
短
縮
術
が
有
効
で
あ
る
事
を

報
告
し
ま
し
た
。
本
研
究
で
は

２
０
２
１
年
度
の
千
葉
医
学
会

賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

千
葉
大
学
眼
科
に
は
１
４
０

年
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
ち
な

が
ら
、
私
の
よ
う
な
同
門
外
の

人
間
も
暖
か
く
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
る
懐
の
大
き
さ
が
あ
り
ま

す
。
研
究
・
手
術
で
常
に
ご
指

導
い
た
だ
い
た
山
本
修
一
教
授
、

折
に
触
れ
励
ま
し
て
下
さ
っ
た

安
達
惠
美
子
名
誉
教
授
、
多
く

の
同
門
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
気
付
け
ば
既

に
15
年
以
上
、
千
葉
大
学
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
卒
業
・

入
局
こ
そ
違
い
ま
す
が
、
千
葉

形
態
解
析
を
研
究
テ
ー
マ
に
学

位
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
網
膜
硝
子
体
手
術

の
研
鑽
を
積
む
べ
く
、
帝
京
大

学
市
原
病
院
（
当
時
）
か
ら
本

院
の
教
授
と
な
ら
れ
た
田
中
住

美
先
生
の
も
と
で
修
業
を
始
め

ま
し
た
。
週
末
以
外
は
病
院
に

寝
泊
ま
り
し
て
、
網
膜
剥
離
の

術
前
検
査
や
手
術
手
技
、
術
後

管
理
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
網

膜
硝
子
体
疾
患
診
療
の
考
え
方

を
身
に
着
け
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
に
山
本
修
一
教

授
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
千
葉
大

学
眼
科
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
千
葉
大
学
眼
科
は

網
膜
硝
子
体
手
術
の
メ
ッ
カ
で

あ
り
、
黄
斑
疾
患
の
構
造
と
視

機
能
に
関
す
る
研
究
を
行
い
つ

つ
、
硝
子
体
手
術
の
経
験
を
多

く
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
２
年
半
、

米
国Johns H

opkins

大
学
、

W
ilm

er

眼
研
究
所
に
留
学
し
、

G
erard L

utty

教
授
の
指
導

の
下
、
加
齢
黄
斑
変
性
と
脈
絡

膜
新
生
血
管
の
基
礎
研
究
に
従

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

１
月
１
日
付
で
千
葉
大
学
大
学

院
医
学
研
究
院
眼
科
学
の
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
同
門
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

な
ら
び
に
千
葉
大
学
の
多
く
の

先
生
方
に
は
格
別
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
９
年
（
１
９
９
７

年
）
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
を

卒
業
し
、
眼
科
学
教
室
へ
入
局

い
た
し
ま
し
た
。
２
年
間
の
研

修
、
都
立
広
尾
病
院
へ
の
出
向

の
の
ち
医
科
歯
科
大
学
へ
戻
り

４
年
間
、
網
膜
疾
患
の
診
療
に

携
わ
り
ま
し
た
。
医
科
歯
科
大

学
眼
科
は
日
本
で
唯
一
強
度
近

視
外
来
を
開
設
し
て
お
り
、
所

敬
、
望
月
學
名
誉
教
授
、
大
野

京
子
教
授
の
指
導
の
も
と
、
近

視
性
網
脈
絡
膜
病
変
の
三
次
元

　

私
は
平
成
13
年
に
新
潟
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
齋
藤
康
元

千
葉
大
学
長
と
新
潟
大
学
で
同

級
生
で
あ
ら
れ
た
下
條
文
武
教

授
（
当
時
）
が
主
宰
さ
れ
る
新

潟
大
学
第
二
内
科
へ
入
局
し
ま

し
た
。
呼
吸
器
内
科
を
専
門
に

選
び
、
下
條
先
生
、
吉
澤
弘
久

先
生
（
現
新
潟
医
療
セ
ン
タ
ー

院
長
）
の
ご
指
導
の
も
と
研
鑽

を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
後
３
年
目
に
は
、
千
葉
大
学

医
学
部
の
卒
業
生
で
あ
る
故
川

村
功
先
生
（
昭
43
）
が
院
長
を

務
め
ら
れ
て
い
た
栃
木
県
の
下

都
賀
総
合
病
院
（
現
と
ち
ぎ
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が
）

に
赴
き
、
村
野
俊
一
先
生
（
昭

50
）、
山
崎
一
馬
先
生
（
昭
51
）

を
は
じ
め
千
葉
大
学
ご
出
身
の

先
生
方
に
公
私
に
わ
た
り
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
大
学
大
学
院
へ
入
学
後

は
、
呼
吸
器
の
難
治
性
疾
患
の

病
態
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
中
山
先

生
が
指
導
さ
れ
る
教
室
の
門
を

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

４
月
１
日
付
け
で
、
中
山
俊
憲

前
教
授
（
現
千
葉
大
学
長
）
の

後
任
と
し
て
千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
免
疫
発
生
学
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ゐ
の

は
な
同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。「
免
疫
発
生
学
」
は
、

昭
和
47
年
に
初
代
多
田
富
雄
教

授
が
環
境
疫
学
研
究
施
設
免
疫

研
究
部
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以

後
、
第
二
代
谷
口
克
教
授
、
第

三
代
中
山
俊
憲
教
授
が
主
宰
さ

れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
教
室

で
研
究
が
で
き
ま
す
こ
と
を
大

変
光
栄
と
思
う
と
同
時
に
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

就　
�

任　

�

挨　

�

拶

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

眼
科
学　

教
授馬　

場　

隆　

之
（
東
医
歯
大
・
平
９
）

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

免
疫
発
生
学　

教
授

平　

原　
　
　

潔
（
新
潟
大
医
・
平
13
）
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命
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
終
息
し
て
も
、
次
の
新
興
再

興
感
染
症
に
も
対
応
で
き
る
感

染
症
の
診
療
、
人
材
育
成
、
研

究
の
実
現
に
む
け
て
努
力
し
て

参
る
所
存
で
す
。

ス
感
染
症
を
契
機
に
、
附
属
病

院
や
医
学
研
究
院
、
そ
し
て
外

部
の
研
究
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
感
染
症
領
域
を
千
葉
大

学
の
新
た
な
強
み
に
転
じ
て
い

く
こ
と
が
私
に
与
え
ら
れ
た
使

む
の
は
、
２
０
０
３
年
に
佐
藤

武
幸
先
生
が
部
長
の
感
染
症
管

理
治
療
部
に
異
動
に
な
っ
て
か

ら
で
す
。
早
々
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
るSA

R
S

（
重
症
急

性
呼
吸
器
症
候
群
）
対
応
を
迫

ら
れ
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
の

事
業
で
香
港
と
ハ
ノ
イ
に
行
き

実
際
にSA

R
S

診
療
施
設
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

は
、
今
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
に
も
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
に

は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
は
、
国
際

協
力
機
構
の
結
核
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
短
期
専
門
家
と
し

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
実
施
し
た
結
核
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
参
加

し
ま
し
た
。
発
展
途
上
国
、
結

核
対
策
、
国
際
協
力
に
つ
い
て

自
分
の
医
師
人
生
に
も
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
貴
重
な
経
験
を

し
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
か
ら
の
３
年
間

の
国
立
病
院
機
構
千
葉
東
病
院

を
へ
て
、
２
０
１
４
年
４
月
よ

り
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

の
感
染
制
御
部
に
准
教
授
と
し

て
着
任
し
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
は
、
医
療
安
全

の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
り
、

病
院
を
支
え
る
基
盤
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
の

医
療
機
関
と
の
連
携
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

通
現
教
授
に
も
ご
理
解
い
た
だ

き
、
小
児
科
で
の
感
染
症
外
来

の
診
療
も
続
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
予

防
接
種
の
リ
ス
ク
教
育
に
関
し

て
、
千
葉
大
学
教
育
学
部
の
杉

田
克
生
教
授
と
共
同
研
究
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
猛
威
を
奮
っ
て
お

り
、
感
染
症
対
策
の
重
要
性
が

社
会
の
中
で
強
く
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
感
染
症
に
関
す
る
研
究
・
臨

床
・
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
社
会
に
役
立
つ
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
理
解
い
た
だ
き
、
心
よ
く
送

り
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

大
変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ガ
ー
ナ
で
の
医
療
協
力
活
動
の

中
で
、
基
礎
医
学
研
究
と
臨
床

現
場
を
つ
な
ぐ
仕
事
の
重
要
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
千
葉
大
学
小
児

科
に
戻
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
、
肺
炎
球
菌
感
染
症
と
そ
の

予
防
に
関
す
る
研
究
に
携
わ
り

ま
し
た
。
２
０
０
８
年
12
月

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型

（H
ib

）
ワ
ク
チ
ン
が
国
内
に

導
入
さ
れ
、
定
期
接
種
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
に
よ
る
細
菌
性
髄
膜
炎

が
千
葉
県
内
か
ら
排
除
さ
れ
ま

し
た
。
長
年
、
こ
の
研
究
を
主

導
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
上
原
す
ゞ

子
先
生
に
こ
の
こ
と
を
ご
報
告

し
た
際
に
、
大
変
喜
ば
れ
た
こ

と
を
良
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
か
ら
は
、
佐
藤

武
幸
先
生
が
部
長
を
務
め
ら

れ
て
い
た
附
属
病
院
感
染
症
管

理
治
療
部
に
異
動
し
、
成
人
の

H
IV

/A
ID

S

診
療
、
病
院
全

体
の
感
染
管
理
に
関
す
る
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
か
ら
は
、

笹
川
千
尋
セ
ン
タ
ー
長
、
亀
井

克
彦
教
授
の
ご
支
援
に
よ
り
、

真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
新
し
く
臨
床
系
の
研
究

室
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
小
児

科
の
下
条
直
樹
教
授
、
濱
田
洋

創
り
、
夏
休
み
に
は
東
京
大
学

医
科
学
研
究
所
細
菌
学
研
究
室

に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
新
美
仁
男
教
授

の
主
宰
さ
れ
る
小
児
科
学
教
室

に
入
局
し
、
医
師
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
県

内
の
医
療
機
関
で
、
小
児
科
医

と
し
て
の
研
鑽
を
積
ま
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
過
程
で
学
生
時

代
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
感
染
症

学
を
学
ぶ
べ
く
、
千
葉
県
こ
ど

も
病
院
感
染
症
科
に
お
い
て
中

村
明
先
生
の
厳
し
く
も
暖
か
い

ご
指
導
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
１

年
に
か
け
て
は
、JIC

A

（
現   

国
際
協
力
機
構
）
感
染
症
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
西

ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
に
２
年
３

か
月
ほ
ど
赴
任
し
、
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

と
き
に
は
、
河
野
陽
一
教
授
に

　

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

６
月
１
日
付
で
、
千
葉
大
学
真

菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
感
染
症

制
御
分
野
教
授
を
拝
命
し
ま

し
た
。
私
は
１
９
８
４
年
に
千

葉
大
学
医
学
部
に
入
学
し
ま
し

た
。
祖
父
は
、
千
葉
大
学
出
身

の
内
科
医
で
し
た
の
で
、
当
時

存
命
で
あ
っ
た
祖
母
が
、
入
学

を
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
、
空
手
部
、
軽
音

楽
部
に
所
属
し
青
春
を
謳
歌
し

ま
し
た
。
医
学
部
２
年
生
の
時

に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
下
痢

専
門
病
院
を
訪
問
す
る
機
会
を

得
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

国
際
保
健
と
感
染
症
の
世
界
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
友
人
と

「
世
界
の
医
療
を
考
え
る
会
」
を

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
感
染
症
は
、
新

興
再
興
感
染
症
と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
教
授
就
任
も
、

感
染
症
診
療
と
感
染
症
対
策
の

重
要
性
が
理
解
さ
れ
た
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
１
９
８
８
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
栗
山

喬
之
教
授
の
呼
吸
器
内
科
に
入

局
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
の
10

年
間
を
振
り
返
る
と
感
染
症

領
域
へ
繋
が
る
た
い
せ
つ
な
先

輩
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
小
野
崎
郁
史
先
生
は
、
最

初
の
指
導
医
で
、
後
にW

H
O

のP5

の
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
フ
ィ
ー

サ
ー
と
な
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
等
で
活
躍
さ
れ
ま

す
。
千
葉
市
立
海
浜
病
院
の
菊

池
典
雄
先
生
に
は
、
感
染
症
の

臨
床
研
究
の
面
白
さ
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
核
予
防

会
千
葉
県
支
部
の
志
村
昭
光
先

生
か
ら
は
、
結
核
対
策
の
重
要

性
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

本
格
的
に
感
染
症
に
取
り
組

　

こ
の
た
び
、
令
和
４
年
（
２

０
２
２
年
）
４
月
１
日
、
千
葉

大
学
医
学
部
附
属
病
院
感
染
制

御
部
・
感
染
症
内
科
教
授
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご

厚
情
の
賜
物
と
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
新
年
は
、
中

国
武
漢
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
始
ま
り
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
至
り
ま
し
た
。
日
本

国
内
で
も
今
日
ま
で
に
６
回
の

大
き
な
流
行
を
経
験
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
は
、
早
い
時
期
か
ら
国
内
流

行
を
想
定
し
た
診
療
体
制
を
整

備
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
２
０
年
の
１
月
29
日
、
国

内
13
例
目
の
患
者
を
診
断
す
る

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学
真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

感
染
症
制
御
分
野　

教
授石

和
田　

稔　

彦
（
平
２
）

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

感
染
制
御
部
・
感
染
症
内
科
の

�

教
授
就
任
に
あ
た
っ
て

�

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
か
ら
～

感
染
制
御
部
・
感
染
症
内
科　

教
授

猪　

狩　

英　

俊
（
昭
63
）
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医
師
の
働
き
方
改
革
、
教
員

の
長
時
間
労
働
、
学
生
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
な
ど
、
大
学

を
取
り
巻
く
健
康
管
理
・
安
全

管
理
上
の
問
題
は
絶
え
な
い
昨

今
で
す
が
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス

だ
け
で
は
な
く
、
西
千
葉
、
松

戸
、
柏
の
葉
、
墨
田
す
べ
て
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
教
育
研
究
活
動

に
携
わ
る
人
々
が
、
安
全
で
健

康
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
引
き
続

き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

究
教
育
活
動
を
滞
り
な
く
進
め

る
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、

最
近
２
年
のC

O
V

ID
-19

パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
従

来
か
ら
行
っ
て
い
る
業
務
に
加

え
、
学
生
・
教
職
員
の
感
染
症

対
策
と
罹
患
し
た
学
生
の
健
康

観
察
、
昨
年
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
（
職
域
接
種;

大
学
拠
点

接
種
）
な
ど
の
業
務
が
増
加
い

た
し
ま
し
た
。
学
内
外
に
お
ら

れ
る
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
先
生

方
の
強
力
な
お
力
添
え
に
よ
り
、

こ
れ
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
先
生
方
に
は
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究

や
社
会
活
動
を
通
じ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
疾
患
の
理
解
や
予
防
法

の
確
立
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努

ホ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。D

O
H

aD

説
は
、
胎
児

期
か
ら
生
後
早
期
の
環
境
因
子

が
成
長
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患

に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
概
念

に
な
り
ま
す
。
私
の
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
糖
尿
病
も
胎
児
期
環

境
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
出
生
コ
ホ
ー

ト
研
究
は
と
て
も
魅
力
的
な
も

の
で
す
。
現
在
も
、
環
境
省
が

行
な
っ
て
い
る
エ
コ
チ
ル
調
査
で

は
千
葉
県
内
で
約
６
０
０
０
組

の
母
子
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

独
自
の
コ
ホ
ー
ト
調
査
と
し
て

こ
ど
も
調
査
（C

-M
A

C
H

）

を
行
な
っ
て
お
り
、
第
１
期
は

４
０
０
組
を
フ
ォ
ロ
ー
中
で
あ

り
、
現
在
第
２
期
の
リ
ク
ル
ー

ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
全
体

で
約
１
０
０
０
組
の
登
録
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

成
人
を
対
象
と
す
る
内
科
医

が
な
ぜ
出
生
コ
ホ
ー
ト
研
究
を

行
な
っ
て
い
る
の
か
、
不
思
議

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
糖
尿
病
な
ど
の
疾
患
を
理

解
し
、
予
防
し
、
治
療
す
る
た

め
に
は
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
全
体
を

見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
な
ど
の
疾
患
を
考
え

る
時
、
胎
児
期
か
ら
老
年
期
ま

で
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
全
体
を
俯

瞰
し
た
研
究
が
、
こ
れ
ら
の
疾

患
を
理
解
し
予
防
法
や
治
療
法

の
確
立
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
遺
伝
素
因
に
関
す
る

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
院

終
了
後
、
横
浜
労
災
病
院
へ
の

出
張
を
経
て
、
平
成
12
年
（
２

０
０
０
年
）
に
齋
藤
康
先
生
の

命
に
よ
り
、
森
千
里
教
授
の
着

任
と
同
時
に
解
剖
学
第
一
（
現

環
境
生
命
医
学
）
に
異
動
し
研

究
室
立
ち
上
げ
を
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時

森
先
生
は
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
研

究
を
さ
れ
て
お
り
、
旧
医
学
部

本
館
１
階
の
研
究
室
で
は
研
究

室
の
メ
ン
バ
ー
が
和
気
藹
々
と

過
ご
し
て
お
り
、
時
折
料
理
な

ど
を
し
て
、
親
睦
を
深
め
た
こ

と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

そ
の
後
、
医
局
に
戻
り
、
糖
尿

病
の
診
療
と
研
究
を
続
け
た
後
、

君
津
中
央
病
院
の
内
分
泌
代

謝
科
部
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
。
君
津
中
央
病
院
に
て
地
域

医
療
に
勤
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

森
教
授
よ
り
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
、
２
０
１
５
年
よ
り
千
葉
大

学
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
の
准
教

授
と
し
て
千
葉
大
学
に
戻
っ
て

参
り
ま
し
た
。
予
防
医
学
セ
ン

タ
ー
で
は
、D

evelopm
ental 

O
rigins of H

ealth and 
D

isease 

（D
O

H
aD

）
説
に

基
づ
く
研
究
と
し
て
出
生
コ

　

こ
の
度
、
令
和
３
年
（
２

０
２
１
年
）
11
月
１
日
付
で
、

千
葉
大
学
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
４
年
（
１
９
９

２
年
）
に
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
当
時
吉
田
尚
教
授
が

主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉
大
学
第

二
内
科
（
当
時
、
現
内
分
泌
代

謝
・
血
液
・
老
年
内
科
学
）
に

入
局
し
ま
し
た
。
以
後
、
齋
藤

康
教
授
、
横
手
幸
太
郎
教
授
に

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

時
の
第
二
内
科
は
、
免
疫
ア
レ

ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ
、
内
分
泌
代

謝
グ
ル
ー
プ
、
血
液
グ
ル
ー
プ
、

消
化
器
グ
ル
ー
プ
と
４
つ
の
診

療
分
野
を
併
せ
持
つ
診
療
科
で
、

内
科
学
全
般
の
研
修
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
期
研
修
中
に
糖
尿
病
と
い

う
疾
患
に
興
味
を
持
ち
、
大
学

院
時
代
に
は
牧
野
英
一
先
生（
前

愛
媛
大
学
教
授
）
と
金
塚
東
先

生
（
昭
48
）
の
ご
指
導
の
も
と

イ
ン
ス
リ
ン
シ
グ
ナ
ル
伝
達
や

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

同
じ
呼
吸
器
内
科
ご
出
身
の
長

尾
啓
一
名
誉
教
授
が
、
機
構
長

で
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
大
学
保
健

管
理
に
つ
い
て
の
全
て
を
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
尾
機

構
長
が
退
任
後
は
、
消
化
器
内

科
（
旧
第
一
内
科
）
ご
出
身
の

今
関
文
夫
機
構
長
の
も
と
、
千

葉
大
学
学
生
・
教
職
員
の
健
康

管
理
・
安
全
管
理
に
従
事
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
の
入
職
後
だ
け

を
顧
み
ま
し
て
も
、
２
０
０
９

年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
、
２
０
１
１
年
東
日

本
大
震
災
、
２
０
２
０
年
以
降

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（C

O
V

ID
-19

）
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
、
と
大
学
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
出
来
事
が
続
け
ざ

ま
に
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
だ
中
で
も
、
歴
代
の
齋
藤

康
学
長
、
徳
久
剛
史
学
長
、
中

山
俊
憲
学
長
先
生
方
に
ご
指
導

賜
り
、
ま
た
歴
代
機
構
長
の
下
、

総
合
安
全
衛
生
管
理
機
構
一
体

と
な
っ
て
、
学
生
教
職
員
の
研

　

こ
の
度
、
令
和
４
年
（
２
０

２
２
年
）
４
月
１
日
付
に
て
、

千
葉
大
学
総
合
安
全
衛
生
管
理

機
構
教
授
・
機
構
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
先
生
皆
様
、

ま
た
千
葉
大
学
の
先
生
皆
様
に

は
、
格
別
の
ご
指
導
を
賜
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
４
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
呼
吸
器

内
科
（
当
時
の
肺
癌
研
究
施
設

第
二
）
へ
入
局
、
栗
山
喬
之
名

誉
教
授
、
巽
浩
一
郎
名
誉
教
授

の
ご
指
導
を
受
け
、
千
葉
県
内

の
病
院
で
呼
吸
器
内
科
医
と
し

て
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平

成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
３

月
に
、
ご
縁
が
あ
り
、
総
合
安

全
衛
生
管
理
機
構
へ
入
職
す
る

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー　

教
授

櫻　

井　

健　

一
（
平
４
）

千
葉
大
学

総
合
安
全
衛
生
管
理
機
構　

教
授

潤　

間　

励　

子
（
平
４
）

令和４年度
東京ゐのはな会総会開催のお知らせ

日時：７月９日（土）　16：00～
場所：銀座アスターお茶の水賓館
　　　（新お茶の水ビル21階）　
　　　JR御茶ノ水駅聖橋口
会費：10,000円
　　　＊ 卒後10年未満の平成24年以降卒業者は無

料ですので、受付で申し出てください。

　　　＊ 詳細については下記にお問い合わせくだ
さい。

　　　　東京ゐのはな同窓会事務局
　　　　（医療法人社団  桐和会  内）
　　　　TEL：03－5666－1334
　　　　e-mail：gfunayama@towakai.com
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導
の
下
、
敗
血
症
の
病
態
と
治

療
に
関
す
る
研
究
、
臓
器
不
全

に
対
す
る
人
工
補
助
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
り
一
躍
注
目
さ
れ

たE
C

M
O

に
関
し
て
、
そ
れ

以
前
か
ら
基
礎
実
験
、
臨
床
研

究
を
行
っ
て
お
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
機
に
設
立
さ
れ
た
日
本

E
C

M
O

net

の
立
ち
上
げ
に
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
11
月
、
新
た
に

開
設
さ
れ
た
千
葉
大
学
災
害
治

療
学
研
究
所
教
授
を
拝
命
し
、

災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
の

構
築
を
目
指
す
研
究
を
推
進
す

る
役
割
を
与
え
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
こ
の
度
、
故
郷
で

あ
る
福
岡
に
近
い
大
分
の
地
で

救
急
医
療
と
救
急
医
学
教
育･

研
究
を
担
う
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。
救
急
医
の
不
足
し
て
い
る

九
州
の
地
で
、
１
人
で
も
多
く

の
救
急
医
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ま
り
興
味
の
な
か
っ
た
海
外

留
学
も
、
今
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ

た
ら
も
う
一
度
行
き
た
い
と
思

う
ほ
ど
人
生
に
お
い
て
重
要
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
救
急
科
長
と
し
て
、

ま
た
病
院
の
救
急
部
お
よ
び
集

中
治
療
部
の
部
長
と
し
て
、
重

症
患
者
の
診
療
か
ら
救
急
患
者

の
初
期
診
療
、
そ
し
て
一
種
の

災
害
医
療
と
い
う
べ
き
コ
ロ
ナ

禍
対
策
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
任
の
松
田
兼
一
教
授

の
立
ち
上
げ
た
重
症
患
者
に
対

す
る
新
規
デ
バ
イ
ス
の
研
究
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
基

礎
医
学
系
、
工
学
系
の
研
究
室

と
融
合
研
究
を
開
始
し
、
代
謝

解
析
に
よ
り
救
急
患
者
の
重
症

度
を
超
早
期
に
診
断
す
る
た
め
、

血
清
バ
ン
ク
構
築
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
山
梨
大
学
の
救
急
集
中

治
療
医
学
講
座
の
医
局
は
、
私

が
入
局
す
る
前
の
千
葉
大
学
の

人
数
に
く
ら
べ
て
少
し
少
な
い

ぐ
ら
い
の
規
模
で
す
。
私
は
こ

こ
か
ら
こ
の
医
局
を
、
多
く
の

教
授
を
輩
出
し
最
終
的
に
は
救

命
セ
ン
タ
ー
に
ま
で
活
動
の
幅

を
広
げ
た
千
葉
大
学
の
医
局
の

よ
う
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
ど
う
か
、
か
つ
て
私

を
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方

を
思
い
出
し
な
が
ら
努
力
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ど
こ

か
に
繋
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
山
梨
で
は
千
葉
で
感
じ

た
医
師
同
士
の
「
阿
吽
の
呼
吸
」

は
望
む
べ
く
も
な
く
、
院
内
外

で
の
信
頼
を
得
る
た
め
、
紹
介

を
受
け
た
重
症
患
者
を
積
極
的

に
引
き
受
け
改
善
さ
せ
る
こ
と

を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
澤
博
之
先
生
、
菅
井
桂
雄

先
生
、
織
田
成
人
先
生
、
志
賀

英
敏
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
医

局
の
諸
先
生
方
に
は
、
一
般
的

な
診
療
方
法
だ
け
で
な
く
、
学

術
的
に
臨
床
を
捉
え
る
姿
勢
を

御
指
導
頂
き
、
私
の
医
師
と
し

て
の
基
本
は
そ
こ
で
叩
き
込
ま

れ
た
も
の
だ
と
現
在
で
は
感
謝

の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

中
西
加
寿
也
先
生
、
貞
広
智
仁

先
生
に
も
よ
く
指
導
を
頂
き
ま

し
た
。
私
は
当
初
「
臨
床
医
と

し
て
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
大

学
病
院
勤
務
へ
の
お
誘
い
を
固

辞
し
ま
し
た
し
、「
研
究
も
教
育

も
、
臨
床
医
と
し
て
成
長
す
る

糧
に
な
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
松

田
兼
一
教
授
の
言
葉
も
、
や
り

た
く
な
い
仕
事
を
さ
せ
る
た
め

の
方
便
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
研
究
も
教
育
も
、
実
は

臨
床
医
と
し
て
の
私
に
不
可
分

に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
今
と
な
っ
て
は
、
そ
れ
は

私
の
こ
と
を
思
っ
て
の
何
の
間

違
い
も
な
い
指
導
だ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
以
前
の
自
分
を

思
い
出
す
と
汗
顔
の
い
た
り
と

た
だ
し
い
も
の
で
し
た
。
私
は

そ
の
時
医
師
９
年
目
、
夢
中
に

な
っ
て
臨
床
に
明
け
暮
れ
て
い

た
時
で
し
た
の
で
、
大
学
へ
の

赴
任
、
し
か
も
い
わ
ゆ
る
落
下

傘
で
千
葉
を
離
れ
る
の
に
は
と

て
も
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
当

初
は
松
田
兼
一
教
授
と
と
も
に
、

現
千
葉
大
学
教
授
の
中
田
孝
明

先
生
と
、
こ
の
春
に
大
分
大
学

の
教
授
に
就
任
さ
れ
た
安
部
隆

三
先
生
と
４
人
で
乗
り
込
み
ま

し
た
が
、
今
考
え
る
と
エ
ー
ス

級
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
私
も
２
名
と
同

じ
く
半
年
の
予
定
で
し
た
が
山

梨
県
全
体
で
救
急
専
門
医
は
一

桁
人
数
、
集
中
治
療
専
門
医
は

松
田
教
授
と
私
の
み
と
い
う
状

況
で
、
千
葉
大
学
で
叩
き
込
ま

れ
た
全
身
管
理
の
知
識
と
技
能

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
を
実
感

し
、
早
々
に
考
え
を
変
え
山
梨

大
学
で
腰
を
落
ち
着
け
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
は
、
日
本

で
も
有
数
の
長
い
歴
史
を
持
つ

医
学
部
で
す
。
千
葉
県
の
ど
こ

で
働
い
て
も
、
一
緒
に
働
く
先

生
、
そ
し
て
紹
介
状
を
や
り
と

り
す
る
診
療
所
の
先
生
も
、
た

ど
っ
て
い
け
ば
同
級
生
や
部
活

　

こ
の
度
、
令
和
２
年
（
２
０

２
０
年
）
11
月
１
日
付
で
山
梨

大
学
医
学
部
救
急
集
中
治
療
医

学
講
座
の
教
授
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

私
は
平
成
９
年
（
１
９
９
７

年
）
に
千
葉
大
学
を
卒
業
し
、

千
葉
大
学
医
学
部
救
急
集
中
治

療
医
学
講
座
に
入
局
し
ま
し
た
。

愛
知
医
科
大
学
の
教
授
に
就
任

さ
れ
た
渡
邉
栄
三
先
生
と
同
期

入
局
で
す
。
以
来
平
澤
博
之
教

授
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

君
津
中
央
病
院
救
急
科
、
川
崎

製
鉄
健
康
保
険
組
合
千
葉
病
院

外
科
、
千
葉
県
済
生
会
習
志
野

病
院
救
急
科
な
ど
を
経
て
、
平

成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
に
山

梨
大
学
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

山
梨
大
学
へ
の
転
勤
は
、
医
局

の
先
輩
で
あ
る
松
田
兼
一
先
生

が
山
梨
大
学
医
学
部
の
救
急
部

初
代
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
私
に
打

診
が
あ
っ
た
の
は
着
任
予
定
日

の
わ
ず
か
２
週
間
前
と
い
う
慌

す
る
救
急
医
療
と
、
主
に
病
院

内
で
発
生
し
た
重
症
患
者
に
対

す
る
集
中
治
療
を
、
両
輪
と
し

て
行
っ
て
来
ま
し
た
。
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
だ
け
で
な

く
、
公
立
長
生
病
院
外
科
、
成

田
赤
十
字
病
院
救
急･

集
中
治

療
科
、
山
梨
大
学
医
学
部
附
属

病
院
救
急
部
に
お
い
て
も
、
診

療
科
を
超
え
て
多
く
の
先
生

方
か
ら
ご
指
導･

ご
支
援
を
頂

き
、
現
在
に
至
る
ま
で
非
常
に

充
実
し
た
臨
床
経
験
を
積
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

研
究
に
関
し
て
は
、
２
０
０

２
年
に
大
学
院
に
入
学
し
、
前

学
長
の
徳
久
剛
史
先
生
、
現

バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
幡
野
雅
彦
先
生
の
ご

指
導
の
下
、
分
化
制
御
学
教
室

に
て
、
各
種
サ
イ
ト
カ
イ
ン
動

態
か
ら
見
た
敗
血
症
の
病
態
生

理
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
２
０
０
９
年
か
ら
２

年
間
、
米
国
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト

州
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
医
学
部
外

科
学
のD

r. Sum
pio

の
研
究

室
に
留
学
し
、
重
症
病
態
に
お

け
る
血
管
内
皮
障
害
に
関
す
る

研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。
帰
国

後
は
、
織
田
成
人
教
授
の
ご
指

　

こ
の
度
、
令
和
４
年
（
２

０
２
２
年
）
４
月
１
日
付
け

で
、
大
分
大
学
医
学
部
救
急
医

学
講
座 

教
授
、
同
附
属
病
院

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
を

拝
命
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

ご
指
導
、
ご
支
援
下
さ
っ
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
福
岡
市
出
身
で
、
千
葉

大
学
に
入
学
す
る
ま
で
九
州
の

地
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
千
葉

大
学
在
学
中
は
水
泳
部
に
所

属
し
て
降
り
注
ぐ
太
陽
を
存
分

に
浴
び
、
ま
た
、
ゐ
の
は
な
手

話
の
会
で
聴
覚
障
害
の
方
々
と

交
流
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
９

９
年
卒
業
後
は
、
千
葉
大
学
救

急
集
中
治
療
医
学
教
室
に
入
局

し
、
平
澤
博
之
教
授
の
ご
指
導

の
下
、
救
急
医
学
、
集
中
治
療

医
学
の
臨
床
と
研
究
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

臨
床
で
は
一
貫
し
て
、
病
院

外
で
発
生
し
た
救
急
患
者
に
対

ゐ の は な 同 窓 会 報

山
梨
大
学
医
学
部

救
急
集
中
治
療
医
学
講
座　

教
授

森　

口　

武　

史
（
平
９
）

大
分
大
学
医
学
部

救
急
医
学
講
座　

教
授

安　

部　

隆　

三
（
平
11
）
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を
超
え
た
連
携
」
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
私
もD

M
A

T

の
活
動
を
通
じ
て
、
県
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
の
嶋
村
文
彦
先
生
、

松
村
洋
輔
先
生
、
千
葉
大
学
の

谷
口
先
生
、
吉
村
健
佑
先
生
を

始
め
と
す
る
諸
先
生
方
に
日
々

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
対
応
は
私
が
学
び
を
続
け

て
い
る
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
多
様
な
人
材
育
成
、
公

衆
衛
生
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
本
懐

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
が
次
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
た
め
の
組
織
知

の
財
産
と
な
る
よ
う
に
と
思
い
、

記
録
を
つ
け
、
臨
床
研
究
を
し

て
お
り
ま
す
。
先
生
方
の
ご
指

導
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病

院
は
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の

新
病
院
で
す
。
引
き
続
き
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
諸
先
生
方
の
ご

指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
の
帰
国
後
は
、

地
域
医
療
振
興
協
会
の
お
誘
い

で
東
京
ベ
イ
・
浦
安
市
川
医
療

セ
ン
タ
ー
の
救
急
部
門
の
開
設

に
従
事
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー

部
で
ご
一
緒
し
た
舩
越
拓
先
生

と
救
急
搬
送
受
け
入
れ
年
間
１

万
件
の
病
院
・
救
急
科
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
は
宮
崎
勝

病
院
長
の
も
と
国
際
医
療
福

祉
大
学
三
田
病
院
そ
し
て
国
際

医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院
で

救
急
部
門
を
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
歴
史
あ
る
千
葉
県
の
中
で

「A
nyone, A

nything, A
ny-

tim
e!

」
と
い
うE

m
ergency 

M
edicine

の
本
懐
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
、
日
々
教
室
員
と
奮

闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

医
学
教
育
に
お
い
て
は
、
渡

米
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
赤
津

晴
子
先
生
を
始
め
と
す
る
素
晴

ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
先
生
方
と

と
も
に
、
多
く
の
国
内
な
ら
び

に
ア
ジ
ア
各
国
の
医
学
生
の
み

な
さ
ん
と
接
す
る
機
会
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
の
卒
前
・
卒
後
教
育
の
よ
う

に
よ
り
「
実
践
的
で
、
学
習
者

中
心
の
医
学
教
育
」
の
実
践
と

研
究
を
今
後
も
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

C
O

V
ID

-19

の
流
行
の
中
、

千
葉
県
で
も
「
公
衆
衛
生
と
病

院
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
組

織
知
の
醸
成
」「
病
院
の
垣
根

知
識
・
技
術
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を

ご
教
示
頂
き
、
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。
こ
れ
ら
の
財
産

を
余
す
こ
と
な
く
後
輩
に
伝
え

る
こ
と
が
、
今
後
の
私
に
課
せ

ら
れ
た
第
一
の
使
命
で
す
。

　

肝
胆
膵
外
科
は
特
徴
の
異
な

る
複
数
の
臓
器
を
扱
い
、
ア
プ

ロ
ー
チ
も
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
技
術

を
用
い
た
低
侵
襲
手
術
か
ら
開

腹
に
よ
る
拡
大
手
術
ま
で
多
岐

に
及
び
ま
す
。
非
手
術
的
な
治

療
手
段
も
日
進
月
歩
で
あ
り
、

「
蛍
光
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」
が
術

中
診
断
だ
け
で
な
く
積
極
的
な

癌
治
療
に
活
用
で
き
る
日
も
近

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
規
技

術
を
含
め
て
幅
広
い
治
療
選
択

肢
を
揃
え
、
そ
の
中
か
ら
「
最

善
の
一
手
」
を
患
者
さ
ん
に
提

供
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
大
目
標

に
掲
げ
、
医
局
員
と
と
も
に
精

励
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
今
回

の
機
会
を
活
か
し
て
、
日
本
の

東
西
、
世
界
の
東
西
を
繋
ぐ
情

報
交
換
と
人
事
交
流
を
促
進
す

る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
大
学
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
大
学
の
講
義
中
に
上

映
さ
れ
た
幕
内
雅
敏
東
大
教
授

（
当
時
）
の
肝
切
除
が
あ
ま
り

に
印
象
的
で
あ
り
、
何
と
か
直

接
教
え
を
乞
い
た
い
と
決
意
し

た
か
ら
で
す
。
入
局
直
後
か
ら
、

長
谷
川
潔
先
生
（
現
東
大
教
授
）

の
チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
、
懇
切

丁
寧
な
指
導
を
受
け
る
幸
運
に

も
恵
ま
れ
、
周
術
期
管
理
や
論

文
作
成
の
「A

B
C

」
を
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
不
器

用
な
私
に
手
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
授
し
て
頂
い
た
の
は
、B

rice 
G

ayet

教
授
（
パ
リ
）
と
、
が

ん
研
有
明
病
院
の
齋
浦
明
夫
先

生
（
現
順
天
堂
大
学
教
授
）
で

す
。
研
究
面
で
は
、
國
土
典
宏

先
生
の
全
面
的
な
ご
支
援
の
下
、

IC
G

な
ど
の
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
を

用
い
て
手
術
中
に
癌
や
生
体
構

造
を
描
出
す
る
技
術
の
開
発
に

取
り
組
み
、
臨
床
応
用
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、

東
大
薬
学
部
の
浦
野
泰
照
教
授

と
出
会
っ
た
こ
と
は
、
ノ
イ
エ
ス

を
発
見
し
実
用
に
導
く
喜
び
を

知
る
端
緒
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
千
葉
大
学
・
東
京

大
学
の
諸
先
輩
を
は
じ
め
、
多

く
の
先
生
方
に
臨
床
と
研
究
の

　

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
大
阪
公

立
大
学
肝
胆
膵
外
科
学
教
授
を

拝
命
し
ま
し
た
。
本
学
は
、
そ

れ
ぞ
れ
長
い
歴
史
を
背
負
う
大

阪
市
立
大
学
と
大
阪
府
立
大
学

が
、
統
合
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を

飛
び
越
え
て
誕
生
し
た
教
育
研

究
機
関
で
す
。
12
学
部
・
学
域

で
構
成
さ
れ
る
多
彩
な
研
究
領

域
に
、
国
公
立
大
学
と
し
て
全

国
最
大
数
と
な
る
学
生
が
集
い
、

「
総
合
知
」
が
醸
成
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
肝

胆
膵
外
科
学
講
座
と
し
て
は
、

大
阪
市
立
大
学
第
一
外
科
、
第

二
外
科
の
伝
統
を
継
承
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
４
月

１
日
に
着
任
し
て
以
降
、
久
保

正
二
前
教
授
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
達
成
さ
れ
た
肝
癌
診
療
の

実
績
、
中
で
も
職
業
性
胆
管
癌

に
関
す
る
重
要
な
知
見
を
引
継

ぎ
、
発
展
さ
せ
る
重
責
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
る
毎
日
で
す
。

　

私
は
２
０
０
０
年
に
千
葉
大

学
を
卒
業
し
た
後
、
す
ぐ
に
東

と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
シ
ス
テ
ム
の

立
ち
上
げ
に
従
事
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
に
一
念
発
起

し
、
専
攻
医
と
し
て
冬
の
気
温

は
マ
イ
ナ
ス
35
℃
に
な
る
（
水

が
地
面
に
落
下
す
る
前
に
凍
り

ま
す
）
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
メ
イ

ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
初
の
日
本

人
救
急
医
と
し
て
働
き
ま
し

た
。Sadosty

教
授
を
始
め
と

す
る
素
晴
ら
し
いE

R

の
教
育

者
に
「A

nyone, A
nything, 

A
nytim

e!

」
と
い
うE

m
er-

gency M
edicine

の
本
懐
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、A

ctive learning

の
柱

の
１
つ
で
あ
るSim

ulation 
based m

edical education

に
つ
き
、
か
け
が
え
の
な
い
教

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、Sim

ulation based 
m

edical education

に
つ
い

て
教
育
・
研
究
を
積
む
べ
く

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
・
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
で

G
ordon

教
授
、B

row
n

教

授
の
下
で
教
鞭
を
と
り
つ
つ
働

き
ま
し
た
。
ま
た
、
並
行
し
て

ハ
ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大
学

院
に
てM

aster of P
ublic 

H
ealth

を
取
得
し
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）

卒
業
の
志
賀
隆
と
申
し
ま
す
。

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

４
月
１
日
よ
り
国
際
医
療
福
祉

大
学
救
急
医
学
教
室
を
主
宰
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
私

は
、
学
生
時
代
よ
り
救
急
医
学

教
室
の
織
田
成
人
先
生
、
医
学

教
育
研
究
室
の
田
邊
政
裕
先
生

に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、「E

R

で
働
く
救
急
医
」
を
目
指
し
て

お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
所
属
し

て
い
た
「
世
界
の
医
療
を
考
え

る
会
」
で
増
山
茂
先
生
、
植
田

育
也
先
生
な
ど
諸
先
輩
方
に
ご

教
示
を
賜
り
、「
海
外
で
医
師

と
し
て
働
き
た
い
。」
と
い
う

気
持
ち
を
も
っ
て
お
り
ま
し
た
。

卒
後
、
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
に

て
初
期
研
修
を
行
い
、
在
沖
米

国
海
軍
病
院
に
て
サ
ッ
カ
ー
部

の
同
期
で
あ
る
谷
口
俊
文
先
生

と
イ
ン
タ
ー
ン
生
活
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
浦
添
総
合

病
院
に
て
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

ゐ の は な 同 窓 会 報

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

肝
胆
膵
外
科
学　

教
授

石　

沢　

武　

彰
（
平
12
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部

救
急
医
学　

主
任
教
授

志　

賀　
　
　

隆
（
平
13
）
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ら
の
患
者
さ
ん
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
急
性
期
の
総
合
病
院

と
し
て
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
診
療
科
の
医
局
は
千

葉
大
学
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き

続
き
同
門
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。
外
科
医
と
し
て
は
様
々
な

腹
腔
鏡
手
術
の
導
入
、
食
道
癌

手
術
の
定
型
化
、
栄
養
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
３
年
前
か

ら
は
副
院
長
と
し
て
医
療
安
全
、

地
域
連
携
、
救
急
医
療
な
ど
に

取
り
組
み
、
経
営
全
般
を
学
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
院
は
１
１
４
年
前
の
千
葉

衛
戍
病
院
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
立
病
院
と
な
っ
て

か
ら
も
す
で
に
77
年
経
ち
ま
し

た
。
こ
の
間
、
地
域
密
着
の
急

性
期
病
院
と
し
て
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
ベ
ッ
ド
数

４
１
０
床
、
診
療
科
は
30
を
数

え
、
中
規
模
な
が
ら
総
合
病
院

と
し
て
、
地
域
支
援
病
院
、
が

ん
拠
点
病
院
、
災
害
拠
点
病
院

な
ど
多
数
の
指
定
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
臨
床
研
修
指
定
病
院

と
し
て
毎
年
９
名
初
期
研
修
医

を
受
け
入
れ
、
千
葉
大
学
か
ら

も
１
年
生
４
名
を
襷
掛
け
で
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
独
自

の
専
修
医
と
し
て
内
科
・
外
科

各
一
名
が
専
門
医
を
取
得
す
べ

く
研
修
中
で
す
。
時
に
特
徴
が

な
い
病
院
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

消
化
器
お
よ
び
呼
吸
器
の
内
科

外
科
の
医
師
数
が
多
く
、
病
院

の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
脳
外
科
は
血
管
内
治
療
に
お

い
て
、
学
会
で
も
先
進
的
な
施

設
と
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
が

ん
拠
点
病
院
と
し
て
は
緩
和
ケ

ア
病
棟
を
立
ち
上
げ
、
他
院
か

地
か
ら
医
療
の
発
展
と
優
れ
た

医
療
人
の
輩
出
に
貢
献
す
る
所

存
で
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
を
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

今
、医
学
教
育
は
激
動
の
真
っ

た
だ
中
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
同

窓
の
先
生
方
の
ご
指
導
と
経
験

を
活
か
し
、
今
後
は
鹿
児
島
の

先
を
見
据
え
た
大
局
的
か
つ
多

面
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
医
療
に
は
不
可
欠
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
６
年
か
ら
は

千
葉
大
病
院
の
教
育
専
任
医
師

（
ア
テ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
と
し
て
、

卒
前
教
育
に
も
本
格
的
に
携
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
学

教
育
に
つ
い
て
は
全
く
の
素
人

で
し
た
が
、
医
学
教
育
研
究
室

の
伊
藤
彰
一
先
生
、
朝
比
奈
真

由
美
先
生
の
教
育
愛
に
満
ち
溢

れ
た
ご
指
導
・
ご
支
援
に
よ
り

自
診
療
科
で
の
教
育
活
動
を
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

医
学
教
育
に
大
き
な
や
り
が
い

と
自
身
の
適
性
を
認
識
し
た
私

は
２
０
２
０
年
よ
り
医
学
教
育

専
任
の
教
員
と
な
り
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
教
育
、

O
SC

E

、
臨
床
研
修
医
指
導

医
養
成
講
習
会
、
看
護
師
特
定

行
為
研
修
な
ど
診
療
科
の
枠
を

越
え
た
教
育
活
動
も
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
伊
藤
先
生
・
朝
比

奈
先
生
の
下
で
医
学
教
育
研
究

室
の
教
員
と
し
て
研
鑽
を
重
ね

る
予
定
で
し
た
が
、
急
遽
今
回

の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
冒
頭

で
第
二
代
教
授
と
述
べ
ま
し
た

が
、
鹿
児
島
大
学
の
当
セ
ン

タ
ー
・
講
座
の
初
代
教
授
は
旧

第
一
内
科
ご
出
身
の
田
川
ま
さ

み
先
生
で
す
。
学
生
時
代
に
臨

床
入
門
や
実
習
で
ご
指
導
い
た

だ
い
た
恩
師
の
後
任
と
な
れ
る

室
と
同
門
の
花
岡
英
紀
先
生
が

率
い
る
臨
床
試
験
部
に
所
属
し
、

学
位
論
文
で
は
糖
尿
病
の
経
口

血
糖
降
下
薬
併
用
療
法
に
関
す

る
多
施
設
共
同
の
臨
床
研
究
を

ま
と
め
、
成
果
を
国
内
外
に
報

告
い
た
し
ま
し
た
。

　

博
士
号
取
得
後
は
２
０
１
４

年
よ
り
教
室
同
期
の
大
西
俊
一

郎
先
生
と
国
保
旭
中
央
病
院
に

赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
診
療
圏

人
口
１
０
０
万
人
を
支
え
る
こ

の
巨
大
な
地
域
中
核
病
院
は
、

急
性
疾
患
の
対
応
で
糖
尿
病
な

ど
の
慢
性
疾
患
に
な
か
な
か
手

が
回
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
地
域
全
体
を
巻

き
込
ん
だ
糖
尿
病
チ
ー
ム
医
療

の
活
性
化
を
目
指
し
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
や
患
者
の
教
育
と
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
注
力
い
た

し
ま
し
た
。
コ
ー
チ
ン
グ
と
い

う
対
人
支
援
技
術
を
体
系
的
に

学
ん
で
導
入
す
る
と
と
も
に
、

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
地
域
医

療
連
携
の
展
開
で
は
同
門
で
あ

る
千
葉
県
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

の
平
井
愛
山
先
生
よ
り
貴
重
な

ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
よ
り
私
は
、
医
療
従
事
者
と

患
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や

　

こ
の
た
び
、
令
和
４
年
（
２

０
２
２
年
）
４
月
１
日
付
で
鹿

児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合

研
究
科
医
歯
学
教
育
開
発
セ
ン

タ
ー
、
社
会
・
行
動
医
学
医
歯

学
教
育
学
講
座
の
第
二
代
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
２
０
０
５
年
に
千
葉

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
初
期
臨

床
研
修
の
後
、
千
葉
大
学
糖
尿

病
・
代
謝
・
内
分
泌
内
科
（
旧

第
二
内
科
）
に
入
局
い
た
し
ま

し
た
。
学
生
時
代
よ
り
生
体
の

ホ
ル
モ
ン
や
代
謝
の
恒
常
性
維

持
機
構
、
予
防
医
学
に
関
心
が

あ
り
、
尊
敬
す
る
横
手
幸
太
郎

先
生
の
熱
い
お
誘
い
も
あ
っ
て
こ

の
領
域
を
選
び
ま
し
た
。
教
室

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「specialist

で
あ
る
前
にgeneralist

で
あ

れ
」
を
胸
に
横
浜
労
災
病
院
で

は
西
川
哲
男
先
生
ら
同
門
の
先

生
方
よ
り
多
大
な
る
ご
指
導
を

賜
り
、
大
学
院
時
代
は
櫻
井
健

一
先
生
が
率
い
る
糖
尿
病
研
究

に
は
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
真
島
吉
也
先
生

（
昭
35
）
率
い
る
代
謝
栄
養
グ

ル
ー
プ
に
属
し
、
田
代
亜
彦
先

生
（
昭
43
）、
高
木
一
也
先
生

（
昭
58
）
の
ご
指
導
の
も
と
、「
外

科
侵
襲
下
に
お
け
るinsulin-

like grow
th factor-I

の
効

果
」
で
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。

当
時
の
研
究
室
は
侵
襲
下
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
や
蛋
白
代
謝

な
ど
の
解
明
お
よ
び
改
善
に
重

き
を
置
き
、
多
く
の
学
位
論
文

が
生
ま
れ
る
活
気
に
満
ち
た
集

団
で
し
た
。
平
成
７
年
か
ら
は

助
手
と
し
て
病
棟
主
任
も
経
験

し
、
田
代
先
生
に
は
食
道
癌
手

術
を
、
山
森
秀
夫
先
生
（
昭
47
）

に
は
膵
癌
手
術
を
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
大

学
で
の
研
究
、
臨
床
経
験
が
私

の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
９
年
に
国
立
千
葉
病
院

（
現
、
千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー
）

に
就
職
し
、
25
年
が
経
ち
ま
し

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
）
４

月
１
日
付
け
で
千
葉
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

私
は
昭
和
60
年
に
千
葉
大
学

を
卒
業
後
、
奥
井
勝
二
教
授

の
主
宰
さ
れ
て
い
た
第
一
外

科
（
現
、
臓
器
制
御
外
科
）
に

入
局
し
ま
し
た
。
奥
井
先
生
の

人
柄
に
惹
か
れ
て
の
入
局
で
し

た
。
そ
の
後
、
大
宮
赤
十
字
病

院
、
国
立
千
葉
病
院
、
八
日
市

場
市
立
病
院
、
千
葉
県
立
鶴
舞

病
院
等
で
研
修
し
ま
し
た
。
当

時
の
第
一
外
科
は
入
局
者
も
多

く
、
関
連
病
院
も
増
え
て
、
出

張
期
間
が
年
々
延
び
て
い
た
時

期
で
し
た
。
大
宮
日
赤
の
諏
訪

敏
一
先
生
（
昭
43
）
に
は
外
科

医
の
基
本
を
徹
底
的
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
国
立

千
葉
の
鈴
木
一
郎
先
生
（
昭
42
）

ゐ の は な 同 窓 会 報

鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

医
歯
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
、

社
会
・
行
動
医
学
医
歯
学
教
育
学
講
座　

教
授

横　

尾　

英　

孝
（
平
17
）

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー

 

病
院
長　

森　

嶋　

友　

一
（
昭
60
）

名誉会員　　　　　　　 　
千葉　次郎　氏（昭48）
王　　伯銘　氏（昭50）
吉原　俊雄　氏（昭53）
白澤　　浩　氏（昭57）

令和４年度総会において選出
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て
い
た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
研

究
機
関
や
民
間
企
業
と
触
れ
合

う
機
会
も
多
く
、
大
変
や
り
甲

斐
の
あ
る
仕
事
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、A

M
E

D

は
厚
生

労
働
省
の
ほ
か
、
経
済
産
業
省

と
文
部
科
学
省
を
母
体
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
他
省
出
身
の

職
員
も
在
籍
し
て
お
り
、
多
様

な
意
見
や
業
務
遂
行
の
在
り
方

に
触
れ
る
な
ど
、
本
省
と
は
異

な
る
大
変
興
味
深
い
経
験
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
去
る
２
月
20
日
投
開

票
で
執
行
さ
れ
た
選
挙
で
は
、

長
崎
全
県
内
で
23
万
９
４
１
５

票
を
得
て
、
３
月
２
日
に
第
20

代
長
崎
県
知
事
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

長
崎
県
は
、
国
際
色
豊
か
な

歴
史
に
加
え
て
、
地
域
性
に
富

む
文
化
や
食
、
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
、
魅
力
溢
れ
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
医
学
の
分
野

に
お
い
て
も
、
長
崎
港
を
玄
関

口
と
し
て
古
く
か
ら
西
洋
医
学

が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
歴
史
と

変
遷
は
皆
様
の
興
味
も
引
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
日

で
は
、
長
崎
大
学
にB

SL
-4

が
設
置
さ
れ
、
今
後
、
感
染
症

領
域
を
軸
に
国
際
学
術
都
市
と

し
て
の
発
展
も
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
、

課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
で
あ
れ
ば
何
か
の
一
助
に

な
れ
る
か
も
」
と
の
思
い
に
至

り
、
臨
床
医
と
し
て
の
職
を
辞

し
、
厚
生
労
働
省
に
入
省
い
た

し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
医
政
局

地
域
医
療
計
画
課
救
急
・
周
産

期
医
療
等
対
策
室
に
お
い
て
、

特
に
災
害
医
療
分
野
を
担
当
し
、

医
療
提
供
体
制
の
整
備
等
を
は

じ
め
と
す
る
幅
広
い
医
療
政
策

の
立
案
・
施
行
に
携
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
も
、
厚

生
労
働
省
内
に
設
置
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
推
進

本
部
に
お
い
て
、
医
療
班
で
兼

務
し
関
係
省
庁
と
連
携
・
協
働

し
な
が
ら
、
国
の
最
前
線
で
戦

う
経
験
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
大

変
忙
し
い
日
々
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
常
に
国
民
の
た
め
に
力

を
尽
く
す
多
く
の
仲
間
に
出
会

い
、
刺
激
を
受
け
た
、
掛
け
替

え
の
な
い
経
験
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

入
省
２
年
目
に
は
、
外
郭
団

体
で
あ
る
日
本
医
療
研
究
開
発

機
構
（
通
称A

M
E

D

）
革
新

基
盤
創
成
事
業
部
に
事
業
推
進

課
長
と
し
て
赴
任
し
、
医
療
分

野
に
お
け
る
研
究
開
発
支
援
に

携
わ
り
ま
し
た
。
所
管
事
業
で

あ
っ
たC

iC
L

E

は
、
産
官
学

連
携
を
基
本
と
し
て
、
創
薬
に

加
え
て
医
療
機
器
開
発
等
の
実

用
化
を
加
速
化
す
る
支
援
を
し

は
千
葉
大
学
の
精
神
神
経
科
、

整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

初
期
臨
床
研
修
後
、
国
保
匝

瑳
市
民
病
院
で
の
内
科
医
と
し

て
の
勤
務
を
経
て
、
千
葉
大
学

精
神
神
経
科
に
入
局
し
、
伊
豫

雅
臣
教
授
の
も
と
で
精
神
医
学

の
奥
深
さ
や
サ
イ
エ
ン
ス
の
可

能
性
な
ど
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し

さ
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
精
神
神
経
科
で
は
、
臨

床
や
博
士
課
程
で
の
経
験
を
通

し
て
、
苦
楽
を
共
有
で
き
る
多

く
の
仲
間
を
得
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
伊
豫
雅
臣
教
授
に

は
、
入
局
以
前
か
ら
今
日
現
在

に
至
る
ま
で
、
公
私
共
に
ご
指

導
賜
り
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。

　

こ
こ
で
、
私
が
な
ぜ
政
治
を

志
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
少
し

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
医
師
と
し
て
従
事

し
て
い
た
訪
問
診
療
で
、
深
刻

な
老
老
介
護
の
現
場
を
目
の
当

た
り
に
し
、「
医
療
だ
け
で
は

地
域
の
方
々
の
生
活
を
守
れ
な

い
、
公
助
の
在
り
方
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
思
い
政
治
を

学
び
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

政
治
に
対
す
る
確
か
な
知
識
経

験
も
な
い
ま
ま
政
治
家
に
な
れ

る
訳
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、「
今
の
自
分
に
は
何
が
で

き
る
の
か
」
と
見
つ
め
直
し
た

際
、「
あ
る
い
は
医
療
・
福
祉

訪
問
し
て
現
場
の
愚
痴
を
聞
き
、

JC
H

O

の
奥
底
に
広
が
る
深
い

闇
も
覗
い
て
き
ま
し
た
。
厳
し

い
仕
事
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ

た
、
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持

ち
で
す
が
、
ま
ず
は
基
本
に
立

ち
帰
っ
て
、「
良
質
な
医
療
の
提

供
」
と
「
健
全
な
経
営
」
の
バ

ラ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
り
、「
地

域
で
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
続

け
る
た
め
に
」
現
場
と
と
も
に

汗
を
か
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

全
国
を
飛
び
回
る
日
々
が
続

き
そ
う
で
す
。

に
と
っ
て
要
と
も
言
え
る
存
在

で
あ
り
、
特
に
、
老
朽
化
の
著

し
い
船
橋
中
央
病
院
の
建
替
え

は
、
理
事
長
の
初
仕
事
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
東
京
都
内
で

は
新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
旧
・
東
京
厚
生
年
金
病
院
）

と
城
東
病
院
に
お
い
て
、
千
葉

大
の
先
生
方
が
大
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
と
て
も
頼
も
し
く
ま
た

誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
２
０
２
１
年
春
に
千

葉
大
学
を
早
期
退
職
し
こ
の
１

年
間
、
病
院
支
援
担
当
理
事
と

し
て
多
く
のJC

H
O

病
院
を

異
な
組
織
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
に
57
病
院
、
１

５
，０
０
０
ベ
ッ
ド
、
２
７
，０
０

０
名
の
職
員
を
擁
し
、
総
収
入

が
４
，０
０
０
億
円
を
超
え
る
巨

大
組
織
で
す
が
、
そ
の
特
異
な

生
い
立
ち
の
せ
い
か
組
織
と
し

て
の
一
体
感
に
欠
け
、identity

の
確
立
に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。

大
半
の
病
院
が
、
統
合
ま
で
は

潤
沢
な
年
金
会
計
で
「
お
お
ら

か
な
（
放
漫
な
）」
独
自
経
営

を
続
け
て
き
た
た
め
、
発
足
に

あ
た
っ
て
は
か
な
り
の
苦
労
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
尾

身
前
理
事
長
は
、「
壮
大
な
社

会
実
験
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

JC
H

O

は
そ
の
設
置
法
に

よ
っ
て
、
国
か
ら
は
運
営
資
金

を
一
切
出
さ
な
い
と
決
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
法
人
全
体
と
し

て
赤
字
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
各
病
院
に
は

収
支
均
衡
が
至
上
命
題
と
し
て

課
さ
れ
、
結
果
と
し
て
経
費
を

削
る
ば
か
り
の
縮
小
均
衡
策
が

と
ら
れ
、
多
く
の
病
院
で
投
資

が
抑
制
さ
れ
て
活
力
が
低
下
し
、

地
域
で
の
地
盤
沈
下
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
内
で
は
、
船
橋
中
央

病
院
と
千
葉
病
院
がJC

H
O

　

２
０
２
２
年
４
月
、
尾
身
茂
・

前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
、
独

立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推

進
機
構
（JC

H
O

）
の
理
事
長

に
指
名
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
に

お
い
て
後
藤
茂
之
大
臣
か
ら
辞

令
を
受
け
ま
し
た
。

　

JC
H

O

は
２
０
１
４
年
に
年

金
改
革
の
一
環
と
し
て
、
社
会

保
険
病
院
、
厚
生
年
金
病
院
、

船
員
保
険
病
院
を
統
合
す
る
形

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
２
０

０
０
年
代
初
頭
、
年
金
問
題
を

発
端
と
し
て
社
会
保
険
庁
は
解

体
さ
れ
、
保
険
料
収
入
で
全
国

に
建
て
ら
れ
た
保
養
施
設
や
病

院
は
民
間
に
売
却
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
地
域

医
療
崩
壊
へ
の
懸
念
が
強
ま
り
、

総
論
賛
成
各
論
反
対
の
嵐
が
吹

き
荒
れ
て
、
病
院
は
国
が
管
轄

す
る
独
立
行
政
法
人
と
し
て
運

営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
国
立
病
院
機
構
が

国
立
か
ら
独
法
へ
「
天
下
り
」

し
た
の
に
対
し
、JC

H
O

は
民

間
か
ら
「
天
上
が
り
」
し
た
特

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

３
月
２
日
に
長
崎
県
知
事
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
大
石
賢
吾
で

す
。

　

吉
原
会
長
は
じ
め
、
千
葉
大

学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
格
別
の
お
力
添

え
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
長
崎
県
の
五
島
列
島
で

生
ま
れ
、
地
元
県
立
高
校
を
卒

業
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

へ
の
留
学
を
経
て
、
平
成
21
年

に
千
葉
大
学
医
学
部
へ
学
士
編

入
学
い
た
し
ま
し
た
。
在
学
中

は
、
学
部
研
究
生
と
し
て
、
代

謝
生
理
学
（
三
木
隆
司
教
授
）、

循
環
器
内
科
（
小
室
一
成
現
東

京
大
学
教
授
・
南
野
徹
現
順
天

堂
大
学
教
授
）
で
ご
指
導
い
た

だ
き
、
そ
の
時
の
経
験
は
今
で

も
科
学
者
と
し
て
の
礎
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
卒
業
後
は
、
千

葉
大
学
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
１
年
目
は
埼
玉
県
厚
生

連
久
喜
総
合
病
院
（
現
在
は
、

新
久
喜
総
合
病
院
）
の
救
急

科
、
内
科
、
外
科
で
、
２
年
目

ゐ の は な 同 窓 会 報

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た

山　

本　

修　

一
（
昭
58
）

長
崎
県
知
事

大　

石　

賢　

吾
（
平
24
）
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援
協
力
体
制
を
立
ち
上
げ
、
地

元
の
医
療
提
供
体
制
の
さ
ら
な

る
構
築
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
の
医
療

の
現
状
は
、「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

に
よ
る
市
中
感
染
が
急
激
に
拡

大
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
第
６

波
の
収
束
の
た
め
に
は
、
医
師

会
や
行
政
機
関
等
が
連
携
し
な

が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
、
経
口
治

療
薬
の
開
発
、
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
等
が
急
務
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
が
、
私
達
医
療
従
事

者
の
責
務
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
様
な
栄
え
あ

る
受
章
は
、
今
ま
で
の
皆
様
方

の
多
大
な
る
ご
支
援
や
ご
指
導

の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
保
険
等
の
研
修
を
行
い
、

更
に
、
茨
城
県
医
師
会
の
役
員

に
就
任
し
ま
し
た
。
平
成
12
年

か
ら
令
和
２
年
ま
で
、
約
18
年

間
、
理
事
・
常
任
理
事
・
副
会

長
・
会
長
と
し
て
医
師
会
活
動

に
奉
職
し
、
そ
の
間
、
団
塊
の

世
代
が
、
す
べ
て
後
期
高
齢
者

に
な
る
２
０
２
５
年
問
題
に
対

し
て
、「
茨
城
型
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
推
進
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
分
野
に
お
け
る
多
職
種

連
携
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
四

師
会
（
医
師
会
・
歯
科
医
師

会
・
薬
剤
師
会
・
看
護
協
会
）

の
連
携
強
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茨
城
県
病
院
協
会
会

長
と
し
て
、
台
風
被
害
や
今
般

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
し
て
は
、
積
極
的
な
支

し
ま
し
た
。
今
後
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
医
師
を
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
ハ
イ
チ
に
看
護
師
、

ス
イ
ス
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
ウ
ガ

ン
ダ
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
薬
剤
師
を
派
遣

再
び
千
葉
大
学
に
戻
り
助
手
と

し
て
研
修
。
54
年
よ
り
成
田
赤

十
字
病
院
に
常
勤
医
と
し
て
以

後
39
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
当

時
３
７
６
床
（
プ
ラ
ス
印
旛
伝

染
病
床
46
床
）
の
病
院
は
、
昭

和
60
年
６
０
０
床
（
プ
ラ
ス
46

床
）、
現
在
は
７
１
４
床
（
一
般

６
５
７
床
、
精
神
科
50
床
、
感

染
症
科
７
床
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
59
年
脳
外
科
部
長

に
な
り
、
翌
60
年
の
日
航
機
墜

落
事
故
の
際
は
、
赤
十
字
救
護

班
の
一
員
と
し
て
遺
体
検
案
に

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成

７
年
副
院
長
と
な
り
、
平
成
11

年
８
月
前
院
長
福
本
泰
彦
先
生

（
昭
31
）
の
病
気
退
職
に
よ
り
、

院
長
と
な
り
、
以
来
平
成
30
年

３
月
退
職
す
る
ま
で
18
年
８
か

月
院
長
を
務
め
ま
し
た
。
こ
の

間
平
成
15
年
地
域
が
ん
拠
点
病

院
、
16
年
特
定
感
染
症
指
定
医

療
機
関
（
未
知
の
感
染
症
の
国

内
へ
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
の
病

院
。
当
時
全
国
で
３
か
所
）、
18

年
千
葉
県
２
番
目
の
地
域
医
療

支
援
病
院
、
23
年
地
域
周
産
期

セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
赤

十
字
病
院
と
し
て
国
内
、
国
外

災
害
救
護
に
も
力
を
入
れ
、
平

成
12
年
の
有
珠
山
噴
火
災
害
、

三
宅
島
噴
火
、
県
内
、
県
外
台

風
、
集
中
豪
雨
災
害
の
ほ
か
、

新
潟
中
越
地
震
、
中
越
沖
地
震
、

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
に

も
救
護
班
を
派
遣
し
、
国
外
で

は
ハ
イ
チ
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
イ
ラ
ク

持
ち
、
皆
様
と
共
に
学
び
培
っ

た
ゐ
の
は
な
魂
で
邁
進
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
が
収
ま
っ
た
ら
、
是

非
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
皆
様
に
も
、
長
崎
に
お
越
し

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
千
葉

大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
千
葉
大
学
の
更
な

る
ご
発
展
を
祈
念
し
、
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

長
崎
県
は
、
全
国
の
中
で
最
も

島
嶼
の
数
が
多
く
、
全
国
共
有

の
課
題
で
あ
っ
て
も
、
地
域
特

有
の
困
難
さ
を
伴
い
ま
す
。
長

崎
県
の
未
来
づ
く
り
の
舵
取
り

を
担
う
県
知
事
と
し
て
、
県
民

の
皆
様
に
よ
り
豊
か
で
安
心
安

全
な
暮
ら
し
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
県
政
の
発
展
に

尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
中
村
前
知

事
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と

活
か
し
、
必
要
に
応
じ
て
新
し

い
視
点
や
発
想
も
取
り
入
れ
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
歴
史
あ
る
千
葉
大

学
の
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を

叙 勲 感 想

ナ
禍
の
た
め
、
日
本
赤
十
字
社

本
社
に
お
い
て
、
社
長
よ
り
勲

章
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
昭
和
47
年
千
葉
大
学

を
卒
業
し
、
牧
野
博
安
教
授
の

主
催
す
る
脳
神
経
外
科
学
教

室
に
入
局
し
、
翌
48
年
の
前
半

は
成
東
病
院
（
現
山
武
医
療
セ

ン
タ
ー
）
に
て
外
科
研
修
、
後

半
は
千
葉
大
学
に
て
麻
酔
科
研

修
し
、
49
〜
50
年
は
永
野
俊
雄

教
授
の
も
と
で
解
剖
学
を
勉
強

し
た
後
、
51
〜
52
年
は
成
田
赤

十
字
病
院
に
て
研
修
、
53
年
は

　

令
和
３
年
秋
の
叙
勲
に
は
か

ら
ず
も
瑞
宝
中
綬
章
の
栄
に
浴

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

横
手
幸
太
郎
病
院
長
始
め
歴
代

の
病
院
長
並
び
に
、
関
連
各
科

の
教
授
の
皆
様
方
の
永
年
に
渡

る
ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ

平
成
５
年
に
故
郷
の
茨
城
に
戻

り
、
小
川
南
病
院
院
長
と
し
て
、

地
域
医
療
や
高
齢
者
医
療
に
携

わ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
ず
始
め
に
、
医
療
と
介
護

の
現
場
を
直
視
す
る
た
め
に
、

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
取

り
、
社
会
問
題
に
な
り
つ
つ
あ

る
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
、

茨
城
県
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

　

令
和
３
年
秋
の
叙
勲
で
、

「
旭
日
小
綬
章
」
を
受
章
致
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

長
年
に
於
け
る
千
葉
大
学
医
学

部
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
諸
先
輩

方
や
同
門
の
先
生
方
の
ご
支
援

と
ご
指
導
の
賜
物
と
、
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
48
年
に
金
沢
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
千
葉
大

学
医
学
部
第
三
内
科
に
入
局
し
、

循
環
器
内
科
学
の
研
修
と
研

究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
循
環
器

疾
患
の
画
像
診
断
が
私
の
研
究

テ
ー
マ
と
な
り
、
故
稲
垣
義
明

先
生
や
増
田
善
昭
先
生
の
ご
指

導
の
下
、「
Ｘ
線C

T

に
よ
る
肺

う
っ
血
の
診
断
」
の
研
究
に
よ

り
、
学
位
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
第
三
内
科
の
助
手
・
講

師
・
医
局
長
に
就
任
し
た
後
、

ゐ の は な 同 窓 会 報

受
章
の
挨
拶

瑞
宝
中
綬
章

瑞
宝
中
綬
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て
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を
記
録
す
る
こ
と
は
臨
床
医
の

義
務
」「
観
察
結
果
か
ら
合
理

的
に
考
え
る
こ
と
」
を
実
践
し

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
教
室
か
ら
は
、
４
名
を

他
大
学
の
教
授
に
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
自
身
は

「
考
え
る
こ
と
の
愉
し
さ
」
を
味

わ
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

手
術
数
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。
絨
毛
性
疾
患
で
は
、
分
子

生
物
学
手
法
を
導
入
す
る
と
と

も
に
コ
ホ
ー
ト
研
究
の
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
臨
床
成
績
は
多
く
の

論
文
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。N

ew
 E

ngl J M
ed

に
も
２
報
を
載
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
教
室
員
が
「
症
例

の
医
療
資
源
を
投
資
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
地
域
に
解
放
し
て

役
割
分
担
に
よ
る
連
携
を
す
す

め
、
医
療
地
域
の
支
援
と
底
上

げ
を
は
か
ろ
う
と
考
え
た
訳
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
妊
婦
さ
ん
だ

け
で
無
く
、
一
次
や
二
次
医
療

を
担
う
ス
タ
ッ
フ
に
も
安
心
感

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
る
度
に
、
名
前
を
付
け

て
愉
し
み
ま
し
た
。「
コ
ー
ド
む

ら
さ
き
」
は
コ
ー
ド
ブ
ル
ー
の

向
こ
う
を
は
っ
て
、
採
血
管
の

紫
か
ら
と
っ
た
も
の
で
す
。
カ

タ
カ
ナ
と
平
仮
名
を
組
み
合
わ

せ
て
生
じ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
驚

き
を
狙
っ
た
命
名
で
す
。

　

千
葉
大
学
産
婦
人
科
は
、
長

年
に
わ
た
り
子
宮
頸
癌
や
絨
毛

性
疾
患
の
治
療
に
実
績
を
挙
げ

て
き
た
教
室
で
す
。
子
宮
頸
癌

は
、
放
射
線
併
用
化
学
療
法
に

よ
り
治
療
成
績
が
向
上
す
る
こ

と
、H

PV

ワ
ク
チ
ン
に
よ
り

子
宮
頸
癌
そ
の
も
の
が
減
少
す

る
と
考
え
、
将
来
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
子
宮
体
が
ん
と
卵
巣

癌
を
新
た
な
テ
ー
マ
に
加
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
子
宮
体
が

ん
で
は
、
妊
孕
性
温
存
療
法
を

新
た
に
開
発
し
医
師
主
導
臨
床

試
験
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
卵
巣
癌
で
は
、
術
者

を
固
定
し
て
卵
巣
癌
手
術
専
門

チ
ー
ム
（
チ
ー
ムovary

）
を
立

ち
上
げ
拡
大
手
術
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
治
療
成
績
は
向
上
し

き
る
と
い
う
の
が
要
諦
で
す
。

結
果
的
に
、
手
術
の
決
断
か
ら

20
分
程
度
で
胎
児
を
娩
出
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

臍
帯
血pH

が
改
善
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
手
術
緊
急
度
の

分
類
シ
ス
テ
ム
は
千
葉
大
学
附

属
病
院
全
体
で
共
有
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
次
に
、
輸
血
部
や
検
査

部
そ
し
て
救
急
部
の
ご
協
力
を

得
て
「
コ
ー
ド
む
ら
さ
き
」
を

作
り
ま
し
た
。「
コ
ー
ド
む
ら
さ

き
」
は
、
宣
言
さ
れ
る
と
既
定

の
手
順
で
大
量
輸
血
を
含
む
救

急
救
命
の
チ
ー
ム
医
療
が
一
気

に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
当
時
は
、「
貴
重
な
血
液
」

の
た
め
に
大
量
輸
血
が
制
限
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
出
血
傾
向
の

治
療
に
有
効
な
薬
剤
が
保
険
診

療
の
縛
り
な
ど
で
使
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
が
、「
コ
ー
ド

む
ら
さ
き
」
が
一
つ
の
突
破
口

に
な
り
ま
し
た
。「
コ
ー
ド
む
ら

さ
き
」
が
う
ま
く
機
能
す
る
よ

う
ド
リ
ル
を
重
ね
た
後
に
、
満

を
持
し
て
地
域
の
医
療
機
関
に

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
解
放
し
ま
し

た
（
地
域
さ
ん
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ゼ
ロ
）。
こ
れ
を
単
純
に
表
現

す
る
と
、
一
次
・
二
次
医
療
機

関
で
救
急
救
命
治
療
が
必
要
と

な
っ
た
妊
婦
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

常
時
受
け
入
れ
る
と
い
う
宣
言

で
す
。
大
学
病
院
は
「
コ
ー
ド

む
ら
さ
き
」
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ

状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
多
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
母
体
死

亡
で
す
。
子
ど
も
を
産
ん
だ
ば

か
り
の
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
る

こ
と
は
と
て
も
悲
し
い
出
来
事

で
す
。
２
０
０
６
年
に
は
帝
王

切
開
中
に
お
母
さ
ん
が
死
亡
し

た
件
で
執
刀
し
た
産
婦
人
科
医

が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
妊

婦
さ
ん
の
「
た
ら
い
回
し
」
が

社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
に
は
、

⑴
高
水
準
の
医
療
を
着
実
に
実

施
で
き
る
施
設
を
地
域
に
整
備

し
、
⑵
地
域
の
医
療
機
関
が
高

次
施
設
へ
搬
送
す
る
ハ
ー
ド
ル

を
低
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
し
た
。
ま
ず
、
麻
酔
科

の
ご
協
力
を
得
て
、
緊
急
帝
王

切
開
を
速
や
か
に
実
施
す
る
た

め
の
手
順
を
整
備
し
ま
し
た
。

帝
王
切
開
の
決
断
か
ら
30
分
以

内
に
胎
児
を
娩
出
さ
せ
る
た
め

こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
（
グ

レ
ー
ド
Ａ
帝
切
）。
手
術
の
緊
急

度
を
Ａ
か
ら
Ｄ
に
分
類
す
る
こ

と
で
、
産
科
医
、
麻
酔
科
医
、

新
生
児
科
医
、
看
護
師
が
短
時

間
で
手
術
の
緊
急
度
を
共
有
で

価
が
高
い
と
は
い
え
な
い
時
代

で
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

手
作
り
し
て
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
、
朝
食
つ
き
で
朝

７
時
か
ら
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー（
臨
床
編
）、
昼
に
は
ラ
ン

チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
研
究
編
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
夏
休
み

に
は
、
全
国
か
ら
学
生
を
募
り
、

バ
ス
で
千
葉
県
内
の
周
産
期
施

設
を
回
り
、
夜
は
房
総
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
で
産
科
医
や
新
生
児
科

医
と
熱
く
語
り
あ
う
と
い
う
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
も
企
画
し
ま
し

た
。
ま
た
、
医
学
部
学
生
を
対

象
にN

C
PR

（
新
生
児
蘇
生

法
）
資
格
取
得
講
習
を
全
国
に

先
駆
け
て
開
催
し
、
底
辺
の
拡

大
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

新
た
に
始
ま
っ
た
周
産
期
専
門

医
制
度
で
は
資
格
の
取
得
が
容

易
に
な
る
よ
う
に
体
制
を
迅
速

に
整
え
ま
し
た
。
５
年
を
過
ぎ

る
こ
ろ
か
ら
入
局
者
数
も
増
え

安
定
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
多
く
の
医
師
が
周
産
期

専
門
医
を
取
得
し
、
関
連
病
院

な
ど
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

赴
任
当
時
、
周
産
期
医
療
が

抱
え
て
い
た
課
題
が
も
う
一
つ

　

平
成
17
年
12
月
よ
り
16
年
余

り
を
千
葉
大
学
で
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
キ
ャ

ン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と

き
、
レ
ン
ガ
壁
の
重
厚
な
建
物

と
緑
の
多
さ
と
巨
木
に
驚
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
春
に

は
杏
、
サ
ク
ラ
と
ア
ー
ケ
ー
ド

と
続
き
、
と
て
も
贅
沢
な
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
雪
国
で
長
く

暮
ら
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
は

冬
の
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
も
魅
力
の

ひ
と
つ
で
し
た
。

　

平
成
17
年
は
、「
産
科
医
療

崩
壊
の
危
機
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
始
め
た
時
期
で
す
。
千

葉
大
学
で
も
産
科
医
は
少
な
く
、

な
ん
と
か
産
科
医
療
を
支
え
て

い
る
状
況
で
し
た
。
当
然
、
私

に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
は
「
リ
ク

ル
ー
ト
」
で
し
た
。
ま
ず
、
学

生
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ま
だ
「
教
育
を

実
践
す
る
」
こ
と
に
対
す
る
評

ゐ の は な 同 窓 会 報

16
年
を
振
り
返
っ
て
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定
年
退
職
者
の
辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
で
は
、
令
和
４
年
３
月
31

日
に
今
年
度
末
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
白
澤
浩
教
授
、

生
水
真
紀
夫
教
授
、
松
江
弘
之
教
授
の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
の
後
、
松
原
久
裕
医
学
研
究
院
長
か
ら
、
永
年

の
教
育
研
究
へ
の
ご
尽
力
に
対
し
、
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

 （
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
・
医
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
転
載
）左から、松江教授、⽣⽔教授、松原研究院⻑、⽩澤教授
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し
た
。
千
葉
と
石
巻
を
往
復
し

な
が
ら
、
全
く
新
し
い
東
北
と

い
う
地
で
新
た
な
領
域
の
仕
事

を
始
め
る
こ
と
に
な
り
知
力
、

体
力
と
も
に
厳
し
い
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

こ
の
地
域
の
医
療
の
将
来
の
た

め
に
道
筋
を
作
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
終
講
義
の
準
備
は
想
像
し

て
い
た
よ
り
も
遙
か
に
苦
悩
に

満
ち
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
の
歩
ん
で
き
た
道
を
振

り
返
る
と
、
結
局
何
事
も
な
し

え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

強
く
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

い
く
つ
か
の
仕
事
を
す
る
こ
と

は
出
来
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
完
成
し
た
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
を
多

く
残
し
て
し
ま
い
、
後
世
の
先

生
方
に
託
し
た
形
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
考
え
直
し
て
み
る

と
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
花
開
く

数
多
く
の
種
を
蒔
き
蕾
を
育
て

る
こ
と
が
出
来
た
と
も
い
え
、

多
少
は
お
役
に
立
て
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
先

輩
方
と
同
じ
よ
う
に
、
私
自
身

が
そ
の
背
中
で
若
い
人
を
育
て

る
こ
と
が
出
来
た
か
と
い
う
点

は
心
も
と
な
い
の
で
す
が
、
多

く
の
人
材
が
育
っ
て
き
て
い
る

の
は
間
違
い
な
く
、
今
後
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
先
生
方
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩

と
を
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

退
職
後
は
、
幸
い
名
誉
教
授

と
い
う
肩
書
き
も
頂
き
ま
し
た

の
で
、
し
ば
ら
く
は
ゆ
っ
く
り

し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
私
の
恩
師
の

一
人
で
あ
る
鈴
木
俊
光
先
生（
公

立
昭
和
病
院
）
が
晩
年
を
ず
っ

と
東
北
地
方
の
医
療
機
関
で
地

域
医
療
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

こ
と
や
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
復
興
へ
の
思
い
も
あ
り
、

退
職
後
し
ば
ら
く
は
こ
の
地
域

で
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と

も
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
偶
然
に
も
声
を
か

け
て
く
だ
さ
る
知
人
が
お
り
、

退
職
後
の
４
月
か
ら
宮
城
県
石

巻
市
に
あ
る
石
巻
赤
十
字
病
院

で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
も
と
も
と
東
北
地
方
に

は
感
染
症
の
専
門
医
が
少
な
い

こ
と
が
学
会
で
も
大
き
な
問
題

で
し
た
。
同
病
院
で
は
感
染
症

の
専
門
医
を
育
て
る
構
想
を
進

め
て
お
り
、
私
の
赴
任
を
機
に

同
病
院
に
感
染
症
内
科
を
設
立

し
て
、
研
修
指
定
病
院
と
し
て

若
い
先
生
方
に
育
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
地
の
医
療

の
将
来
の
た
め
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た

こ
れ
と
並
行
し
て
、
千
葉
大
で

は
特
任
教
授
と
し
て
附
属
病
院

で
の
真
菌
症
専
門
外
来
を
、
隔

週
で
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま

日
本
で
初
め
て
の
専
門
外
来
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
千
葉

大
学
真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
臨
床
感
染
症
分
野
を
研
究
の

拠
点
と
し
、
臨
床
と
並
行
し
て

ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
の
病
原
性
や

biofilm

、
そ
れ
に
耐
性
機
構
の

解
析
な
ど
を
中
心
と
し
た
研
究

を
展
開
し
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
大
学
は
研
究
だ
け

し
て
い
れ
ば
良
い
、
と
さ
れ
た

時
代
は
去
り
、
社
会
貢
献
も
大

学
の
大
切
な
活
動
と
し
て
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
「
千
葉
大
真
菌
セ
ン
タ
ー

を
日
本
の
真
菌
症
診
療
の
最
後

の
砦
に
し
よ
う
」
と
考
え
、
真

菌
セ
ン
タ
ー
内
に
「
真
菌
症
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
文
字
通
り
日
本

中
の
病
院
か
ら
多
く
の
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
つ
け
て

診
断
や
治
療
法
の
相
談
に
乗
る

と
と
も
に
、「
真
菌
症
検
査
で

出
来
な
い
も
の
は
な
い
」
を
目

標
に
し
て
一
般
病
院
で
は
行
な

え
な
い
よ
う
な
特
殊
な
検
査

を
年
間
数
百
件
受
け
入
れ
て
、

「
真
菌
症
な
ら
千
葉
大
に
相
談

す
れ
ば
何
と
か
な
る
」
と
い
う

体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
先
輩
の
先
生

方
、
同
僚
、
後
輩
、
そ
し
て
周

り
の
ス
タ
ッ
フ
が
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
間
皆
様
か
ら
格

別
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ

呼
吸
器
内
科
の
若
い
先
生
方
の

努
力
で
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
を
作
製

し
て
本
菌
の
病
原
性
を
示
す
な

ど
、
広
汎
な
研
究
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
や
ス
エ

ヒ
ロ
タ
ケ
に
よ
るA

B
PA

は
呼

吸
器
内
科
医
に
と
っ
て
必
須
の

知
識
で
あ
り
、
症
例
報
告
に
も

な
ら
な
い
ほ
ど
あ
り
ふ
れ
た
疾

患
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は

キ
ノ
コ
が
ヒ
ト
に
感
染
す
る
な

ど
想
像
す
る
こ
と
さ
え
出
来
な

か
っ
た
時
代
で
し
た
。
通
常
で

あ
れ
ば
、
雑
菌
と
し
て
廃
棄
さ

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
分
離
菌
を

粘
り
強
く
同
定
し
て
い
た
だ
い

た
真
菌
セ
ン
タ
ー
の
西
村
和
子

教
授
が
お
ら
れ
な
け
れ
ば
、
こ

の
第
一
例
の
診
断
も
な
し
得
な

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同

時
に
、
納
得
の
い
か
な
い
症
例

に
つ
い
て
は
一
例
一
例
を
大
切
に

し
て
考
え
続
け
る
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
２

０
１
４
年
に
附
属
病
院
の
感
染

症
内
科
の
一
角
を
お
借
り
し
て
、

真
菌
症
専
門
外
来
を
開
設
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
私
の

頭
の
中
で
は
、「
実
際
に
は
、
多

く
の
真
菌
症
が
見
逃
さ
れ
た

り
、
う
ま
く
治
療
さ
れ
ず
に
い

る
。
こ
れ
を
何
と
か
し
な
け
れ

ば
」
と
い
う
思
い
が
動
機
の
一

つ
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の
種
の
内
科
領
域
の

真
菌
症
専
門
外
来
は
欧
米
で
は

し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
が
、
我

が
国
で
は
そ
れ
ま
で
例
が
な
く
、

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
当
時
は
内
臓
へ
の
真
菌
感

染
で
あ
る
深
在
性
真
菌
症
は
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
専

門
家
も
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
研
究
を
開
始
し
た
時
点

で
は
全
く
陽
の
当
た
ら
な
い
領

域
し
た
の
で
、
そ
の
後
、
真
菌

感
染
症
が
注
目
さ
れ
飛
躍
し
て

い
っ
た
様
子
を
見
る
と
、
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

Stanford

大
学
感
染
症
内
科
へ

の
留
学
や
東
芝
病
院
呼
吸
器
内

科
の
勤
務
な
ど
を
経
て
、
真
菌

症
の
専
門
家
と
し
て
１
９
９
５

年
に
真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
助
教
授
に
赴
任
し
ま
し
た
。

結
局
、
呼
吸
器
内
科
で
の
勤
務

を
含
め
る
と
、
千
葉
大
学
で
は

30
年
以
上
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

研
究
で
は
附
属
病
院
の
呼
吸

器
内
科
で
患
者
さ
ん
に
遭
遇
し

た
の
を
契
機
と
し
て
、
キ
ノ
コ

〔
ス
エ
ヒ
ロ
タ
ケ
）
が
人
の
肺
に

感
染
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
性
気
管

支
肺
真
菌
症
〔A

B
PM

）
を

起
こ
す
こ
と
を
発
見
し
、
世
界

で
初
め
て
報
告
し
ま
し
た
。
当

時
は
真
菌
の
遺
伝
子
同
定
法
な

ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
診

断
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
現
実
に
は
多
く
の
症

例
が
看
過
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
そ
の
血
清
学

的
診
断
法
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
当
時
大
学
院
生
で
研
究
に

来
て
い
た
海
野
広
道
博
士
な
ど

のE
B

M

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

ブ
ー
ム
は
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
論
文
の
作
り
手
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
、
読
者
が
ど

の
よ
う
に
論
文
を
読
み
解
く
か

と
い
う
要
素
も
き
わ
め
て
大
切

な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
点

で
、
学
位
を
取
る
よ
う
な
研
究

を
行
な
う
、
と
い
う
の
は
臨
床

医
に
と
っ
て
大
切
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
だ
と
考
え
て
お
り
、
昨
今

の
「
専
門
医
が
と
れ
れ
ば
学
位

は
い
ら
な
い
」
と
い
う
風
潮
に

は
強
い
危
惧
を
感
じ
て
お
り
ま

す
）。
ず
っ
と
臨
床
医
一
筋
で
続

け
て
行
き
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
決
心
し
て

１
９
８
７
年
に
母
校
の
肺
癌
研

究
施
設
内
科
〔
現  

呼
吸
器
内

科
）
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
医

員
〜
助
手
と
し
て
勤
務
す
る
傍

ら
、
研
究
面
で
は
恩
師
で
あ
る

鈴
木
光
先
生
（
東
京
都
立
府

中
病
院
）
の
薫
陶
も
あ
っ
て
呼

吸
器
感
染
症
研
究
を
志
し
た
の

で
す
が
、
当
時
、
千
葉
大
学
で

唯
一
感
染
症
の
基
礎
研
究
を
行

な
っ
て
い
た
の
は
真
核
微
生
物

研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
ち
ら
で
研
究
を
始
め

ま
し
た
。
結
局
、
こ
れ
が
契
機

に
な
り
、
真
菌
感
染
症
を
専
門

　

令
和
４
年
３
月
末
日
を
も
っ

て
定
年
に
よ
り
千
葉
大
学
を
退

職
致
し
ま
し
た
。
１
９
８
１
年

（
昭
和
56
年
）
に
千
葉
大
学
を

卒
業
後
、
東
京
都
立
府
中
病
院

〔
現
、
東
京
都
立
多
摩
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
）
の
第
１
回
目
の

研
修
医
と
し
て
医
師
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
呼
吸
器
科
、
公
立
昭
和
病
院

呼
吸
器
内
科
な
ど
様
々
な
病
院

で
主
に
呼
吸
器
内
科
医
と
し
て

勤
務
し
、
純
粋
な
臨
床
医
と
し

て
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
の
中
に
論
文
が
溢

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
に

は
一
見
立
派
に
見
え
た
り
華
々

し
い
結
果
を
提
示
し
て
い
て
も

信
頼
性
に
疑
問
を
感
じ
ら
れ
る

も
の
も
少
な
か
ら
ず
混
じ
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
一
度
し
っ
か

り
論
文
を
書
く
よ
う
な
研
究
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
、
他
人
の
論

文
を
読
ん
で
も
表
面
的
な
理
解

に
留
ま
っ
て
し
ま
う
、
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
最
近

ゐ の は な 同 窓 会 報

最
終
講
義
に
寄
せ
て

　

千
葉
大
学
真
菌
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

 

臨
床
感
染
症
分
野　

亀　

井　

克　

彦
（
昭
56
）
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あ
る
国
立
大
学
の
姿
で
す
。
表

向
き
の
理
由
は
尤
も
で
す
が
、

裏
を
返
せ
ば
、
少
子
化
が
進
む

中
で
大
学
数
（
教
員
数
）
を
減

ら
さ
ざ
る
を
得
ず
（
定
員
削
減
）、

減
ら
す
た
め
の
方
便
と
し
て
競

争
的
手
段
が
合
理
的
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
小
さ
く

な
る
未
来
し
か
な
い
国
立
大
学

に
、
大
き
く
な
る
夢
を
持
て
る

企
業
と
同
じ
原
理
を
持
ち
込
む

に
は
少
し
無
理
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
。

　

国
立
大
学
法
人
の
予
算
の
大

半
は
依
然
と
し
て
運
営
費
交
付

金
で
あ
り
、
減
ら
さ
れ
た
交
付

金
の
補
填
に
当
て
る
外
部
資
金

は
予
算
全
体
か
ら
見
れ
ば
微
々

た
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
法
人

化
し
て
自
由
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
収
入
の
大
半
を
占
め
る
授

業
料
を
自
由
に
設
定
す
る
こ
と

す
ら
出
来
な
い
の
が
現
状
で
す
。

文
部
科
学
省
は
、「（
全
員
が
生

き
残
る
必
要
は
な
い
が
）
こ
の

先
を
生
き
抜
い
て
い
く
に
は
自

活
す
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
？

今
の
う
ち
か
ら
計
画
的
に
小
遣

い
を
減
ら
し
て
あ
げ
る
か
ら
、

努
力
し
て
自
活
す
る
方
法
を
学

び
な
さ
い
。
励
み
に
な
る
で
し
ょ

う
？
」
と
子
供
に
言
い
聞
か
せ

て
い
る
親
に
似
て
い
ま
す
。

　

評
価
（
法
人
評
価
、
認
証
評

価
）
は
法
人
化
と
表
裏
一
体
で

す
が
、
第
三
期
中
期
計
画
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
評

価
は
、
２
０
２
３
年
以
降
、
国

際
的
な
医
学
教
育
評
価
基
準
を

満
た
さ
な
い
医
学
部
出
身
者
に

は
、
２
０
２
３
年
よ
り
米
国
の

医
師
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え
な
い

と
す
る
米
国
の
事
情
に
端
を
発

す
る
も
の
で
、
孤
高
の
医
学
教

育
を
行
っ
て
き
た
と
自
負
し
て

い
た
本
邦
の
医
学
部
は
、
戦
々

恐
々
と
な
り
ま
し
た
。
流
れ
を

同
じ
く
し
て
、
２
０
０
４
年
に

国
立
大
学
は
法
人
化
し
、「
競
争

的
環
境
の
中
で
世
界
最
高
水
準

の
大
学
を
育
成
す
る
」
を
掲
げ

た
も
の
で
し
た
が
、
法
人
評
価
、

認
証
評
価
が
大
学
に
導
入
さ
れ

る
端
緒
と
な
り
、JA

C
M

E

に

よ
る
評
価
は
分
野
別
認
証
評
価

と
い
う
位
置
付
け
に
落
ち
着
く

に
至
り
ま
し
た
。
何
を
変
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
漸
く

大
学
自
身
が
分
か
っ
て
き
た
と

い
う
の
が
現
時
点
の
状
況
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
由
な

教
育
・
研
究
を
行
え
る
の
が
大

学
の
魅
力
で
あ
る
と
考
え
て
大

学
の
教
官
と
な
っ
た
者
に
は
、

半
ば
裏
切
ら
れ
た
状
況
に
移
行

し
て
い
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　

国
立
大
学
の
法
人
化
は
、
各

国
立
大
学
を
最
終
的
に
自
律
的

な
組
織
と
し
て
独
立
さ
せ
て
、

「
経
営
」
を
運
用
の
手
段
と
す
る

国
際
的
に
も
競
争
力
を
持
つ
大

学
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

も
の
と
も
言
え
ま
す
。
今
ま
で

無
縁
と
考
え
て
い
た
「
経
営
」
の

二
文
字
に
悩
ん
で
い
る
の
が
、
今

た
当
初
は
、
研
究
に
割
く
時
間

を
確
保
す
べ
く
、
最
大
の
教
育

を
最
小
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
行
う

こ
と
を
目
指
し
た
結
果
、
任
期

の
大
半
を
学
部
教
育
関
連
の
委

員
会
で
過
ご
す
こ
と
と
な
り
、

入
試
委
員
長
、
学
務
委
員
長
を

拝
命
し
て
、
気
が
つ
い
た
時
に

は
、
田
邊
教
授
、
田
川
ま
さ
み

先
生
（
昭
56
）（
後
に
熊
本
大

学
医
学
教
育
学
教
授
）
と
共
に

医
学
教
育
の
旗
振
り
役
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
医

学
教
育
の
原
則
と
し
て
当
た
り

前
と
な
っ
た
「
学
習
成
果
基
盤

型
教
育
（O

utcom
e-B

ased 
E

ducation, O
B

E

）」
は
、
千

葉
大
学
医
学
部
が
発
祥
の
地
で

あ
り
ま
す
。
千
葉
大
学
医
学
部

は
、
医
学
教
育
分
野
別
認
証
評

価
（JA

C
M

E

）
の
ト
ラ
イ
ア

ル
校
と
な
り
本
邦
に
お
い
て
先

頭
を
走
る
こ
と
と
な
り
、
私
は

認
証
評
価
準
備
委
員
会
の
委
員

長
と
し
て
昨
年
の
２
回
目
の
受

審
の
大
役
を
果
た
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
間
に
私
達
が
行
っ

た
こ
と
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
、

「
教
育
」
に
対
す
る
教
員
の
考
え

方
を
い
か
に
変
え
る
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
伝
授
型
の
講
義

は
最
小
限
に
留
め
、「
自
習
」
で

は
な
く
「
自
修
」
す
る
教
育
を

行
い
、
ア
ウ
ト
カ
ム
に
よ
る
評

価
を
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
概

念
は
、
未
だ
全
教
員
に
浸
透
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

元
々
、JA

C
M

E
に
よ
る
評

む
こ
と
で
は
な
く
）
涵
養
す
る
」

こ
と
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
医
学
教
育

の
前
提
だ
と
、
受
け
取
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一

点
に
留
意
し
て
教
育
を
行
え
ば
、

そ
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
た
医

学
生
は
研
究
者
と
な
る
種
を
抱

え
て
医
師
と
な
り
、
そ
こ
か
ら

芽
が
出
る
か
ど
う
か
は
、
環
境

次
第
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
よ
う
な
人
材
で
あ
れ

ば
、
研
究
者
の
芽
が
出
て
来
な

く
て
も
、
一
流
の
医
療
者
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
助
手
時
代
に
、
研
究
室
に

出
入
り
し
て
い
た
学
生
が
い
ま

し
た
。
当
時
、
そ
の
学
生
さ
ん

は
研
究
者
に
は
向
い
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
私
は
判
断
し

て
い
ま
し
た
が
、
芽
は
予
想
を

越
え
て
大
き
く
な
り
、
若
く
し

て
某
大
学
医
学
部
教
授
と
な
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
考
え
を
強
く

後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

医
学
教
育
は
、
私
が
教
授
を

拝
命
し
て
数
年
後
の
２
０
０
０

年
を
契
機
に
大
き
く
変
わ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
医

学
教
育
改
革
」
で
あ
り
、
新
任

の
最
年
少
教
授
で
あ
っ
た
私
は
、

後
に
本
邦
の
医
学
教
育
の
大
き

な
推
進
役
と
な
っ
た
田
邊
政
裕

先
生
（
昭
49
）（
千
葉
大
学
名
誉

教
授
、
医
学
教
育
学
）
の
格
好

の
標
的
と
な
り
、
医
学
教
育
改

革
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
新
任
教
授
と
な
っ

思
す
ら
も
測
り
か
ね
る
と
い
う

の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

私
が
過
ご
し
た
千
葉
大
学
医
学

部
の
意
思
の
一
端
を
記
録
に
残

す
こ
と
の
意
味
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
私
の
行
っ
て
き
た

ウ
イ
ル
ス
学
の
教
育
・
研
究
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
報
告
さ

せ
て
頂
く
こ
と
と
し
て
、
以
下
、

大
学
の
管
理
・
運
営
に
大
学
評

議
員
・
部
局
長
と
し
て
関
わ
っ

て
き
た
者
と
し
て
、
そ
の
変
遷

を
御
報
告
し
、
退
任
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
１
９
８
２
年
に
千
葉

大
学
医
学
部
医
学
科
を
卒
業
後
、

高
見
澤
裕
吉
先
生
（
産
婦
人
科

学
名
誉
教
授
）
の
元
で
、
産
婦

人
科
医
と
し
て
研
修
を
積
み
ま

し
た
。
卒
業
後
は
産
婦
人
科
の

実
家
に
戻
り
家
を
継
ぐ
つ
も
り

で
お
り
ま
し
た
の
で
、
研
究
者

に
な
ろ
う
と
は
微
塵
も
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
、
基
礎
医
学
研
究

者
に
し
て
教
育
者
と
な
っ
た
私

が
抱
え
た
命
題
で
あ
る
「
医
学

研
究
者
育
成
」
に
対
し
て
私
が

得
た
答
え
は
、
研
究
者
育
成
教

育
に
お
い
て
最
も
必
要
な
の
は
、

学
生
時
代
に
実
験
を
さ
せ
る
こ

と
で
も
な
く
、
研
究
マ
イ
ン
ド

を
教
え
込
む
こ
と
で
も
な
く
、

最
新
の
医
学
知
識
を
与
え
る
こ

と
で
も
な
く
、「
科
学
者
と
し

て
の
医
師
の
態
度
を
（
教
え
込

し
て
お
り
ま
す
。
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
呼
吸
器
内
科
医
と
し
て

は
い
つ
の
ま
に
か
大
き
く
道
を

は
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
ず
っ
と
支
え
て

く
れ
た
家
族
に
改
め
て
感
謝
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
先
生
方
に
は
、
今
後
と
も
若

い
先
生
方
に
温
か
い
手
を
差
し

伸
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、

そ
し
て
若
手
の
先
生
方
に
は
、

と
も
す
れ
ば
画
一
的
な
医
療
に

進
み
が
ち
な
世
間
の
流
行
に
流

さ
れ
ず
に
、
し
っ
か
り
と
自
分

の
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
希
望

走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
年
親
し
ん
だ
旧

病
院
（
旧
医
学
部
本
館
）
か
ら

新
棟
へ
の
移
転
と
い
う
節
目
を

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
同
窓
の
先
生
方
の
人
生
の
一

部
を
担
っ
た
「
旧
病
院
の
記
憶
」

を
残
す
同
窓
会
事
業
に
携
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際

に
、
過
去
の
記
録
を
辿
り
節
々

の
状
況
を
伺
い
知
ろ
う
と
し
ま

し
た
が
、
議
事
録
等
の
単
な
る

記
録
か
ら
当
時
の
教
授
会
の
思

念
を
知
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
現
在

に
お
い
て
も
、
大
学
の
意
思
が

教
員
一
人
一
人
の
意
思
を
反
映

し
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
わ
け

で
す
か
ら
、
当
時
の
大
学
の
意

　

本
会
報
に
本
学
教
授
就
任
の

挨
拶
文
を
寄
せ
た
の
が
、
つ
い

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
が
、
本
年
３
月
末
日

を
も
っ
て
、
約
四
半
世
紀
に
わ

た
る
千
葉
大
学
教
授
（
ウ
イ
ル

ス
学
）
と
し
て
の
責
務
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
省
み

ま
す
と
、
大
学
の
教
官
と
な
っ

て
か
ら
後
は
、
ほ
ぼ
全
力
で
走

り
抜
け
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
大
学
へ

の
恩
返
し
で
あ
る
と
の
思
い
と
、

同
級
生
を
は
じ
め
多
く
の
同
窓

の
方
々
の
お
力
添
の
お
陰
で
完

最終講義に代えてゐ の は な 同 窓 会 報
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よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
で

い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
医
学
部
、

病
院
で
こ
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
は
、『
千
葉
大
話
法
』

と
呼
べ
る
ほ
ど
伝
統
と
し
て
根

付
い
て
お
り
、
医
学
部
、
病
院

で
の
質
の
高
い
研
究
・
診
療
・

教
育
を
提
供
で
き
る
基
盤
の
根

底
に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

諸
先
輩
方
が
大
切
に
引
き
継
い

で
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

無
責
任
な
言
い
方
で
す
が
、

「
種
を
蒔
く
人
」
が
ど
う
で
あ
れ
、

種
は
自
ら
成
長
で
き
る
土
地
を

求
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
老

兵
が
去
っ
て
も
、
こ
の
千
葉
大

医
学
部
、
そ
の
附
属
病
院
は
、

彼
ら
を
温
か
く
包
摂
し
て
く
れ

る
肥
沃
な
土
地
で
あ
り
続
け
る

で
し
ょ
う
。

の
診
療
の
向
上
と
教
育
の
充
実
、

研
究
の
発
展
に
当
科
の
皮
膚
科

医
が
日
々
取
り
組
め
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な
病
院
と
し
て
の
基

盤
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
基
盤
の
根
底
に
あ
る
の

は
千
葉
大
学
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
『
千
葉
大
話
法
』
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
２
０
０
６
年
か

ら
千
葉
大
学
に
来
て
、
ま
ず
、

教
授
会
、
病
院
運
営
会
議
な
ど

の
様
々
な
会
議
で
多
く
の
教
職

員
の
発
言
を
聞
い
て
「
他
人
の

意
見
を
尊
重
し
、
他
人
を
直
接

的
に
非
難
せ
ず
、
し
か
も
、
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
〝
礼

節
〞
を
も
っ
て
述
べ
る
」
話
法

に
感
心
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
話
法
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
決
し
て
皮
肉
や
非
難
す
る

の
診
療
科
に
は
、
日
々
、
様
々

な
社
会
的
背
景
、
合
併
症
を

持
つ
重
症
の
患
者
さ
ん
が
数
多

く
紹
介
さ
れ
て
き
ま
す
。
当

科
・
他
科
の
医
師
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
職
種
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

の
方
々
の
連
携
な
く
し
て
は
、

そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
の
難
し

い
医
療
ケ
ア
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
我
が
国
の
医
療
・
介
護
制

度
、
予
算
の
制
約
の
な
か
で
、

本
当
に
当
院
の
す
べ
て
の
職
員

が
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
病
院
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
質
の
高
い
診
療
を
提

供
で
き
る
体
制
の
基
盤
が
あ
っ

て
初
め
て
、
質
の
高
い
医
学
教

育
、
医
学
研
究
が
実
践
で
き
る

の
で
し
ょ
う
。
皮
膚
科
診
療
に

専
念
し
て
取
り
組
み
、
皮
膚
科

し
て
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
分
析
に

よ
る
診
断
向
上
を
目
指
し
、
企

業
と
共
同
で
そ
の
デ
ィ
バ
イ
ス

の
開
発
に
も
関
わ
っ
て
い
る
医

師
、
が
ん
の
個
別
化
医
療
の
実

現
を
真
剣
に
目
指
し
て
、
ク
ロ

ノ
タ
イ
プ
レ
ベ
ル
で
研
究
を
し

て
い
る
医
師
、利
用
可
能
な
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
、
そ
の

科
学
的
分
析
に
よ
っ
て
よ
り
エ

ビ
デ
ン
ス
の
高
い
有
益
な
診
療

情
報
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る

医
師
、
病
原
体
の
環
境
適
応
と

疾
患
の
関
係
に
つ
い
て
追
及
し

て
い
る
医
師
達
な
ど
が
今
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
海

外
で
研
究
代
表
者
と
し
て
研
究

を
継
続
し
て
い
る
医
師
、
ま
た
、

国
内
の
他
施
設
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
世
界
の
最

先
端
の
研
究
を
継
続
し
て
い
る

医
師
も
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
多

彩
な
皮
膚
科
の
未
来
の
発
展
に

向
か
っ
て
、
多
様
な
方
向
に
一

歩
一
歩
進
ん
で
い
る
と
思
え
ま

す
。
皮
膚
科
学
教
室
は
、
私
が

赴
任
し
た
時
は
10
人
に
満
た
な

い
人
数
で
し
た
が
、
徐
々
に
大

き
な
教
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
働
い
た
皆
さ
ん
は
、
本
当

に
一
人
ひ
と
り
個
性
的
な
素
晴

ら
し
い
医
師
た
ち
で
す
。
臨
床
・

教
育
・
研
究
の
場
で
、
個
性
的

に
活
躍
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
の
活
躍
で
き
る
基
盤
に
あ
る

も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

何
も
皮
膚
科
に
限
っ
た
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち

間
の
あ
る
方
は
斜
め
読
み
で
も

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
皮
膚
科
の
特
徴
の
一

つ
は
疾
患
数
が
多
い
こ
と
で
す
。

そ
の
多
彩
な
疾
患
の
病
因
解

明
、
病
態
理
解
、
治
療
法
開
発

が
、
他
科
の
疾
患
に
遅
れ
を
と

る
こ
と
な
く
近
年
著
し
く
進
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
未
来
に
向

か
っ
て
発
展
し
続
け
る
で
し
ょ

う
。
10
年
後
、
20
年
後
の
未
来

の
皮
膚
科
は
、
今
は
想
像
で
き

な
い
ほ
ど
発
展
し
て
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
い
や
、
是
非
そ

う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
発
展
の
核
と
な
る
の
は
多

様
性
の
尊
重
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
多
様
性
は
科
学
の
発
展
の

根
底
に
あ
る
発
想
力
や
想
像
力

を
育
み
、
疾
患
の
複
雑
な
病
態

の
本
質
を
多
角
的
に
捉
え
る
視

点
を
生
み
出
し
ま
す
。
特
に
次

世
代
を
担
う
若
い
医
師
の
先
生

方
に
と
っ
て
、
自
分
が
進
み
た

い
道
を
見
つ
け
て
、
ト
レ
ン
ド

に
拘
泥
し
な
い
で
、
様
々
な
発

展
を
す
る
方
向
へ
飛
び
出
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
千

葉
大
に
赴
任
し
て
か
ら
も
、
皮

膚
科
の
数
多
く
の
分
野
の
中
で
、

特
定
の
分
野
に
興
味
を
抱
き
、

そ
の
分
野
を
極
め
始
め
た
医
師

達
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
最
近

の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
皮
膚
病
変

を
ダ
ー
モ
ス
コ
ー
プ
、
非
侵
襲

の
拡
大
鏡
の
様
な
も
の
を
使
用

を
見
守
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
引
き
続
き

御
指
導
・
御
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

価
基
準
は
毎
回
厳
し
さ
を
増
し

て
き
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
正

念
場
と
い
う
と
こ
ろ
で
大
学
を

去
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
同

窓
の
皆
様
と
一
緒
に
我
が
母
校

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
『
最

終
講
義
に
代
え
て
―
多
彩
な
皮

膚
科
の
未
来
に
向
か
っ
て
―
』

の
拙
文
を
雑
誌
『
千
葉
医
学
』

に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
千
葉
医
学98: 63-

69, 2022  doi:10.20776/
S 03035476-98-3-P63

）

　

私
の
人
生
を
振
り
返
る
と
、

２
つ
の
大
学
（
東
京
大
学
理
学

部
、
千
葉
大
学
医
学
部
）
で
、

学
生
と
し
て
学
び
、
３
つ
の
大

学
（
北
海
道
大
学
、
山
梨
大
学
、

千
葉
大
学
）
で
医
師
と
し
て
、

診
療
、
教
育
、
研
究
に
従
事
し
、

そ
の
間
、
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学

サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
医
学
セ
ン

タ
ー（
ダ
ラ
ス
）
に
２
度
留
学

（
約
９
年
間
）
す
る
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
変

幸
せ
な
こ
と
で
し
た
。『
千
葉
医

学
』
に
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
や

大
学
院
生
な
ど
の
若
い
先
生
方

が
将
来
を
考
え
る
上
で
多
少
な

り
と
も
何
か
の
参
考
に
な
れ
ば

と
思
い
、
大
学
生
時
代
の
思
い

出
か
ら
書
き
始
め
、
思
い
つ
く

ま
ま
に
書
い
て
い
ま
す
。
お
時

　

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）

３
月
31
日
に
、
約
15
年
間
勤
め

ま
し
た
医
学
研
究
院
皮
膚
科

学
教
授
を
定
年
退
職
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
皆
様
方
に
ご
支
援
、
ご

指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
収
束
し
、
以

前
の
よ
う
な
日
常
を
い
つ
取
り

戻
せ
る
か
は
予
測
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
期
間
が
し
ば
ら
く
続

き
、
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ

禍
、
最
終
講
義
の
リ
モ
ー
ト
開

催
も
考
え
ま
し
た
が
、
活
舌
が

悪
く
、
言
い
直
し
も
多
い
私
の

場
合
は
そ
の
よ
う
な
形
式
よ
り

も
、
は
じ
め
か
ら
文
章
の
方
が

よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え
で
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際
に
患
者
さ
ん
を
治
療
で
き
る

薬
剤
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
当

教
室
で
は
実
際
に
２
０
２
１
年

にP
O

E
M

S

症
候
群
に
対
す

る
サ
リ
ド
マ
イ
ド
療
法
の
承
認

を
得
ま
し
た
。
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー

症
候
群
に
対
す
る
抗
補
体C
5

モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
療
法
も

治
験
が
終
了
し
２
０
２
３
年
に

は
承
認
を
得
る
予
定
で
す
。
こ

れ
ら
の
治
療
に
よ
り
疾
患
の
予

後
は
飛
躍
的
に
改
善
し
、
疾
患

を
克
服
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
脳
神
経
内
科
領
域
に

お
い
て
も
分
子
標
的
治
療
、
遺

伝
子
・
核
酸
医
薬
な
ど
の
画
期

的
新
規
治
療
の
開
発
が
行
わ
れ

て
お
り
、
よ
う
や
く
神
経
疾
患

を
克
服
で
き
る
時
代
が
来
ま
し

た
。
当
教
室
に
お
い
て
も
世
界

に
先
駆
け
て
多
く
の
病
態
に
即

し
た
新
規
治
療
の
開
発
を
強
く

意
識
し
た
臨
床
・
研
修
体
制
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

い
読
影
・
解
釈
能
力
を
習
得
し
、

筋
電
図
・
誘
発
電
位
の
芸
術

と
も
い
え
る
技
術
の
も
と
診
断

に
直
結
す
る
所
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
の
１
〜

２
年
間
で
千
葉
県
・
東
京
都
の

中
核
病
院
に
お
い
てcom

m
on 

disease

を
経
験
し
、
多
く
は
卒

後
６
年
目
に
大
学
院
に
進
学
し

ま
す
。
こ
こ
か
ら
が
専
門
領
域

の
臨
床
と
研
究
の
始
ま
り
と
な

り
ま
す
。

〔2〕
臨
床
・
研
究

　

千
葉
大
学
脳
神
経
内
科
に
は

左
記
の
主
な
臨
床
・
研
究
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
ま
す
。

⑴
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

⑵
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

⑶
神
経
免
疫
疾
患

⑷
神
経
変
性
疾
患

⑸
神
経
画
像

⑹
神
経
生
理
学
・
末
梢
神
経
疾
患

⑺
分
子
遺
伝
学

⑻
自
律
神
経

　

大
学
院
入
学
時
に
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
配
属
に
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
臨
床
と

研
究
が
一
体
化
し
た
総
合
的
研

究
を
行
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
分

子
生
物
学
、
免
疫
学
、
神
経
画

像
、
生
理
学
な
ど
の
技
術
を
用

い
て
患
者
検
体
（
血
清
、
髄
液
、

遺
伝
子
）
を
用
い
た
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
、
病
態
研
究
を
行
い

ま
す
。
ひ
い
て
は
新
規
治
療
の

シ
ー
ズ
を
開
発
し
臨
床
試
験
で

有
効
性
を
検
証
し
て
薬
事
法
承

認
を
得
て
全
国
・
全
世
界
で
実

に
指
導
医
の
も
と
で
上
記
の
広

範
な
領
域
の
疾
患
を
経
験
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
臨
床
研
修

の
柱
は
⑴
診
断
学
：
部
位
診
断
、

臨
床
診
断
に
至
る
科
学
的
思
考

を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
⑵
特
に

進
歩
の
著
し
い
神
経
画
像
・
分

子
生
物
学
・
電
気
生
理
学
の
技

術
と
解
釈
に
精
通
す
る
こ
と
、

⑶
神
経
治
療
学
：
分
子
標
的
を

含
め
た
最
先
端
の
治
療
を
実
践

で
き
る
こ
と
の
３
点
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

　

神
経
内
科
専
門
医
育
成
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
具
体
的

に
は
１
年
間
は
千
葉
大
病
院
で

の
研
修
を
行
い
、
そ
の
う
ち
３
〜

６
ヶ
月
間
病
棟
業
務
を
フ
リ
ー

に
す
る
期
間
を
も
う
け
て
、
神

経
画
像
・
電
気
生
理
・
分
子
生

物
学
・
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
治
療
を
集

中
し
て
研
修
す
る
効
率
的
な
専

門
医
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
神

経
診
断
学
に
連
続
し
てM

R
I

、

脳
機
能
画
像
を
理
論
か
ら
理
解

し
て
専
門
家
に
ふ
さ
わ
し
い
深

　

脳
神
経
内
科
の
扱
う
診
療
領

域
はcom

m
on disease

と
し

て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
認
知

症
性
疾
患
（
全
国
患
者
数
６
０

０
万
人
）、
脳
血
管
障
害
（
３

０
０
万
人
）、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

（
30
万
人
）、
神
経
障
害
性
慢
性

疼
痛
（
１
０
０
万
人
）、
て
ん
か

ん
（
１
０
０
万
人
）
が
頻
度
の

高
い
５
大
神
経
疾
患
（
約
１
２

０
０
万
人
）
と
、希
少
疾
患
（
多

発
性
硬
化
症
、
重
症
筋
無
力
症

な
ど
の
神
経
免
疫
疾
患
：
脊
髄

小
脳
変
性
症
、
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

な
ど
の
神
経
難
病
）
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
非
常
に
広
範
か
つ
多

数
の
疾
患
領
域
を
カ
バ
ー
す
る

診
療
科
で
す
の
で
、
神
経
疾
患

診
療
の
社
会
的
需
要
は
ま
す
ま

す
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

〔1〕
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

卒
後
３
〜
５
年
目
が
専
門
医

研
修
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

日
本
神
経
学
会
専
門
医
の
資
格

を
得
る
の
が
卒
後
６
〜
７
年
目

に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
点
ま
で

ゐ の は な 同 窓 会 報
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修
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す
。
小
田
原
城
だ
け
で
は
な
く
、

す
ぐ
西
に
は
箱
根
や
真
鶴
半
島
、

さ
ら
に
伊
豆
半
島
が
あ
り
、
北

に
は
丹
沢
連
峰
に
も
囲
ま
れ
、

居
住
環
境
は
特
筆
す
べ
き
も
の

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
写

真
は
小
田
原
城
の
桜
で
す
が
、

多
く
の
見
物
客
が
い
ら
し
て
い

て
、
神
奈
川
県
で
も
桜
の
名
所

と
言
わ
れ
て
お
り
、
私
も
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
（
本
来

は
病
院
の
写
真
を
掲
載
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
老
朽
化
も
あ

り
、
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
）。

　

現
病
院
は
昭
和
60
年
に
改
築

さ
れ
、
病
院
の
老
朽
化
に
よ
り

新
病
院
建
築
準
備
が
始
ま
っ
て

お
り
、
２
０
２
６
年
開
院
予
定

で
す
。
現
地
で
の
新
築
と
な
っ

て
お
り
、
今
ま
で
同
様
交
通
の

便
が
良
く
、
規
模
と
し
て
は
大

き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
病
院
と
比
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な

改
良
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
も
導
入

予
定
で
あ
り
、
将
来
の
神
奈
川

県
西
部
の
拠
点
病
院
と
し
て
の

機
能
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う

に
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
小
田

原
厚
木
道
路
の
車
窓
か
ら
新
病

院
が
皆
様
の
お
目
に
か
か
れ
る

の
も
間
近
だ
と
思
い
ま
す
。
研

修
希
望
の
方
、
就
職
希
望
の
方
、

当
院
に
ご
興
味
が
あ
れ
ば
是
非

見
学
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

外
科
病
棟
とIC

U

病
棟
が
閉

鎖
さ
れ
、
多
大
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
内
科
病
棟
も

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
反
省
も
あ
り
、

２
０
２
２
年
２
月
１
日
よ
り
全

職
員
が
１
週
間
に
１
枚
配
布
さ

れ
るN

95

を
勤
務
時
間
は
常
時

着
用
し
、
第
６
波
で
は
絶
対
に

院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ

ま
い
と
一
丸
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
４
週
目
に
な
り
ま
す

が
、
院
内IC

T

の
指
示
に
従
順

な
土
地
柄
、
人
柄
が
窺
え
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

小
田
原
市
は
神
奈
川
県
西
部

に
位
置
し
、
海
と
山
に
面
し
て

い
て
、
風
光
明
媚
な
土
地
柄
で

医
師
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
し
て
い
る
外
科
に
関

し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
年
間

７
０
０
件
前
後
の
手
術
を
行
っ

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
外
科
系

疾
患
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
日
本
外
科
学
会
、
日
本
消

化
器
外
科
学
会
、
日
本
大
腸
肛

門
病
学
会
の
指
導
施
設
だ
け
で

な
く
、
日
本
肝
胆
膵
外
科
学
会

の
Ａ
認
定
施
設
と
い
う
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
と
て
も
よ
く
、
日
々
の
診
療
、

手
術
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
千

葉
大
学
臓
器
制
御
外
科
か
ら
出

張
医
を
１
年
交
代
で
受
け
入
れ

て
お
り
ま
す
が
、
当
施
設
は
出

張
医
に
評
判
が
良
い
よ
う
で
、

毎
年
上
位
く
じ
で
出
張
に
来
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
３
次
救

急
と
い
う
性
格
上
、
夜
間
の
緊

急
手
術
も
あ
る
頻
度
で
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
常
勤
医
も
対
応

し
て
お
り
、
出
張
医
に
負
担
が

多
く
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
千
葉
大
学
か
ら
の
研

修
医
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、

全
国
の
大
学
出
身
者
か
ら
研
修

　

小
田
原
市
立
病
院
は
神
奈
川

県
小
田
原
市
に
あ
り
、
最
寄
り

駅
の
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
か
ら
は
バ

ス
で
５
分
ほ
ど
、
小
田
急
線
足

柄
駅
、
大
雄
山
線
井
細
田
駅
か

ら
は
徒
歩
圏
内
で
す
。
小
田
原

駅
は
新
幹
線
の
停
車
駅
で
も
あ

り
、
東
京
駅
か
ら
30
分
ほ
ど
で

着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

小
田
原
厚
木
道
路
や
西
湘
バ
イ

パ
ス
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
車
で

も
ア
ク
セ
ス
良
好
な
場
所
に
あ

り
ま
す
。
昭
和
33
年
に
開
院
し

た
神
奈
川
県
西
湘
地
区
の
中
核

病
院
で
あ
り
、
血
液
内
科
、
歯

科
口
腔
外
科
を
除
く
24
の
診
療

科
と
19
名
の
初
期
研
修
医
を
含

め
１
２
２
名
医
師
が
在
籍
し
て

お
り
ま
す
。
病
床
数
は
全
４
１

７
床
で
、
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
、
地
域
医
療
支
援
病

院
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
災

害
拠
点
病
院
な
ど
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
外
科
と
消
化
器
科
に

千
葉
大
学
か
ら
の
医
師
が
勤
務

し
て
い
ま
す
。
病
院
全
体
で
は

横
浜
市
立
大
学
を
始
め
北
里
大

学
、
昭
和
大
学
、
東
海
大
学
な

ど
の
神
奈
川
県
の
大
学
か
ら
の

医
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在

１
学
年
９
〜
10
名
在
籍
し
て
お

り
、
土
地
柄
横
浜
市
大
が
多
い

で
す
が
、
昭
和
大
学
な
ど
私
立

大
学
出
身
者
に
も
人
気
が
あ
る

よ
う
で
す
。
研
修
医
の
学
術
的

教
育
は
病
院
と
し
て
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
な
ど
を
現
在
行
っ
て
い
ま

す
。
神
奈
川
県
の
中
で
は
給
料

が
良
い
（
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
聞

い
て
い
ま
す
）
と
い
う
の
も
人

気
の
理
由
の
よ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
第
１
波
で

院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
し
、

ご
記
憶
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
際
は
、

で
し
た
が
、
治
療
や
手
技
の
多

様
性
、
研
修
病
院
で
あ
る
船
橋

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め

と
し
た
泌
尿
器
科
全
体
の
雰
囲

気
、
専
攻
医
時
代
か
ら
数
多
く

の
症
例
を
執
刀
医
と
し
て
も
経

験
で
き
る
な
ど
と
い
っ
た
、
こ

こ
で
は
挙
げ
き
れ
な
い
程
の
多

く
の
魅
力
が
あ
る
泌
尿
器
科
を

専
攻
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。
父
が
耳
鼻
科
医
で
あ
り
耳

鼻
科
専
攻
も
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
直
接
父
に
相
談
し
た
際
、

「
自
分
が
決
め
た
信
じ
た
道
を
選

べ
ば
間
違
い
な
い
。」
と
快
く
背

中
を
押
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

り
迷
わ
ず
に
決
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

泌
尿
器
科
で
診
る
疾
患
は
尿

路
結
石
や
前
立
腺
肥
大
症
、
排

尿
障
害
等
の
良
性
疾
患
か
ら
前

立
腺
癌
、
腎
癌
、
尿
路
上
皮
癌
、

精
巣
癌
等
の
悪
性
疾
患
ま
で
多

岐
に
渡
っ
て
お
り
、
臨
床
は
も

ち
ろ
ん
研
究
を
す
る
に
あ
た
っ

て
も
テ
ー
マ
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

臨
床
に
お
い
て
は
外
科
的
治
療

の
ほ
か
、
前
立
腺
癌
に
対
す
る

内
分
泌
治
療
、
排
尿
障
害
に
対

　

本
年
度
よ
り
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院
に
泌
尿
器
科
専
攻

医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
同
窓
会

報
の
記
事
を
執
筆
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
、
恐
れ
多
く
も
光
栄
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
卒
後
の
初
期
研
修
を
船

橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、

平
成
31
年
度
に
千
葉
大
学
の
泌

尿
器
科
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
登
録
し
泌
尿
器
科
医
と
し
て

の
後
期
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
が
医
師
を
目
指
し
た
の
は
高

校
生
の
時
、
大
学
進
学
が
視
野

に
入
る
頃
で
し
た
。
自
分
の
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
想
像
し
た
と

き
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
医
師
と
し

て
働
く
父
親
の
姿
を
身
近
で
見

て
育
っ
た
こ
と
も
あ
り
医
学
部

受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。
学
生

時
代
、
初
期
研
修
医
時
代
ま
で

は
専
攻
科
は
決
め
て
い
ま
せ
ん

研修医だより ゐ の は な 同 窓 会 報

小
田
原
市
立
病
院

 
外
科
系
診
療
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
千
葉
大
学
医
学
部
臨
床
教
授　
　
　
　
　
　
　

 

清　

家　

和　

裕
（
平
３
）

研
修
医
だ
よ
り

い
い
泌
尿
器
科
医
を
目
指
し
て

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

泌
尿
器
科

　

木　

下　
　
　

涼
（
平
29
）

小田原城の桜
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た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
県
外
科
医
会
に

お
い
て
も
長
年
要
職
を
勤
め
ら

れ
、
千
葉
大
学
の
旧
第
一
外
科
、

第
二
外
科
の
み
な
ら
ず
、
千
葉

県
内
す
べ
て
の
地
域
で
活
躍
さ

れ
る
施
設
の
外
科
医
の
育
成
、

教
育
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

外
科
医
同
士
が
し
が
ら
み
な
く

友
好
を
温
め
合
う
こ
と
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も

毎
回
必
ず
ご
出
席
い
た
だ
い
て

い
た
奥
井
先
生
の
後
輩
を
思
う

心
、
お
人
柄
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ご
葬
儀

は
限
ら
れ
た
人
数
の
み
で
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
先
生
ら

し
く
、
千
葉
教
会
の
牧
師
さ
ま

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
室
と

し
て
は
、
３
月
21
日
に
お
別
れ

の
会
を
催
し
ま
し
た
。
お
別
れ

の
会
に
は
２
０
０
名
以
上
の
同

門
、
関
連
の
先
生
が
た
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
先
生
の
在
り
し

日
の
お
姿
に
想
い
を
は
せ
な
が

ら
最
後
の
お
別
れ
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、

叙
位
・
叙
勲
と
し
て
、
従
四
位

瑞
宝
小
綬
章
の
位
記
、
勲
記
、

勲
章
も
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
の
生
涯
の
大
半
は
わ
れ

わ
れ
の
教
室
、
そ
し
て
関
連
病

院
、
同
門
と
と
も
に
あ
っ
た
、

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
先
生
の
ご
指
導
を
受

に
し
て
い
た
言
葉
だ
と
う
か

が
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ

れ
を
望
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
今
さ
ら
な
が
ら
思
い
起
こ
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
奥
井
先
生
は
、

後
輩
た
ち
の
成
長
を
願
う
と
と

も
に
、
そ
れ
を
大
変
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
奥
井
教
授

時
代
は
、
そ
の
お
人
柄
も
あ
り
、

大
変
雰
囲
気
の
よ
い
教
室
、
と

い
う
評
判
で
し
た
の
で
、
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

入
局
者
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
後
輩
た
ち
に
、
学

会
や
退
官
記
念
の
と
き
い
た
だ

い
た
寄
付
を
奥
井
奨
学
金
と
し

て
残
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奥
井
奨
学
金
は
若
手
医
師
が
海

外
の
学
会
で
発
表
す
る
と
き
の

援
助
と
し
て
毎
年
数
名
に
授
与

さ
れ
、
教
室
例
会
（
同
門
会
）

の
と
き
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
思
え
ば
先
生

が
療
養
生
活
に
入
ら
れ
て
、い
っ

と
き
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病

院
に
も
入
院
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
と
き
に
無
理
を
承
知

で
そ
の
表
彰
に
出
席
い
た
だ
け

な
い
か
、
と
お
話
し
て
出
席
い

た
だ
い
た
の
が
教
室
行
事
へ
の

最
後
の
参
加
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
同
門

一
同
、
心
配
を
し
て
い
た
な
か
で

の
ご
出
席
で
し
た
の
で
、
奥
井

先
生
の
お
姿
を
拝
見
で
き
た
こ

と
は
、
授
賞
者
は
も
ち
ろ
ん
同

門
一
同
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ

な
ど
の
研
究
も
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
、
教
授
と
新
入
教
室

員
と
い
う
関
係
で
す
の
で
、
そ

れ
ほ
ど
多
く
お
話
し
を
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の

父
と
奥
井
先
生
は
古
く
か
ら
お

付
き
合
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

そ
の
こ
と
に
関
し
て
よ
く
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
大
学
へ
帰
局
し
た
と
き

は
、
先
生
は
す
で
に
退
官
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
教
室
同
門
会

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
歓
迎
会

や
忘
年
会
、
送
別
会
な
ど
教
室

行
事
に
は
欠
か
さ
ず
ご
出
席
く

だ
さ
り
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
生
は
人
一
倍
、
教

室
に
愛
着
を
も
ち
、
教
室
の
歴

史
を
大
変
よ
く
勉
強
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な

お
話
を
聞
け
る
こ
と
は
大
変
興

味
深
く
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
で

あ
り
ま
し
た
。
私
が
縁
あ
っ
て

臓
器
制
御
外
科
学
教
室
の
教
授

職
を
拝
命
し
た
と
き
に
は
、
大

変
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
歴
代
の

教
授
の
先
生
が
た
へ
の
ご
報
告

と
ご
挨
拶
方
々
、
千
葉
に
眠
る

先
生
が
た
の
墓
前
に
自
ら
案
内

し
て
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
先
日
の
お
別
れ
の
会

で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
教
室
の

歴
史
・
伝
統
を
思
い
直
し
て
教

室
を
運
営
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

温
故
知
新
―
先
生
が
よ
く
口

大
学
医
学
部
第
一
外
科
学
教
室

教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
教

授
時
代
は
、
私
も
含
め
、
毎
年

14

－

５
名
の
新
入
医
局
員
を
迎

え
、
研
究
、
診
療
活
動
が
活
発

化
す
る
と
と
も
に
関
連
病
院
を

育
て
る
こ
と
に
も
努
力
さ
れ
、

教
室
と
関
連
病
院
の
連
携
を
保

つ
重
要
な
会
議
と
し
て
の
洽
仁

会
を
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
42
回
日
本
大
腸
肛
門
病
学

会
、
第
29
回
日
本
臨
床
細
胞
学

会
、
第
26
回
日
本
外
科
代
謝
栄

養
学
会
を
主
宰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
千
葉
大
学
卒
業
で
す
の

で
、
学
生
の
こ
ろ
臨
床
講
義
や

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
な
ど
で
、
奥
井

先
生
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
そ
の

頃
で
す
が
、
当
時
は
教
授
と
学

生
で
し
た
の
で
、
個
人
的
に
お

話
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
昭

和
63
年
に
入
局
後
も
１
年
間
教

室
に
在
籍
し
た
後
、
関
連
病
院

に
研
修
に
で
ま
し
た
の
で
、
奥

井
先
生
が
在
任
中
は
大
学
病
院

で
は
１
年
間
研
修
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
み
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
１
年
間

の
間
に
も
、
先
輩
の
先
生
方
が

比
較
的
自
由
に
研
究
や
診
療
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
当
時
は
消
化
管
を
含

む
消
化
器
外
科
、
乳
腺
甲
状
腺

外
科
、
心
臓
血
管
外
科
の
診
療

を
行
う
と
と
も
に
、
腹
腔
内
温

熱
・
化
学
療
法
や
代
謝
・
栄
養

少
し
で
も
先
輩
方
に
近
づ
け
て

い
る
よ
う
、
ま
た
少
し
で
も
い

い
泌
尿
器
科
医
に
近
づ
け
る
よ

う
日
々
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

数
十
年
携
わ
る
診
療
科
を
決
め

る
ヒ
ン
ト
に
な
る
は
ず
で
す
。

自
分
自
身
も
同
門
の
素
晴
ら
し

い
先
輩
方
を
間
近
で
見
な
が
ら
、

数
年
後
の
自
分
の
姿
を
想
像
し
、

す
る
薬
物
治
療
等
、
内
科
的
治

療
も
診
療
に
お
い
て
不
可
欠
な

存
在
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
各

種
悪
性
疾
患
に
対
す
る
化
学
療

法
や
放
射
線
療
法
な
ど
様
々
な

治
療
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
泌

尿
器
科
の
大
き
な
魅
力
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
多
岐
に
渡
る
治
療

を
専
攻
医
時
代
に
責
任
あ
る
立

場
で
経
験
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
私
も
専
攻
医
１

－２
年

目
の
間
に
、
多
数
の
内
視
鏡
手

術
に
加
え
、
腎
癌
や
膀
胱
癌
に

対
す
る
開
腹
手
術
や
腹
腔
鏡
手

術
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

泌
尿
器
科
医
に
な
っ
て
３
年
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
３
年
の

間
に
も
新
し
い
治
療
法
や
手
術

方
法
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て

お
り
、
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
手
術
、
治
療
を
今
後
自
分

が
実
践
で
き
る
と
思
う
と
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
専
攻
科
を
決
め
る

医
学
生
や
初
期
研
修
医
の
皆
様

は
、
様
々
な
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト

す
る
中
で
、
自
分
が
一
生
医
師

と
し
て
の
生
活
を
さ
さ
げ
ら
れ

る
科
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
を

も
っ
て
廻
っ
て
み
て
下
さ
い
。

担
当
患
者
さ
ん
の
病
気
や
治
療

に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
に
プ

ラ
ス
α
で
、
そ
の
診
療
科
の
医

師
の
仕
事
を
、
自
分
が
数
年
後

に
す
る
こ
と
を
リ
ア
ル
に
想
像

し
な
が
ら
実
習
あ
る
い
は
研
修

を
行
っ
て
み
る
こ
と
が
、
今
後

追 悼 文

　

奥
井
勝
二
先
生
は
、
大
正
14

年
９
月
24
日
、
茨
城
県
土
浦
市

に
て
お
生
ま
れ
に
な
り
、
土
浦

中
学
校
、
弘
前
高
等
学
校
理
科

二
類
を
経
て
千
葉
医
科
大
学
に

進
学
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
28
年

に
御
卒
業
後
は
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院
に
て
１
年
間
の
イ

ン
タ
ー
ン
の
後
、
河
合
直
次
教

授
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉
大

学
医
学
部
第
一
外
科
に
入
局
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
綿
貫

重
雄
教
授
の
も
と
で
助
手
、
講

師
を
勤
め
ら
れ
、
医
局
長
と
し

て
も
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
伊

藤
健
次
郎
教
授
時
代
に
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学
外

科
に
ご
留
学
さ
れ
、
胃
の
病
理
、

細
胞
診
に
関
す
る
研
究
を
発

展
さ
せ
、
臨
床
に
応
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
55
年

８
月
に
、
三
輪
徳
寛
教
授
か
ら

数
え
て
６
代
目
に
あ
た
る
千
葉

　

千
葉
大
学
医
学
部
第
一
外
科

学
教
室
（
現
大
学
院
医
学
研
究

院
臓
器
制
御
外
科
学
教
室
）
元

教
授
で
あ
る
奥
井
勝
二
先
生
が

令
和
３
年
12
月
５
日
に
ご
逝

去
さ
れ
た
と
の
報
を
受
け
、
私

を
含
め
教
室
員
な
ら
び
に
同
門

会
員
は
大
き
な
喪
失
感
に
つ
つ

ま
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
平
成

30
年
７
月
末
に
西
千
葉
駅
前

で
転
倒
さ
れ
て
以
来
、
療
養
生

活
に
入
ら
れ
、
こ
の
２
年
間
は

C
O

V
ID

-19

感
染
の
蔓
延
も

あ
り
、
お
目
に
か
か
る
こ
と
も

な
か
な
か
か
な
わ
な
い
中
で
の

お
知
ら
せ
に
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
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奥
井
勝
二
先
生
を
偲
ん
で

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　
　
　
　
　
　

　
　
　

臓
器
制
御
外
科
学　

教
授　
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昭
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青
木
先
生
は
、
安
房
医
師
会

病
院
院
長
、
安
房
医
師
会
会
長

等
を
歴
任
す
る
な
ど
、
こ
こ
に

記
す
に
は
紙
面
が
足
り
な
い
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
医

療
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
、

２
０
１
５
年
に
は
叙
勲
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
私
達
に

は
多
大
な
損
失
で
は
あ
り
ま
す

が
、
永
い
間
の
御
苦
労
を
労
い

「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

ご
冥
福
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

下
さ
い
ま
し
た
。
想
像
に
難
く

な
い
の
で
す
が
、
他
に
も
大
量

の
記
録
を
残
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
編
集
委
員
会
で
は
、

「
写
真
を
大
き
く
一
人
ひ
と
り

が
分
か
る
よ
う
に
」
載
せ
る
よ

う
に
必
ず
指
示
さ
れ
た
姿
が
懐

か
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

同
窓
会
報
を
紐
解
け
ば
、
青
木

先
生
が
書
か
れ
た
記
事
も
多
く
、

青
木
先
生
ご
自
身
の
お
元
気
な

御
姿
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で

き
、
突
然
の
御
逝
去
の
知
ら
せ

に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

う
で
す
。
私
が
上
都
賀
総
合
病

院
に
赴
任
し
た
折
に
も
温
か
く

会
に
迎
え
て
い
た
だ
き
何
か
に

つ
け
て
お
心
を
配
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

合
掌 

先
生
が
大
変
お
酒
が
お
好
き
で
、

お
飲
み
に
な
る
と
大
い
に
楽
し

く
お
話
に
な
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
時
に
は
少
々
お
過

ご
し
に
な
り
奥
様
に
お
迎
え
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ

験
を
生
か
さ
れ
、
平
成
３
年
に

予
防
医
学
を
主
眼
と
し
た
ミ
ヤ

健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
宇
都
宮
市

内
に
開
院
し
、
今
日
ま
で
地
域

に
貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
柔
道
部
に
所
属

さ
れ
、
講
道
館
柔
道
六
段
、
囲

碁
初
段
、
そ
の
他
に
ス
キ
ー
、

テ
ニ
ス
、
卓
球
等
を
愛
好
さ
れ

ま
し
た
。

　

栃
木
県
で
は
多
く
の
２
外
Ｏ

Ｂ
が
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
な
か

で
も
水
沼
三
郎
先
生
が
中
心
と

な
ら
れ
た
栃
木
外
科
医
会
で
坂

田
先
生
も
活
躍
さ
れ
、
日
本
外

科
医
会
の
理
事
長
を
務
め
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
日
本
外
科
医
会

をN
PO

法
人
化
す
る
に
あ
た

り
、
認
定
医
制
度
な
ど
の
関
係

で
日
本
外
科
学
会
な
ど
と
軋
轢

が
あ
り
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ゐ
の
は
な
会
で
は
平
成
21
年

度
か
ら
27
年
度
ま
で
、
柴
崎
晃

先
生
の
後
を
継
ぎ
、
栃
木
ゐ
の

は
な
会
会
長
を
担
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
栃
木
県
で
は
最
盛

期
に
は
会
員
数
は
２
０
０
名
を

超
え
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
が

会
長
に
な
っ
た
時
期
に
は
す
で

に
１
０
０
名
程
度
に
減
少
し
、

会
の
運
営
維
持
に
ご
苦
労
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
先
生
は
朗
ら
か

な
方
で
周
囲
を
和
ま
せ
、
大
変

細
や
か
に
気
遣
い
さ
れ
、
熱
心

に
役
員
を
ま
と
め
上
げ
楽
し
い

同
窓
会
で
あ
り
ま
し
た
。
多
く

の
会
員
か
ら
お
聞
き
す
る
の
は

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
か
っ
た
、

と
い
う
思
い
は
強
く
残
り
ま
す

が
、
先
生
の
遺
志
を
つ
い
で
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
改
め
て
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

け
、
そ
れ
を
大
切
に
思
っ
て
い

る
先
生
が
た
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、

先
生
の
ご
指
導
と
と
も
に
暖
か

い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
も
頂
け

た
こ
と
は
、
本
当
に
か
け
が
え

の
な
い
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

　

先
生
は
昭
和
９
年
４
月
21
日
、

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
北
川
辺
村
の

出
身
で
す
。
28
年
に
東
京
都
立

両
国
高
等
学
校
を
ご
卒
業
さ
れ
、

34
年
に
千
葉
大
学
医
学
部
を
ご

卒
業
、
イ
ン
タ
ー
ン
修
了
後
、

35
年
に
中
山
恒
明
先
生
が
主
催

さ
れ
て
い
た
千
葉
大
学
第
２
外

科
に
入
局
さ
れ
ま
し
た
。
中
山

外
科
で
消
化
器
外
科
を
専
攻
さ

れ
、
在
局
中
、
栃
木
県
の
上
都

賀
総
合
病
院
外
科
に
出
向
さ
れ

ま
し
た
。
37
年
に
上
都
賀
総
合

病
院
か
ら
の
千
葉
大
学
第
２
外

科
の
総
引
き
揚
げ
が
あ
り
、
先

生
は
そ
の
際
、
残
務
の
た
め
数

カ
月
間
居
残
り
を
し
て
苦
労
さ

れ
た
こ
と
な
ど
直
接
伺
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
栃
木
県
に
は

公
的
病
院
と
し
て
厚
生
連
病
院
、

日
赤
病
院
、
済
生
会
病
院
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
内
、
厚
生
連

の
上
都
賀
総
合
病
院
、
下
都
賀

総
合
病
院
（
現T

M
C

し
も
つ

が
）、
塩
谷
病
院
（
現
国
際
医
療

福
祉
大
学
付
属
塩
谷
病
院
）
な

ど
の
外
科
に
当
時
千
葉
大
学
第

２
外
科
か
ら
医
師
が
派
遣
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
先
生

は
医
局
に
戻
ら
れ
医
学
博
士
を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。
41
年
に
宇

都
宮
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
、
宇
都

宮
外
科
病
院
（
現
宇
都
宮
記
念

病
院
）
の
副
院
長
と
し
て
病
院

立
ち
上
げ
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

61
年
に
大
和
田
操
先
生
（
２
外

Ｏ
Ｂ
）
の
死
去
に
よ
り
理
事
長
・

院
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
元
年

９
月
の
退
職
ま
で
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
東
京
で
成
人
病
健
診
を

専
門
に
し
て
い
る
中
山
教
授
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
中
山
メ
デ
ィ 

カ
ル
で
の
研
鑽
や
、
宇
都
宮
記

念
病
院
で
の
成
人
病
健
診
の
経

か
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

青
木
先
生
の
交
流
範
囲
は
広

く
、
人
の
輪
を
作
り
纏
め
る
の

が
学
生
時
代
か
ら
お
得
意
だ
っ

た
よ
う
で
、
昭
和
32
年
の
東
日

本
医
学
生
体
育
大
会
の
立
ち
上

げ
時
に
、
千
葉
大
学
の
運
動
部

の
ま
と
め
役
と
な
ら
れ
、
水
泳

部
を
は
じ
め
多
く
の
部
活
の
生

み
の
親
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
水

泳
部
の
新
入
生
歓
迎
コ
ン
パ
、

追
い
出
し
コ
ン
パ
に
は
必
ず
い

ら
っ
し
ゃ
り
激
を
飛
ば
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
青
木
先
生
が
泳

ぐ
姿
を
我
々
は
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
が
水

泳
部
の
顧
問
と
な
っ
て
か
ら
は
、

「
水
泳
部
が
潰
れ
な
い
よ
う
に

監
督
す
る
か
ら
、
水
泳
部
の
名

簿
に
は
〝
監
督
〞
と
肩
書
を
つ

け
る
よ
う
に
」
と
命
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

青
木
先
生
は
、「
青
木
写
真

館
」
と
呼
ば
れ
る
く
ら
い
写
真

を
撮
る
の
が
お
上
手
で
、
水
泳

部
の
み
な
ら
ず
同
窓
会
報
編
集

委
員
会
の
写
真
も
多
く
残
し
て

　

青
木
謹
元
ゐ
の
は
な
同
窓
会

理
事
（
昭
和
36
）
が
、
令
和
４

年
（
２
０
２
２
年
）
１
月
29
日

に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
青
木

先
生
、
永
い
間
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
が

水
泳
部
に
入
部
し
た
時
か
ら
の

縁
で
、
青
木
先
生
に
は
40
年
以

上
に
わ
た
り
公
私
共
々
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

の
青
木
先
生
は
、
水
泳
部
Ｏ
Ｂ

の
お
一
人
で
あ
り
、
産
婦
人
科

の
先
輩
で
も
あ
り
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
理
事
会
、
同
窓
会
報
編

集
委
員
会
の
同
僚
で
も
あ
り
ま

し
た
。「
○
○
の
青
木
で
す
！
」

と
い
う
、
良
く
通
る
お
元
気
な

声
を
聞
け
な
く
な
る
と
思
う
と

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら

く
、
○
○
の
部
分
が
こ
れ
ほ
ど

多
い
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

　

つ
い
に
、
安
房
医
師
会
、
そ

し
て
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
の
巨

星
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
に
し
ろ
人
脈
の
深
さ
が
抜
群
。

そ
し
て
声
が
大
き
い
、
さ
ら
に

明
る
い
。

　

何
事
に
も
黙
っ
て
い
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
何
事
に
も
一
生

懸
命
取
り
組
み
、
物
事
を
良
い

方
向
に
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
よ

う
な
姿
に
接
す
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

寂
し
く
、
ま
こ
と
に
残
念
で

す
。
安
房
医
師
会
で
は
会
長
は

２
期
が
原
則
で
す
が
青
木
先
生

に
限
り
３
期
務
め
て
お
り
、
昭

和
57
年
４
月
よ
り
平
成
14
年
３

月
ま
で
、
実
に
22
年
役
員
を
務

め
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
現
在

ま
で
広
報
編
集
委
員
を
務
め
、

40
年
近
く
に
亘
る
安
房
医
師
会

へ
の
貢
献
度
は
驚
異
的
で
す
。

　

安
房
医
師
会
歴
代
役
員
の
一

覧
を
見
ま
す
と
、
昭
和
59
年
よ

り
平
成
12
年
ま
で
16
年
間
、
二

連
球
の
よ
う
に
「
青
木
謹
」
の

下
に
「
原
久
彌
」
の
名
前
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
縁

は
深
く
、
大
学
は
私
の
２
年
後

輩
（
原
：
昭
和
34
年
卒
、
青

木
：
昭
和
36
年
卒
）
で
す
が
、

医
師
会
で
は
先
輩
に
あ
た
り
、

医
師
会
会
長
に
就
任
し
た
あ
と

は
副
会
長
と
し
て
補
佐
役
を
務

め
て
お
り
ま
し
た
。
青
木
先
生

の
人
脈
の
深
さ
と
広
さ
に
つ
い

ゐ の は な 同 窓 会 報

坂
田
早
苗
先
生
を
偲
ぶ

　

十　

川　

康　

弘
（
昭
55
）

故 

青
木  

謹
先
生
を
偲
ん
で

　

白　

澤　
　
　

浩
（
昭
57
）

安
房
医
師
会
よ
り

青
木　

謹
先
生
を
弔

と
む
ら

う

　

原　
　
　

久　

彌
（
昭
34
）
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そ
の
よ
う
な
多
く
の
功
績
に

埋
め
尽
く
さ
れ
た
よ
う
な
青
木

先
生
で
す
が
、
私
に
対
し
て
は
、

ふ
と
悩
み
を
漏
ら
す
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
に
ち
ら
り
と

顔
を
合
わ
せ
た
と
き
、
今
度
、

ゆ
っ
く
り
酒
を
飲
み
な
が
ら
聴

い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
」

と
わ
ず
か
に
寂
し
そ
う
な
、
訴

え
る
よ
う
な
表
情
で
語
っ
て
い

た
の
が
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
実
現

し
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
、
申
し
訳
な
く
心
残
り

で
す
。

　

明
る
く
、
何
事
に
も
、
よ
り

良
い
も
の
に
築
こ
う
と
す
る
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
溢
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
明
る
い
裏
に

何
か
、
淋
し
さ
を
感
ず
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
を
誰
よ
り
も
頼
り
に
し

て
い
た
青
木
先
生
。

　

安
ら
か
な
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

青
木
先
生
の
尽
力
が
大
き
か
っ

た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
平
成
12
年
６
月
、

念
願
の
新
医
師
会
病
院
が
完
成
、

そ
の
開
院
式
の
晴
れ
舞
台
で
青

木
先
生
は
最
高
に
輝
い
て
お
り

ま
し
た
。

　
〔
表
彰
〕
あ
ま
り
に
も
沢
山
あ

り
ま
す
。
最
も
大
き
い
も
の
は

平
成
27
年
の
「
旭
日
双
光
章
」

で
す
。
保
健
衛
生
功
労
と
し
て

晴
れ
や
か
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
昭
和
58
年
の
千
葉
県

国
民
健
康
保
険
連
合
会
表
彰

に
始
ま
り
、
千
葉
県
知
事
表
彰

（
平
成
４
年
）、
千
葉
県
医
師
会

長
表
彰
（
平
成
14
年
）、
千
葉

労
働
局
長
表
彰
（
平
成
14
年
）、

千
葉
県
知
事
表
彰
（
平
成
14

年
）、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
平

成
18
年
）、
読
売
新
聞
社
表
彰

（
平
成
20
年
）、
千
葉
県
学
校
健

康
教
育
功
労
者
表
彰
（
平
成
21

年
）
な
ど
で
す
。

び
意
見
を
戦
わ
せ
た
当
時
の
熱

気
を
思
い
出
し
ま
す
と
、
体
が

熱
く
な
る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
よ

う
な
会
議
を
企
画
し
、
議
長
と

し
て
進
行
さ
せ
た
の
が
青
木
先

生
で
し
た
。
青
木
先
生
が
最
も

輝
い
て
い
た
と
き
で
す
。
更
に
、

そ
の
検
診
の
分
析
結
果
を
青
木

先
生
は
何
回
も
関
東
農
村
医
学

会
に
報
告
し
、
そ
こ
で
多
く
の

業
績
か
ら
平
成
６
年
に
は
関
東

農
村
医
学
会
、
平
成
13
年
か
ら

は
日
本
農
村
医
学
会
の
評
議
員

に
就
任
し
て
お
り
ま
す
。

　
〔
救
急
医
療
と
新
安
房
医
師

会
病
院
開
設
〕
当
時
安
房
地
域

の
救
急
医
療
は
不
備
で
あ
り
、

医
師
会
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い

た
「
夜
間
急
病
診
療
所
」
で
開

業
し
て
い
る
会
員
が
輪
番
制
で

細
々
と
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
真
に
救
急
治
療
が
必
要
な

重
症
は
鴨
川
の
亀
田
総
合
病
院

ま
で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

館
山
市
を
初
め
、
安
房
の
各
自

治
体
と
し
て
は
な
ん
と
し
て
も

24
時
間
対
応
の
病
院
を
求
め
て

お
り
ま
し
た
。
昭
和
60
年
代
か

ら
新
し
い
医
師
会
病
院
の
建
設

が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

膨
大
な
資
金
を
集
め
る
こ
と
が

問
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、
３
６

５
日
、
24
時
間
対
応
の
地
域
拠

点
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
を
各

自
治
体
に
ア
ピ
ー
ル
、
資
金
の

援
助
を
得
て
完
成
に
漕
ぎ
着
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の

交
渉
の
段
階
で
人
脈
の
広
い
、

し
た
。

　
〔
安
房
医
師
会
病
院
の
運
営
〕

続
い
て
昭
和
59
年
、
安
房
医
師

会
病
院
管
理
部
長
に
就
任
、
経

営
が
難
し
か
っ
た
医
師
会
病
院

の
管
理
、
経
営
を
担
当
、
当
時
、

人
事
権
を
握
っ
て
い
た
大
学
教

授
へ
の
人
脈
を
生
か
し
て
医
員

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
医
師
が
常
勤
医
と

な
り
、
大
学
病
院
と
直
結
、
病

院
の
質
が
飛
躍
的
に
向
上
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
頃
が
最
も
医

師
会
病
院
が
輝
い
て
い
た
時
で
、

院
内
ス
タ
ッ
フ
の
他
、
医
師
会

員
を
対
象
に
し
た
研
究
会
、
勉

強
会
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
〔
検
診
事
業
〕
昭
和
63
年
か

ら
、
地
域
医
療
担
当
に
な
り
広

い
人
脈
を
い
か
し
た
精
度
の
高

い
医
師
会
主
導
型
の
検
診
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
、
安
房
に
は
11
の

市
町
村
が
あ
り
、
昭
和
43
年
の

胃
検
診
よ
り
始
ま
っ
た
検
診
は

自
治
体
と
緊
密
な
連
携
の
も
と

に
総
合
検
診
と
な
り
、
年
々
受

診
者
が
増
加
、
国
の
検
診
事
業

の
モ
デ
ル
に
な
る
ま
で
発
展
い

た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
年
、

住
民
健
診
会
議
と
し
て
、
何
人

か
の
千
葉
大
学
教
授
、
医
師
会

の
担
当
、
11
市
町
村
の
担
当
、

保
健
所
、
結
核
予
防
会
な
ど
が

一
堂
に
会
し
、
検
診
の
結
果
と

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
学
教
授
が
ず
ら
り
と
居
並

て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昔
、
ま
だ
天
皇
の
よ
う
な
存
在

で
あ
っ
た
教
授
へ
、
年
２
回
挨

拶
伺
い
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
医
師
会
病
院
医
師
派
遣
の

継
続
を
維
持
さ
せ
る
た
め
で
し

た
。
青
木
先
生
は
、
教
授
に
対

し
て
も
、
先
輩
の
よ
う
な
屈
託

の
な
い
明
け
広
げ
の
大
き
な
声

で
語
り
か
け
、
気
難
し
い
教
授

も
そ
の
勢
い
に
引
き
込
ま
れ
る

よ
う
で
し
た
。
な
ん
と
も
言
え

な
い
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
塊

の
よ
う
で
し
た
。

　

思
っ
た
こ
と
は
、
即
、
大
声

で
し
ゃ
べ
り
出
す
の
で
、
誤
解

と
非
難
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
天
真
爛

漫
、
正
直
で
あ
っ
た
た
め
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

青
木
先
生
の
医
師
会
で
の
主

な
業
績
を
記
し
ま
す
。

　
〔
広
報
〕
安
房
医
師
会
で
の

青
木
先
生
の
初
め
て
の
理
事
担

当
は
広
報
で
し
た
。
そ
の
時
か

ら
安
房
医
師
会
広
報
誌
に
対
す

る
思
い
は
深
く
、
亡
く
な
る
今

年
ま
で
実
に
40
年
、
編
集
委
員

を
務
め
て
い
た
こ
と
は
、
驚
嘆

に
値
し
ま
す
。
広
報
発
行
に
執

念
を
燃
や
し
て
い
た
こ
と
が
判

り
ま
す
。
そ
の
間
、
内
容
が
向

上
し
た
こ
と
は
勿
論
で
す
。

　

ま
た
青
木
先
生
は
、
千
葉
大

学
医
学
部
同
窓
会
会
報
「
ゐ
の

は
な
」
の
編
集
委
員
で
も
あ
り
、

「
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
会
誌
」

の
編
集
に
も
携
わ
っ
て
お
り
ま

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

中
村　

精
岳
（
昭
和
大
・
昭
60
）

　

病
院
長
（
副
病
院
長
）

杉
森　

邦
夫
（
昭
60
）

　

 

副
病
院
長
（
医
療
局
診
療
部

長
）

田
永　

幸
正
（
平
９
）

　

 

医
療
局
診
療
部
循
環
器
科
部

長
（
主
任
医
長
）

藤
沼　

好
克
（
平
15
）

　

 

主
任
医
長
（
君
津
中
央
病
院

脳
神
経
内
科
部
長
）

佐
原
病
院

三
方
林
太
郎
（
平
11
）

　

 

医
療
局
診
療
部
内
科
部
長

（
新
採
）

押
田　

成
人
（
熊
本
大
医
・
平
14
）

　

主
任
医
長
（
新
採
）

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

石
川　

真
紀
（
平
12
）

　

技
監
（
次
長
）

千
葉
県
職
員
よ
り
退
職

星
岡　
　

明
（
昭
58
）

　

病
院
局
こ
ど
も
病
院
長

岡
嶋　

良
知
（
昭
58
）

　

 

病
院
局
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

病
院
長

大
野
由
記
子
（
東
北
大
・
昭
57
）

　

 

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

（
兼
）
香
取
保
健
所
長

古
口　

徳
雄
（
昭
60
）

　

 

病
院
局
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

副
病
院
長

田
中　

武
継
（
滋
賀
医
大
・
昭
59
）

　

病
院
局
佐
原
病
院
副
病
院
長

石
川　

隆
尉
（
昭
56
）

　

 

病
院
局
が
ん
セ
ン
タ
ー
医
療

局
診
療
部
長

病
院
局

が
ん
セ
ン
タ
ー

山
本　

尚
人
（
三
重
大
・
昭
60
）

　

 

医
療
局
診
療
部
長
（
医
療
局

診
療
部
乳
腺
外
科
部
長
）

中
村　

力
也

　

 

医
療
局
診
療
部
乳
腺
外
科
部

長
（
主
任
医
長
）

櫻
井　

利
興
（
平
18
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

德
元　

秀
樹
（
金
沢
大
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

稲
葉　
　

晋
（
秋
田
大
・
平
８
）

　

 

医
療
局
長
（
医
療
局
診
療
部

麻
酔
科
部
長
）

佐
野　

雅
則
（
平
７
）

　

 

医
療
局
診
療
部
循
環
器
治
療

科
部
長
（
主
任
医
長
）

鈴
木　

浩
二
（
札
幌
医
大
・
平
９
）

　

 

医
療
局
診
療
部
神
経
系
治
療

科
部
長
（
主
任
医
長
）

稲
田　

大
悟
（
琉
球
大
医
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

稲
田　
　

梓
（
琉
球
大
医
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

こ
ど
も
病
院

中
島　

弘
道
（
昭
58
）

　

病
院
長
（
副
病
院
長
）

皆
川　

真
規
（
平
元
）

　

副
病
院
長
（
医
療
局
長
）

數
川　

逸
郎
（
平
15
）

　

 

医
療
局
診
療
部
長
（
医
療
局

診
療
部
内
分
泌
科
部
長
）

中
田　

光
政
（
平
12
）

　

主
任
医
長
（
新
採
）

人 事 異 動ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
県
職
員
人
事
異
動

同
窓
会
員
の
ご
逝
去
に
際
し
、

弔
文
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
同
窓
会
本
部
へ
原
稿
を

お
送
り
下
さ
い
。
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た
と
は
三
島
由
紀
夫
と
い
う

の
は
凄
い
人
で
す
。

　

し
か
し
、
当
直
し
て
い
た

日
赤
病
院
の
夜
間
外
来
の
片

隅
か
ら
世
界
の
教
科
書
に
そ

の
名
前
を
刻
む
病
気
を
見
つ

け
出
し
て
国
際
的
に
認
め
さ

せ
た
川
崎
富
作
先
生
は
そ
れ

以
上
に
凄
い
人
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
川
崎
先
生
は

１
９
８
９
年
度
の
朝
日
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
そ
の
と

き
文
学
部
門
で
こ
の
賞
を
受

賞
し
た
の
が
松
本
清
張
で
す
。

受
賞
式
の
あ
と
川
崎
先
生
の

家
族
全
員
で
松
本
清
張
を
囲

ん
だ
写
真
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
写
真
で
も
川
崎
先
生
の
笑

顔
に
は
磁
石
の
よ
う
に
人
を

引
き
寄
せ
る
力
が
備
わ
っ
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

し
た
。

　

三
島
由
紀
夫
の
検
死
を
行
っ

た
の
は
千
葉
大
学
の
医
学
進
学

課
程
か
ら
慶
應
大
学
に
進
み
、

後
に
同
大
学
の
法
医
学
教
授
を

務
め
た
柳
田
純
一
先
生
で
す
が
、

左
か
ら
右
へ
真
一
文
字
に
引
か

れ
た
刃
は
腹
部
大
動
脈
を
見
事

に
断
ち
切
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
と
き
の
三
島
由
紀
夫
の
心

に
は
、
い
さ
さ
か
の
躊
躇
い
も

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

つ
ぶ
ら
さ
ん
は
そ
の
日
の
夕

方
に
学
校
か
ら
帰
宅
し
、「
紀

子
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
が
大
変

な
こ
と
に
な
っ
た
」
と
母
親
か

ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
決
行
に
先
立
っ
て
三
島

由
紀
夫
は
家
族
に
何
も
告
げ
て

い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

家
族
に
さ
え
何
の
気
配
も
悟
ら

れ
ず
に
あ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し

が
起
こ
っ
た
日
な
の
で
記
憶
に

栞
（
し
お
り
）
が
挟
ま
れ
て
い

る
方
も
居
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
朝
か
ら
川
崎
富

作
先
生
の
奥
様
と
三
島
由
紀
夫

の
夫
人
瑤
子
さ
ん
は
同
じ
ク
ラ

ブ
の
同
じ
場
所
で
乗
馬
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
で
、
瑤
子
夫
人
が
「
主
人

と
連
絡
が
つ
か
な
い
」
と
言
っ

た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
と
き
三

島
由
紀
夫
は
陸
上
自
衛
隊
市
ヶ

谷
駐
屯
地
（
現
在
の
防
衛
省

市
ヶ
谷
庁
舎
）
に
自
ら
が
主
宰

す
る
楯
の
会
の
メ
ン
バ
ー
４
名

と
乗
り
込
み
、
自
衛
隊
員
達
に

向
か
っ
て
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
「
男

一
匹
が
命
を
懸
け
て
諸
君
に
訴

え
て
い
る
。
聞
け
」
と
絞
り
出

す
よ
う
な
声
で
演
説
を
し
て
い

た
の
で
す
。
そ
の
場
で
聞
い
て

い
た
人
は
ど
う
思
っ
て
聞
い
た

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は

実
際
に
命
を
懸
け
た
演
説
で
し

た
。
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
室
内
に

戻
っ
た
三
島
由
紀
夫
は
そ
の
場

で
割
腹
自
殺
し
ま
し
た
。
楯
の

会
の
25
歳
の
森
田
必
勝
が
介
錯

を
務
め
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

あ
っ
た
作
法
通
り
に
、
腹
を
切

る
と
同
時
に
三
島
由
紀
夫
の
首

を
銘
刀
『
関
の
孫
六
』
で
斬
り

落
と
し
、
そ
の
三
島
由
紀
夫
の

遺
体
の
脇
で
森
田
必
勝
も
切
腹

し
て
22
歳
の
小
賀
正
義
が
介
錯

し
て
そ
の
首
を
斬
り
落
と
し
ま

ん
で
し
た
。
私
の
手
元
に
は
馬

に
乗
っ
た
お
二
人
が
並
ん
で

写
っ
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
競
技
会
の
会
場
で
撮
影

し
た
も
の
で
す
が
、
鞍
の
上
の

つ
ぶ
ら
さ
ん
は
ま
だ
あ
ど
け
な

さ
が
残
る
顔
立
ち
で
す
。

　

日
本
馬
術
振
興
会
の
乗
馬
教

室
は
１
年
に
１
回
遠
乗
り
会
を

開
催
し
て
い
て
、
三
島
由
紀
夫

も
馬
に
乗
っ
て
家
族
と
一
緒
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、
川
崎

先
生
ご
自
身
は
馬
に
乗
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
遠
乗
り
会
の
野

外
の
食
事
に
参
加
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
川
崎
先
生
の
幼
い
息
子

さ
ん
が
持
っ
て
い
る
自
転
車
を

見
て
、
三
島
由
紀
夫
の
息
子
の

威
一
郎
さ
ん
が
、「
ぼ
く
も
あ

れ
が
欲
し
い
」
と
ネ
ダ
リ
、
三

島
由
紀
夫
が
す
ぐ
に
買
っ
て
あ

げ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は

私
が
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
作

家
三
島
由
紀
夫
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
全
く
別
の
、
平
凡
な
子
煩
悩

な
父
親
の
顔
を
持
つ
三
島
由
紀

夫
で
し
た
。

　

三
島
由
紀
夫
が
生
ま
れ
た
の

は
１
９
２
５
年
１
月
14
日
、
川

崎
先
生
の
誕
生
は
同
年
の
２
月

７
日
で
す
か
ら
両
者
は
１
カ
月

も
違
わ
ず
、
こ
の
２
人
は
将
に

同
年
齢
の
父
親
で
し
た
。

　

昭
和
45
年
11
月
25
日
と
い
う

日
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
事
件

し
ょ
う
。

　

川
崎
先
生
の
次
女
の
つ
ぶ
ら

さ
ん
が
、
そ
の
貴
重
な
秘
話
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

川
崎
先
生
の
奥
様
と
お
嬢
さ

ん
は
日
本
馬
術
振
興
会
の
乗
馬

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
乗
馬
の

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
お
い
で
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
三
島
由
紀

夫
の
夫
人
と
お
嬢
さ
ん
も
同
じ

ク
ラ
ブ
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て

い
た
乗
馬
仲
間
で
、
川
崎
先
生

の
禮
子
夫
人
は
三
島
由
紀
夫
の

家
に
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
三

島
由
紀
夫
と
い
う
名
前
は
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
本
名
は
平
岡
公
威

（
ひ
ら
お
か
・
き
み
た
け
）
で

す
か
ら
、
夫
人
は
平
岡
瑤
子
、

お
嬢
さ
ん
は
平
岡
紀
子
で
す
。

つ
ぶ
ら
さ
ん
は
幼
稚
園
時
代
か

ら
乗
馬
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
始

め
、
そ
の
後
も
続
け
て
い
た
の

で
な
か
な
か
の
腕
前
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
大
会
で
２
位
に

入
賞
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
と
き
の
１
位
は
三
島

由
紀
夫
の
お
嬢
さ
ん
の
紀
子
さ

　

医
学
の
教
科
書
を
開
い
て

み
る
と
人
の
名
前
を
冠
し
た

病
名
が
幾
つ
も
載
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
日
本
人
の

名
が
付
い
た
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
分
野
の
専
門
家

以
外
の
一
般
人
で
誰
で
も
が

知
っ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て

み
な
さ
い
と
言
わ
れ
る
と
即

座
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
で
誰
で
も
知
っ
て

い
る
の
が
川
崎
病
で
し
ょ
う
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
こ
の
病
気
の

名
前
を
一
度
も
見
た
こ
と
が
な

い
人
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

　

川
崎
病
を
最
初
に
報
告
し

て
独
立
し
た
疾
患
と
し
て
確

立
し
た
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会

員
の
川
崎
富
作
先
生
に
関
し

て
は
、
１
例
目
の
患
者
の
発

見
か
ら
、
そ
の
後
に
欧
米
の

教
科
書
に
病
名
が
載
っ
て
世

界
中
に
研
究
が
広
が
る
ま
で

の
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

様
々
な
処
に
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
三
島
由
紀
夫
や
松
本

清
張
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
で

ゐ の は な 同 窓 会 報

　

川
崎
富
作
先
生
と

　
　
　

�
三
島
由
紀
夫
・
松
本
清
張　

 

都
み
や
こ　

川が
わ　

流
り
ゅ
う　

花か

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
同
窓
会
員
）
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研
究
で
は
薬
剤
に
よ
り
細
胞
内

のSE
T

D
1A

を
分
解
可
能
な

モ
デ
ル
を
用
い
て
、
遺
伝
子
発

現
解
析
を
行
う
こ
と
で
標
的
遺

伝
子
の
同
定
を
行
い
、
エ
ピ
ゲ

ノ
ム
修
飾
及
びR

N
A

ポ
リ
メ

ラ
ー
ゼ
Ⅱ
修
飾
を
解
析
す
る
こ

と
で
転
写
制
御
機
構
の
解
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

私
は
２
年
次
よ
り
分
子
腫
瘍

学
教
室
で
研
究
や
論
文
抄
読
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
回
の
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
そ
の

成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て

大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

日
頃
の
活
動
で
は
実
験
手
技
や

解
析
手
法
の
み
な
ら
ず
、
ど
の

よ
う
な
視
点
で
考
え
る
か
、
あ

る
い
は
如
何
に
そ
れ
を
人
に
伝

え
る
か
と
い
っ
た
研
究
者
と
し

て
の
思
考
も
含
ん
だ
非
常
に
充

実
し
た
内
容
の
ご
指
導
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
臨
床
医
で
も

研
究
マ
イ
ン
ド
が
求
め
ら
れ
る

昨
今
、
こ
の
よ
う
に
基
礎
研
究

の
最
前
線
を
体
感
し
、
多
く
の

こ
と
を
学
べ
る
機
会
を
大
切
に

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
も

研
究
活
動
を
継
続
し
、
基
礎
と

臨
床
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
備

え
た
医
療
者
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
本
賞
受
賞
に
あ
た
り
、

金
田
篤
志
教
授
、
星
居
孝
之
講

師
を
は
じ
め
分
子
腫
瘍
学
教
室

の
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

こ
の
度
の
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に

つ
き
ま
し
て
、
開
催
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

同
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
本
賞
受
賞
に
あ
た
り
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
田
中

知
明
教
授
、
横
山
真
隆
助
教
を

は
じ
め
分
子
病
態
解
析
学
教
室

の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

治
療
戦
略
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
分
子
病
態
解
析
学

教
室
に
て
、
抄
読
会
・
研
究
に

参
加
し
、
論
文
の
読
み
方
か
ら
、

実
験
手
法
、
実
験
デ
ー
タ
の
解

析
方
法
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
先
生
方
の
研
究
に
打
ち
込

む
熱
心
か
つ
真
摯
な
姿
勢
に
は

ま
だ
ま
だ
及
び
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
医
学
研
究
の
一
端
を
担
え

る
一
人
前
の
研
究
者
に
な
れ
る

　

最
後
は
徳
久
前
学
長
の
座
長

に
よ
る
、
平
野
俊
夫
先
生
（
国

立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技

術
開
発
機
構
理
事
長
）
の
特
別

講
演
で
し
た
。IL

-6

を
発
見

さ
れ
た
こ
と
で
著
名
な
先
生
で

す
が
、
そ
の
多
難
な
研
究
過
程

や
研
究
へ
の
熱
意
は
多
く
の
学

生
の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。

　

松
原
久
裕
医
学
部
長
の
講
評
、

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
賞
・
千
葉
医

学
会
奨
励
賞
授
与
、
吉
原
俊
雄

同
窓
会
長
か
ら
の
ゐ
の
は
な
同

窓
会
長
賞
の
表
彰
が
続
き
ま
し

た
。
ま
た
、３
年
次
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
の
中
か
ら
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ

プ
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

の
よ
う
に
伝
え
る
か
」
と
い
う

面
で
も
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
研
究
室
紹
介
は
、
小
児
病

態
学
濱
田
洋
通
教
授
、
公
衆
衛

生
学
尾
内
善
広
教
授
の
講
演
で

し
た
。
特
に
と
も
に
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
川
崎
病
に
関
し
て

は
、
臨
床
・
基
礎
両
面
か
ら
掘

り
下
げ
た
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
２
月
３
日
に
、
ゐ

の
は
な
記
念
講
堂
とZ

oom

と

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
第
15

回
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、

医
学
部
生
の
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン

ド
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
研
究
室
配
属
）
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
学
生
の

研
究
発
表
に
加

え
て
、
研
究
室
紹

介
、
特
別
講
演
が

有
志
の
学
生
事
務

局
員
の
手
に
よ
り

運
営
・
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
学
生

３
７
８
名
、
教

員
・
来
賓
等
28
名

で
、
学
生
座
長
の

司
会
で
行
わ
れ
た

学
生
発
表
は
、
研

究
内
容
の
深
さ
ば

か
り
で
な
く
「
ど

　

そ
の
制
御
機
構
に
関
し
て
、

共
同
研
究
者
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
のC

arol Prives

ら
は
、

p53

抑
制
分
子
で
あ
るM

D
M
2

が
、
が
ん
細
胞
に
お
い
てp53

非
依
存
的
に
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス

を
制
御
し
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
詳

細
な
制
御
機
構
は
十
分
に
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
研
究
で
は
、
そ
の
解
明
を

目
的
と
し
て
ノ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
に
よ
る
網
羅

的
解
析
を
行
い
、M

D
M
2

に

よ
る
脂
質
合
成
経
路
を
介
し
た

C
oQ
10

機
能
調
節
と
い
う
新

た
な
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
制
御
機

構
を
報
告
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
機
能
に
関
わ
るM

D
M
2

の
標
的
分
子
に
つ
い
て
よ
り
詳

細
な
解
析
を
行
う
と
と
も
に
、

フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
に
よ
る
が
ん

の
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
及
び
新
規

　

こ
の
度
、
第
15
回
ち
ば
Ｂ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
（B

asic &
 C

linical 
R

esearch C
onference

）
に

て
最
優
秀
賞
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
会
で
は
、「
プ
ロ
テ
オ
ミ

ク
ス
に
よ
るM

D
M
2

が
制
御

す
る
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
の
分
子

基
盤
の
探
索
」
に
つ
い
て
発
表

い
た
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
は
、
鉄
依

存
的
な
過
酸
化
脂
質
の
蓄
積
に

よ
っ
て
起
こ
る
細
胞
死
現
象
で

あ
り
、
が
ん
、
神
経
変
性
疾
患
、

虚
血
性
疾
患
な
ど
様
々
な
疾
患

病
態
に
関
与
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
「
急
性
骨
髄
性
白

血
病
に
お
け
る
ヒ
ス
ト
ン
メ
チ

ル
化
酵
素
を
介
し
た
新
規
転
写

機
構
の
解
明
」
に
つ
い
て
発
表

い
た
し
ま
し
た
。
急
性
骨
髄
性

白
血
病
の
中
で
も
予
後
不
良
な

種
類
と
し
て
知
ら
れ
るM

L
L

再
構
成
型
急
性
骨
髄
性
白
血
病

で
は
ヒ
ス
ト
ン
メ
チ
ル
化
酵
素

SE
T

D
1A

が
白
血
病
細
胞
の

生
存
に
必
須
な
こ
と
が
先
行
研

究
に
よ
り
分
か
っ
て
い
ま
す
。

SE
T

D
1A

はD
N

A

修
復
関

連
遺
伝
子
の
転
写
活
性
に
関
わ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
他
の
標
的
遺
伝
子
や

具
体
的
な
転
写
制
御
機
構
に
つ

い
て
詳
細
は
不
明
で
し
た
。
本

　

こ
の
度
、
第
15
回
ち
ば
Ｂ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
（B

asic &
 C

linical 
R

esearch C
onference

）
に

お
い
て
最
優
秀
賞
を
賜
り
ま
し

た
。
日
頃
の
研
究
活
動
に
大
き

な
評
価
を
い
た
だ
き
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
に
よ
り
例

年
と
は
異
な
る
状
況
の
中
で
同

会
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

学
内
情
報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
15
回

　

ち
ばBasic and Clinical R

esearch
  

Conference

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
副
会
長　

白　

澤　
　
　

浩
（
昭
57
）

第
15
回　

ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

　

医
学
部
６
年　

古　

木　

直　

人

第
15
回
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ　

 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

　

医
学
部
５
年　

菊　

地　

創　

太
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る
、
３
年
後
に
は
千
葉
大
学
医

学
部
は
開
設
１
５
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
千
葉
医
学C

h
iba 

M
edicine

の
伝
統
は
「
す
ぐ

れ
た
臨
床
医
の
輩
出
」
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
優
れ
た
基
礎
医

学
系
教
室
と
臨
床
医
学
系
教
室

の
垣
根
を
超
え
た
協
力
に
よ
り
、

臨
床
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い

る
の
が
本
学
の
特
徴
で
す
。
旧

病
院
の
あ
る
教
室
に
は
戦
後
米

軍
の
医
師
、
日
本
中
、
そ
し
て

世
界
中
か
ら
多
く
の
手
術
見
学

者
が
訪
れ
た
歴
史
・
記
録
写
真

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
将
来
、
臨
床
医
、

研
究
者
、
教
育
職
あ
る
い
は
医

療
行
政
に
関
わ
る
す
ば
ら
し
い

医
師
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、

私
の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

「
千
葉
市
の
悪
疫
地
獄
」
と
あ

り
、
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
ジ
フ

テ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、

旧
病
院
が
千
葉
市
、
千
葉
県
の

治
療
の
要
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

歴
史
的
な
こ
の
建
物
は
閉
館

と
な
り
、
学
生
の
み
な
さ
ん
は

新
し
く
建
設
さ
れ
た
医
学
部
棟

で
さ
ら
に
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。

新
し
い
病
院
施
設
、
す
ば
ら
し

いIC
U

、
放
射
線
施
設
で
の
実

習
も
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
現
在
の
状
況
は
「
悪
疫
地

獄
」
と
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
新
し
い
施
設
の
完
成

と
合
わ
せC
O

V
ID

-19

（
新

型
コ
ロ
ナ
）
感
染
症
と
い
う
未

曽
有
の
感
染
症
に
見
舞
わ
れ
た

こ
と
、
ま
さ
に
歴
史
は
繰
り
返

す
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
研
修
生
活
に
入

N
H

K

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制

作
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
共
に
、

旧
病
院
を
中
心
に
医
学
部
に
関

わ
る
資
料
収
集
、
撮
影
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
病
院
の
歴
史
の
一
旦
を
述
べ

ま
す
と
、
昭
和
11
年
竣
工
、
12

年
に
開
業
し
た
旧
病
院
は
、
部

屋
の
数
８
２
３
で
あ
り
、
当
時

東
洋
一
の
病
院
と
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
的
な
軍
縮
の
中
、
軍
事
費

の
一
部
が
病
院
建
設
に
回
っ
た
と

も
言
わ
れ
、
当
時
と
し
て
は
豪

華
な
外
国
製
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

や
種
々
の
色
彩
の
タ
イ
ル
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代

は
無
意
識
に
足
を
踏
み
入
れ
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
末
の

閉
館
と
な
る
時
に
な
っ
て
初
め

て
そ
の
歴
史
的
意
義
を
認
識
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
竣
工
当
時
の
新
聞

を
ひ
も
と
く
と
、
見
出
し
に
は

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
を
代
表
し

て
、
白
衣
式
に
臨
ま
れ
る
学
生

の
皆
さ
ん
に
一
言
お
祝
い
を
述

べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

白
衣
式
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
先
生
方
か
ら
基
礎
医
学
・
臨

床
医
学
を
学
び
身
に
着
け
た
知

識
を
活
か
し
て
、
病
院
の
臨
床

実
習
に
入
る
一
つ
の
大
き
な
節

目
と
な
り
ま
す
。
病
院
に
お
け

る
実
際
の
診
療
活
動
を
経
験
し
、

患
者
さ
ん
と
も
直
接
接
す
る
機

会
が
始
ま
り
ま
す
。
つ
ま
り
将

来
の
優
れ
た
医
師
、
研
究
者
に

な
る
た
め
の
助
走
期
間
と
も
言

え
ま
す
。
本
日
は
皆
さ
ん
と
ご

参
集
い
た
だ
い
た
ご
家
族
の
皆

様
に
、
同
窓
会
と
し
て
現
在
進

行
し
て
い
る
事
業
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
旧
医
学
部

棟
（
私
た
ち
の
世
代
は
旧
病

院
）
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
将

来
の
発
展
の
礎
と
す
る
た
め
、

試 験 日　令和４年２月５日（土）
　　　　　　　　　　　６日（日）

合格発表　令和４年３月16日（水）

受 験 者　124名（新卒者　117名）

合 格 者　119名　合格率　96.7％
　　　　　（新卒者　117名　合格率97.4％）

　　　　　参考　国立　合格者　4,916名
　　　　　　　　　　　合格率　92.2％

　　　　　　　　全国　合格者　9,222名
　　　　　　　　　　　合格率　91.7％

第116回医師国家試験成績

ゐ の は な 同 窓 会 報

【写真提供：スナップスナップ】

【写真提供：スナップスナップ】

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
12
回　

白
衣
式
祝
辞

　
　
　
　
　
　
　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長

　

吉　

原　

俊　

雄
（
昭
53
）

ご住所・ご勤務先等に変更がございましたらゐのはな同窓会
にご一報ください。

電話　（０４３）２０２－３７５０
FAX　（０４３）２０２－３７５３

e-mail：info@inohana.jp
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令 和 ４ 年 卒 業 ⽣ の 卒 後 研 修 先

１年目 ２年目 人数

成田赤十字病院 成田赤十字病院 12

成田赤十字病院 千葉大学医学部附属病院 1

松戸市立総合医療センター 松戸市立総合医療センター 9

松戸市立総合医療センター 千葉大学医学部附属病院 1

千葉ろうさい病院 千葉ろうさい病院 5

千葉ろうさい病院 千葉大学医学部附属病院 1

千葉市立青葉病院 千葉市立青葉病院 4

君津中央病院 君津中央病院 4

君津中央病院 千葉大学医学部附属病院 1

千葉医療センター 千葉医療センター 3

千葉医療センター 千葉大学医学部附属病院 1

船橋市立医療センター 船橋市立医療センター 3

千葉県済生会習志野病院 千葉県済生会習志野病院 3

静岡県立総合病院 静岡県立総合病院 3

さいたま赤十字病院 さいたま赤十字病院 2

船橋中央病院 千葉大学医学部附属病院 2

船橋中央病院 船橋中央病院 1

東京警察病院 東京警察病院 2

虎ノ門病院 虎ノ門病院 2

武蔵野赤十字病院 武蔵野赤十字病院 2

千葉中央メディカルセンター 千葉中央メディカルセンター 2

日本赤十字社医療センター 日本赤十字社医療センター 1

深谷赤十字病院 深谷赤十字病院 1

盛岡赤十字病院 盛岡赤十字病院 1

横浜市立みなと赤十字病院 横浜市立みなと赤十字病院 1

静岡済生会総合病院 静岡済生会総合病院 1

済生会横浜市東部病院 済生会横浜市東部病院 1

横浜労災病院 横浜労災病院 1

国保旭中央病院 千葉大学医学部附属病院 1

国保旭中央病院 国保旭中央病院 1

千葉大学医学部附属病院 千葉大学医学部附属病院 1

１年目 ２年目 人数

東京大学医学部附属病院 東京大学医学部附属病院 1

杏林大学医学部附属病院 杏林大学医学部附属病院 1

国際医療福祉大学熱海病院 国際医療福祉大学熱海病院 1

東京歯科大学市川総合病院 東京歯科大学市川総合病院 1

東京女子医科大学東医療センター 東京女子医科大学東医療センター 1

東京都保健医療公社大久保病院 東京都保健医療公社大久保病院 1

東京都立墨東病院 千葉大学医学部附属病院 1

東京都立駒込病院 東京都立駒込病院 1

東京都健康長寿医療センター 東京都健康長寿医療センター 1

東京都立多摩総合医療センター 東京都立多摩総合医療センター 1

茨木県立中央病院 東京大学医学部附属病院 1

岐阜県立多治見病院 岐阜県立多治見病院 1

千葉県立病院群 千葉県立病院群 1

富山県立中央病院 富山県立中央病院 1

青梅市立総合病院 青梅市立総合病院 1

川崎市立井田病院 川崎市立井田病院 1

さいたま市立病院 さいたま市立病院 1

公立富岡総合病院 公立富岡総合病院 1

八戸市立市民病院 八戸市立市民病院 1

東京ベイ・浦安市川医療センター 東京ベイ・浦安市川医療センター 1

永寿総合病院 永寿総合病院 1

亀田総合病院 亀田総合病院 1

関東中央病院 関東中央病院 1

熊谷総合病院 千葉大学医学部附属病院 1

湘南鎌倉総合病院 湘南鎌倉総合病院 1

立川相互病院 立川相互病院 1

手稲渓仁会病院 手稲渓仁会病院 1

東京逓信病院 水戸協同病院 1

水戸協同病院 横浜南共済病院 1

横浜南共済病院 東京逓信病院 1
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千葉県ゐのはな会
令和４年３月　第22号

神奈川ゐのはな会
令和４年　32号



第 189 号 著 書 紹 介 （ 28 ）

地
に
於
い
て
の
人
命
尊
重
態
度

を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
誠

に
幸
い
と
思
い
、
敢
て
、
ペ
ン

を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

（
混
成
第
二
旅
団
野
戦
病
院

１
〜
３
頁
よ
り
転
載
）

た
。

　

20
年
目
を
迎
え
た
頃
、
大
村

恵
昭
氏
発
明
の
「
オ
ー
リ
ン
グ

テ
ス
ト
」
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
り
、
原
因
の
診
断
が
容
易
に

な
っ
た
が
、
再
発
の
反
復
は
変

わ
ら
ず
、
再
発
を
起
こ
さ
な
い

新
た
な
治
療
法
の
開
発
が
必
要

に
な
っ
た
。

　

２
０
１
８
年
に
数
年
来
の
腰

痛
の
悪
化
で
４
か
月
間
の
病
休

と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
を

初
め
て
腰
を
据
え
て
見
直
す
時

間
を
得
て
、
遇
々
学
生
時
代
に

ル
ギ
ー
』
の
先
駆
者
ア
ル
バ
ー

ト
・
Ｈ
・
ロ
ー
の
論
文
で
、
原

因
不
明
の
難
治
な
患
者
す
べ
て

で
、
そ
の
原
因
が
「
食
物
」
で

あ
る
と
確
定
診
断
し
て
、
そ
の

原
因
除
去
で
治
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
間
も
な
く
勤
務
先

で
診
断
に
困
っ
た
時
に
ロ
ー
の

方
法
に
従
う
と
、
そ
の
報
告
の

通
り
に
そ
の
患
者
の
原
因
が
食

物
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
ロ
ー
の
同
僚
・

後
継
者
で
も
あ
る
セ
ロ
ン
・
Ｇ
・

ラ
ン
ド
ル
フ
の
論
文
で
、
微
量

な
化
学
物
質
に
よ
る
食
物
汚
染

も
原
因
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
こ
そ

自
分
が
求
め
て
い
た
医
学
だ
と

確
信
し
、
以
来
約
50
年
間
こ
の

「
臨
床
環
境
医
学
」
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
、
多
く
の
環
境
物
質

が
病
因
に
な
っ
て
い
て
、『
ア
レ

ル
ギ
ー
』
が
再
発
を
繰
り
返
す

理
由
も
同
様
と
考
え
る
に
至
っ

員
）
や
、
戦
地
に
於
け
る
傷
病

者
の
生
命
を
出
来
る
限
り
救
う

様
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

私
は
、
玉
砕
の
島
、
硫
黄
島

の
野
戦
病
院
の
経
験
が
、
少
し

で
も
、
諸
賢
に
赤
十
字
条
約
の

存
在
意
義
を
伝
え
、
米
軍
の
戦

に
お
い
て
も
、
捕
虜
と
し
て
扱

わ
れ
ず
、
相
手
国
の
保
護
、
援

助
の
も
と
に
傷
病
者
の
診
療
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
い

う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
万
国
赤

十
字
条
約
に
よ
っ
て
、
捕
虜
と

な
ら
ず
に
部
隊
が
救
わ
れ
る
道

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
の
で
す
。

　

次
に
現
に
戦
っ
て
い
る
相
手
、

米
軍
と
交
渉
す
る
と
い
う
当
時

の
日
本
軍
で
は
考
え
ら
れ
な
い

発
想
と
そ
の
実
行
。
こ
れ
が
成

功
し
、
部
隊
は
全
員
自
決
と
い

う
悲
劇
を
避
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
絶
体
絶
命
と
い

う
状
況
下
で
も
、
知
恵
と
実
行

力
で
名
誉
を
守
り
な
が
ら
窮
地

を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。
帝
国
陸
軍
史
上
で
も
稀
な

記
録
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

は
し
が
き
（
著
者
）

　

戦
争
は
、
残
酷
な
も
の
だ
。

非
人
道
的
な
も
の
だ
。
誰
も
が

そ
う
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
非
人
道
的
な

戦
争
の
中
に
も
、
人
道
的
な
処

置
が
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、

ど
れ
だ
け
の
人
が
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。

　

世
界
各
国
の
間
に
、
赤
十
字

条
約
が
結
ば
れ
て
い
て
、
こ
の

条
約
こ
そ
、
人
命
の
貴
さ
を
基

本
と
し
て
、
戦
争
中
に
必
要
以

上
の
殺
生
が
行
な
わ
れ
な
い
様
、

敵
対
行
為
を
せ
ぬ
者
（
非
戦
闘

籍
や
映
画
も
あ
り
ま
す
。
本
書

は
戦
闘
の
記
録
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を

受
け
ず
」
と
い
う
戦
陣
訓
は
昔

か
ら
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
大

戦
中
こ
れ
が
強
調
さ
れ
、
戦
場

で
は
死
な
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
が
固
定
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

硫
黄
島
戦
で
、
米
軍
の
攻
撃

で
日
本
軍
が
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と

な
り
玉
砕
し
た
後
も
、
地
下
壕

の
中
で
は
硫
黄
島
野
戦
病
院
は

任
務
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
玉
砕
後
１
か
月
を
過
ぎ
、

水
、
食
糧
も
尽
き
、
戦
う
べ
き

武
器
も
な
い
。
こ
の
状
況
下
に

於
い
て
、
衛
生
兵
と
い
え
ど
も

誰
一
人
、
投
降
し
、
捕
虜
と
な

る
こ
と
を
考
え
る
者
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
残
さ
れ
た
道
は
餓

死
す
る
か
自
決
す
る
こ
と
だ
け

で
し
た
。

　

こ
の
時
、
父
は
常
識
を
超
え

る
二
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
ま
ず
、
万
国
赤
十
字
条

約
が
閃
い
た
こ
と
。『
衛
生
部

隊
は
、
相
手
国
の
占
領
地
域
内

　

本
書
は
私
の
父
が
昭
和
59
年

に
自
費
出
版
し
た
も
の
で
す
。

戦
後
大
分
時
が
経
ち
ま
し
た
が
、

そ
の
後
多
く
の
方
々
か
ら
、
貴

重
な
記
録
だ
か
ら
埋
も
れ
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
と
の
お
言
葉

を
頂
き
、
今
回
正
式
な
出
版
を

い
た
し
ま
し
た
。
父
は
昭
和
９

年
の
卒
業
で
す
。

　

硫
黄
島
の
野
戦
病
院
に
は
千

葉
医
科
大
学
の
卒
業
生
が
２
名
、

そ
の
他
１
名
が
登
場
し
ま
す
。

　

古
い
話
で
す
が
、
読
み
物
と

し
て
も
面
白
い
点
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
同

窓
の
方
々
に
ご
紹
介
願
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

  
 

序
に
代
え
て

 

　

野
口　

忠
男　

　

太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
、
硫

黄
島
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
書

本
書
を
書
い
た
理
由

　

１
９
６
７
年
卒
業
、
イ
ン

タ
ー
ン
の
後
千
葉
民
医
連
の
市

川
市
民
診
療
所
に
入
職
し
、
夜

間
診
療
の
一
部
な
ど
を
担
当
し

な
が
ら
３
年
間
の
小
児
科
の
研

修
を
終
え
た
時
に
、
感
染
症

以
外
で
は
圧
倒
的
に
原
因
不
明

の
病
気
が
多
い
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
、
将
来
は
僅
か
で
も
病

因
の
解
明
に
関
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
週
に
２
日
間
の
み

で
し
た
が
１
年
間
国
立
小
児
病

院
で
ア
レ
ル
ギ
ー
の
研
修
を
受

け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
研
修

の
合
間
に
読
み
始
め
た
米
国
の

ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
雑
誌
で
す
ぐ

に
出
会
っ
た
の
が
『
食
物
ア
レ

学
ん
だ
「
唯
物
弁
証
法
」
を
思

い
出
し
、
そ
の
基
本
命
題
か
ら

「
す
べ
て
の
物
質
に
は
『
病
因
』

に
も
『
治
癒
力
』
に
も
な
る
力

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
思
い

当
た
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
『
治

癒
力
』
を
取
り
出
す
こ
と
に
成

功
し
、
多
く
の
病
気
の
新
し
い

予
防
的
治
療
を
実
現
で
き
た
と

考
え
た
。
そ
の
方
法
が
「
転
写

治
療
水
」
で
あ
り
、
そ
の
実
現

に
至
る
ま
で
の
試
行
錯
誤
の
経

験
を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ

る
。

　
「T

om
orrow

 is another 
day

」、
映
画
「
風
と
供
に
去

り
ぬ
」
で
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
が
最

後
に
云
う
有
名
な
台
詞
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
明
日
は
明
日
の
風
が

吹
く
の
か
？

　

本
書
で
は
、
そ
の
理
由
を
合

理
的
に
説
明
し
、「
明
日
は
ど

の
よ
う
な
風
が
吹
く
の
か
判
ら

な
い
事
」
が
人
生
の
様
々
な
問

題
の
解
決
の
鍵
に
な
る
事
を
伝

え
る
。

　

こ
の
記
事
を
書
く
き
っ
か
け

は
、「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
の

相
談
が
増
え
て
来
た
事
で
あ
っ

た
。
著
者
は
そ
の
よ
う
な
希
望

に
答
え
る
べ
く
、
ま
ず
「
現
実

世
界
」（
現
世
）
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
我
々
の
生
は
現

世
で
営
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
我
々
は
ど
の
よ
う
な
世
界

に
棲
ん
で
い
る
の
か
？
そ
の
解

明
に
は
「
俯
瞰
科
学
」
と
い
う

手
法
を
用
い
た
。
こ
れ
は
「
生

命
、
社
会
、
世
界
、
自
然
、
宇

宙
」
と
い
っ
た
大
き
な
テ
ー
マ

を
論
じ
る
場
合
に
は
適
切
な
総

合
科
学
で
あ
る
。

　

検
証
の
範
囲
は
拡
大
し
、
ピ

ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
の
検
討
↓
生
命

ゐ の は な 同 窓 会 報
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す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
後
ろ
に
向
か
っ
て

じ
り
じ
り
と
退
い
て
い
く
う
ち

に
、
突
き
当
た
り
に
ぶ
つ
か
り

ま
す
。
悩
み
の
限
界
点
み
た
い

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
精
神
的

に
は
開
き
直
り
の
瞬
間
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
悩

む
こ
と
に
対
し
て
少
し
物
ぐ
さ

に
な
れ
ま
す
。
発
想
を
転
換
し

て
、
人
間
は
「
悩
ん
で
当
た
り

前
」
と
考
え
て
み
る
と
、
心
の

荷
物
が
ふ
っ
と
軽
く
な
り
ま
す
。

頼
れ
る
人
に
は
頼
っ
て
、
悩
み

を
人
に
放
り
投
げ
て
し
ま
う
く

ら
い
の
気
持
ち
に
な
れ
れ
ば
い

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

初
発
か
ら
７
年
が
経
ち
、
私

も
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
残
り

の
人
生
で
今
日
が
一
番
若
い
日

で
す
の
で
、
も
う
少
し
が
ん

ば
っ
て
医
療
と
執
筆
を
や
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
本
書
は
、
同
級
生
の
泌
尿

器
科
医
、
故
・
佐
藤
直
秀
先
生

に
捧
げ
る
１
冊
で
す
。
同
窓
の

み
な
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
お
手
に

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ジ
、
代
表
的
免
疫
疾
患
の
別
に

解
説
し
て
い
ま
す
。
食
品
を
購

入
す
る
際
に
「
機
能
性
表
示
食

品
」
の
ラ
ベ
ル
を
見
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
最
後
の

10
章
は
免
疫
調
節
機
能
を
有
す

る
食
品
の
社
会
的
認
知
に
関
わ

る
制
度
と
課
題
に
つ
い
て
の
解

説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
「
事
典
」
で
あ
り
、

各
項
目
が
見
開
き
１
ペ
ー
ジ
に

の
起
源
↓
現
実
世
界
の
本
態
↓

宇
宙
大
自
然
の
解
明
と
い
っ
た

よ
う
な
過
程
を
経
て
結
局
、
現

世
の
本
体
は
「
独
自
世
界
」
で

あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

こ
れ
は
「
自
分
が
今
、
観
て
い

る
瞬
間
の
世
界
」
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
現
世
は
無
常
だ

が
こ
の
独
自
世
界
だ
け
は
実
在

す
る
と
見
な
す
。

　

中
国
の
漢
詩
に
「
前
に
故
人

を
見
ず
、
後
ろ
に
来
者
を
見
ず
」

と
言
う
句
が
あ
る
。

　

昨
日
の
出
来
事
も
明
日
の
予

定
も
全
て
が
、「
今
現
在
」
に

し
か
現
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
観
に
立
つ

と
、「
一
寸
先
」
は
闇
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
明
日
は
ど
ん
な
風

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
日

本
を
代
表
す
る
生
化
学
・
食
品

科
学
・
免
疫
学
・
医
学
の
基

礎
・
臨
床
研
究
者
が
執
筆
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
構
成
は
10
章
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
食
の
意
味
、

各
栄
養
素
の
概
論
（
１
章
）
か

ら
始
ま
り
、
食
を
受
け
入
れ
る

臓
器
で
あ
る
消
化
管
の
構
造
と

機
能
（
２
章
）、
基
本
的
な
免

疫
シ
ス
テ
ム
の
解
説
（
３
章
）、

免
疫
が
関
連
す
る
代
表
的
な
疾

患
（
４
章
）
と
進
ん
で
い
き
ま

す
。
本
書
で
特
に
興
味
深
い
の

は
５
章
で
、
近
年
非
常
に
注
目

さ
れ
て
い
る
腸
内
細
菌
叢
の
基

本
的
知
識
と
疾
患
の
関
連
に
当

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
腸
内
細
菌

は
菌
体
由
来
の
成
分
自
身
に
免

疫
調
節
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、

腸
内
細
菌
に
よ
っ
て
産
生
さ
れ

る
食
品
由
来
の
代
謝
物
が
多
様

か
つ
重
要
な
生
体
調
節
作
用
を

も
つ
こ
と
も
近
年
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
臨
床
医
に

と
っ
て
必
須
の
知
識
に
な
っ
て

き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
６
章
、
７
章
で
は

そ
れ
ぞ
れ
食
品
と
そ
の
成
分
の

免
疫
調
節
作
用
が
解
説
さ
れ
て

い
ま
す
。
８
章
で
は
食
品
の
生

体
調
節
作
用
の
評
価
方
法
を
細

胞
レ
ベ
ル
、
個
体
レ
ベ
ル
（
動

物
モ
デ
ル
）、
ヒ
ト
臨
床
試
験
ま

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
９
章
で

は
食
品
の
免
疫
調
節
作
用
を
、

細
胞
レ
ベ
ル
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

う
に
感
じ
ま
す
。
食
品
の
機
能

は
、
一
次
機
能
、
二
次
機
能
、

三
次
機
能
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

特
に
三
次
機
能
で
あ
る
生
体
調

節
作
用
の
解
明
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
免
疫
・
生

体
防
御
調
節
で
の
進
歩
は
著
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
本
食

品
免
疫
学
会
が
学
会
設
立
15
周

年
の
節
目
と
し
て
昨
年
末
に
刊

行
し
た
『
食
品
免
疫
学
事
典
』

は
食
品
免
疫
学
の
最
新
の
知
識

　

最
近
の
医
学
部
で
の
栄
養
に

つ
い
て
の
授
業
が
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
か
は
十
分
に
知

り
ま
せ
ん
が
、
近
年
、
医
学
・

医
療
に
お
け
る
栄
養
学
の
重
要

性
は
ど
ん
ど
ん
増
し
て
い
る
よ

が
吹
く
か
誰
に
も
わ
か
ら
な

い
」、
そ
れ
は
可
も
不
可
も
な

い
闇
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
を

「
対
象
の
闇
」
と
命
名
し
た
。
万

事
が
窮
し
た
場
合
で
も
、
答
え

は
必
ず
そ
の
闇
の
中
に
埋
も
れ

て
い
る
。
そ
の
対
象
に
は
人
世

の
様
々
な
問
題
の
鍵
が
隠
れ
て

い
る
。

　

そ
の
際
、
自
分
の
強
い
意
図
、

認
識
が
成
功
に
繋
が
る
。
こ
れ

を
「
心
想
事
成
」
と
い
う
。「
治

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
も

う
半
分
治
っ
て
い
る
。」（
セ
ネ

カ
）

　

本
書
の
目
的
は
、「
希
望
」
と

い
う
万
能
薬
の
処
方
を
伝
授
す

る
こ
と
で
あ
る
。

な
っ
て
お
り
、
調
べ
た
い
事
物

に
つ
い
て
の
情
報
が
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
縁
あ
っ
て
私
も
著
者
に
名
前

を
連
ね
て
い
ま
す
が
、
本
書
は

広
く
多
く
の
医
療
関
係
者
に

と
っ
て
役
立
つ
と
信
じ
て
い
ま

す
。
価
格
の
点
か
ら
個
人
で
の

購
入
が
難
し
い
場
合
で
も
各
施

設
・
職
場
に
１
冊
置
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

53
歳
と
い
う
比
較
的
若
い
年

齢
で
膀
胱
が
ん
に
罹
か
り
ま
し

た
。
こ
の
が
ん
に
は
、
毎
年
お

よ
そ
２
万
人
が
罹
患
し
、
そ
し

て
約
４
千
人
が
亡
く
な
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
早

期
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
主
治

医
か
ら
90
％
治
る
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
逆
に
言
う
と

10
％
の
確
率
で
命
を
落
と
す
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

膀
胱
が
ん
の
特
徴
は
、
時
間

的
・
空
間
（
場
所
）
的
に
多
発

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
何
度
も
再
発
し
ま
す
。
そ
し

て
再
発
す
る
た
び
に
腫
瘍
が
進

展
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

粘
膜
内
に
と
ど
ま
っ
た
膀
胱
が

ん
は
内
視
鏡
的
切
除
術
で
治
療

が
完
了
し
ま
す
が
、
わ
ず
か
数

ミ
リ
の
粘
膜
を
超
え
て
筋
層
ま

で
達
す
る
と
膀
胱
全
体
の
摘
出

術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
体
の

機
能
の
一
部
を
失
う
の
は
恐
怖

で
す
。

　

実
際
、
私
は
２
回
の
再
発
を

経
験
し
、
３
回
の
摘
出
術
を
受

け
ま
し
た
。
最
初
の
再
発
で
は

腫
瘍
は
膀
胱
内
の
７
カ
所
に
及

ん
で
い
ま
し
た
。
治
療
の
経
過

中
、
た
び
た
び
合
併
症
に
見
舞

わ
れ
、
日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん

仕
事
に
も
影
響
が
で
る
よ
う
な

痛
み
の
連
続
で
し
た
。
あ
ま
り

の
痛
み
に
「
本
に
し
て
元
を
と
っ

て
や
ら
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な

い
」
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

半
分
冗
談
で
す
が
、
結
果
と
し

て
こ
う
し
て
本
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
膀
胱
が
ん
に
罹
っ
て

何
か
得
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か

と
言
え
ば
、
な
ん
と
も
答
え
に

窮
し
ま
す
。「
医
師
は
患
者
に

な
っ
て
一
人
前
」
と
先
輩
の
医

師
か
ら
言
わ
れ
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
や
は
り
53
歳
で
が

ん
な
ど
に
は
罹
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
経
験
を
通
じ
て
、

人
間
と
は
悩
む
生
き
物
だ
と
悟

り
ま
し
た
。
私
は
闘
病
の
過
程

で
く
り
返
し
「
死
の
悩
み
」
に

苛
ま
れ
ま
し
た
。
泌
尿
器
科
の

医
師
か
ら
見
れ
ば
オ
ー
バ
ー
だ

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

患
者
は
文
字
通
り
必
死
に
な
っ

て
治
療
を
受
け
ま
す
。

　

人
と
い
う
の
は
普
段
、
前
向

き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い

ま
す
。「
い
い
仕
事
を
し
よ
う
」

と
か
「
豊
か
な
生
活
を
し
よ
う
」

と
か
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が

前
向
き
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ
る

と
き
、
病
な
ど
の
障
壁
に
ぶ
ち

当
た
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
悩
み
ま
す
。
悩
む
と
、
そ
の

悩
み
を
ど
う
や
っ
て
解
決
し
よ

う
か
と
、
い
わ
ば
後
ろ
向
き
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
は
言
っ
て
み
れ

ば
敗
戦
処
理
の
よ
う
な
も
の
で
、

疲
労
す
る
一
方
で
何
も
生
み
出

ゐ の は な 同 窓 会 報
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ウ
ン
自
体
本
来
は
聖
職
者
が
着

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
大
学
の

由
来
が
教
会
や
修
道
院
で
あ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
を
現
し
て
い

る
。
現
在
で
も
欧
米
で
は
、
大

学
の
学
位
授
与
式
や
専
門
医
資

格
授
与
式
な
ど
で
目
に
す
る
ガ

ウ
ン
で
あ
る
。

　

医
学
部
２
階
に
は
解
剖
学
博

物
館
が
あ
る
。
館
内
は
き
ち
ん

と
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

天
井
は
教
会
さ
な
が
ら
華
麗
な

絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
歴
史
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
展
示
品
に

は
今
で
は
な
か
な
か
お
目
に
か

か
れ
な
い
ワ
ッ
ク
ス
モ
デ
ル
や

キ
ュ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
（
紙
製
人

体
模
型
）
に
加
え
、
病
理
標
本

や
骨
格
標
本
が
数
多
く
展
示
さ

れ
て
い
る
。
乾
燥
さ
せ
た
骨
格

モ
デ
ル
に
は
筋
肉
が
付
着
し
た

も
の
も
あ
り
、
な
ま
な
ま
し
い
。

等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
、
全

て
の
千
葉
市
立
小
中
学
校
・
特

別
支
援
学
校
・
公
民
館
な
ど
に

寄
贈
し
ま
し
た
。
県
内
市
町
村

た
。
執
筆
順
に
、
河
内
文
雄
先

生
・
寺
嶋
毅
先
生
・
伴
俊
明
先

生
・
松
澤
康
雄
先
生
・
松
本
哲

哉
先
生
・
中
田
孝
明
先
生
・
白

澤
浩
先
生
・
岡
田
玲
緒
奈
先

生
・
森
本
浩
司
先
生
・
猪
狩
英

俊
先
生
・
竹
本
稔
先
生
で
す
。

　

記
事
は
２
０
２
１
年
10
月
21

日
か
ら
11
月
11
日
ま
で
千
葉
日

報
紙
上
に
15
回
に
わ
た
っ
て
連

載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
コ
ロ
ナ
禍
の
羅

針
盤
―
医
療
現
場
か
ら
の
情
報

提
供
と
ア
ド
バ
イ
ス
』
と
し
て

発
刊
、
七
千
冊
を
作
成
し
ま
し

た
。「
感
染
症
や
肺
の
専
門
医
の

視
点
は
も
と
よ
り
、
生
活
習
慣

病
や
精
神
科
、
小
児
、
救
急
医

療
な
ど
多
様
な
角
度
か
ら
、
著

者
ご
自
身
の
経
験
に
即
し
た
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
、
コ
ロ
ナ

に
関
す
る
信
頼
で
き
る
情
報
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
千
葉

大
学
医
学
部
附
属
病
院
・
横
手

幸
太
郎
病
院
長
に
よ
る
「
推
薦

の
こ
と
ば
」
か
ら
）

　

千
葉
県
医
師
会
・
千
葉
県
薬

剤
師
会
・
千
葉
県
看
護
協
会
・

千
葉
県
栄
養
士
会
・
千
葉
県
臨

床
検
査
技
師
会
な
ど
の
千
葉
県

内
諸
医
療
団
体
役
員
・
医
療
系

大
学
生
、
全
て
の
千
葉
県
立
高

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
習
慣
病
防

止
に
取
り
組
む
市
民
と
医
療
者

の
会
（
小
象
の
会
）
で
は
２
０

０
５
年
の
設
立
以
来
、
糖
尿
病

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

の
発
症
や
悪
化
を
防
止
す
る
た

め
の
講
演
会
、
出
前
授
業
、
広

報
誌
発
行
、
書
籍
の
発
行
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
し
て
も
、

医
療
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
、
最
新

か
つ
良
質
の
情
報
を
広
く
市
民

に
発
信
・
提
供
す
る
必
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

関
す
る
市
民
の
疑
問
や
不
安
に

応
え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
と
そ

の
後
と
を
見
据
え
た
指
針
と
な

る
記
事
が
作
り
た
い
と
、
千
葉

日
報
社
か
ら
要
請
を
受
け
ま
し

た
。
千
葉
県
立
保
健
医
療
大

学
・
龍
野
一
郎
学
長
に
ご
相
談

申
し
上
げ
て
企
画
・
編
集
し
、

千
葉
県
内
で
活
躍
す
る
専
門
家

の
先
生
方
に
ご
執
筆
戴
け
ま
し

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
担
当
課
お
よ
び
保
健
所
に
参

考
資
料
と
し
て
寄
贈
し
ま
し
た
。

欧州医学史巡り

　

フ
ラ
ン
ス
南
部
モ
ン
ペ
リ
エ

は
地
中
海
か
ら
10
㎞
ほ
ど
離
れ

て
お
り
、
薬
の
集
散
地
と
し
て

活
発
な
活
動
を
し
て
い
た
所
で

あ
る
。
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
医
学

部
は
１
２
２
０
年
ロ
ー
マ
教
皇

ホ
ノ
リ
ウ
ス
３
世
の
特
使
コ
ン

ラ
ー
ド
枢
機
卿
に
よ
り
創
設
さ

れ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
医
学
が
自
由

に
伝
来
し
た
た
め
か
、
医
学
は

13
世
紀
初
め
に
は
教
え
ら
れ
て

お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
と
な
ら
ぶ
医
学
教
育
先
駆

け
の
地
で
あ
る
。
モ
ン
ペ
リ
エ
大

学
医
学
部
の
建
物
の
前
身
は
サ

ン
ピ
エ
ー
ル
教
会
で
あ
り
、
14

世
紀
の
ア
ビ
ニ
ョ
ン
幽
囚
の
時

に
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
に
属
し

た
。
百
年
戦
争
時
代
は
治
安
が

悪
く
外
国
か
ら
の
学
生
が
モ
ン

ペ
リ
エ
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
医
学
教
育
と
し
て
当

時
か
ら
名
を
は
せ
た
大
学
で
あ

る
。

　

大
学
の
正
門
入
り
口
に
は
、

こ
の
大
学
出
身
者
で
ナ
ポ
レ
オ

ン
時
代
最
後
の
医
学
部
長
で
あ

る
バ
ル
テ
ス
や
ベ
イ
ロ
ニ
ー
の
像

が
据
え
ら
れ
て
い
る
（
写
真
）。

医
学
部
の
入
り
口
を
入
っ
て
す

ぐ
左
の
扉
を
開
け
る
と
、
学
部

長
室
に
通
じ
る
部
屋
が
い
く
つ

か
あ
る
。
最
初
の
部
屋
は
以
前

司
祭
の
居
住
区
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
更
衣
室
と
な
っ
て
お
り

ロ
ッ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

壁
に
は
多
く
の
医
学
を
教
え
る

教
員
の
肖
像
画
が
あ
る
が
、
当

時
の
学
生
に
は

教
員
を
知
る
た

め
の
手
段
で
も

あ
っ
た
。

　

面
白
い
の
は
、

内
科
医
と
外
科

医
の
違
い
で
あ

り
、diplom

a

を
も
た
な
い
外

科
医
デ
フ
ァ
ブ

ロ
ー
が
た
だ
一

人
、
赤
の
ガ
ウ

ン
を
着
ら
れ
な

い
た
め
黒
の
ガ

ウ
ン
姿
で
描
か

れ
て
い
る
。
ガ

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
よ
く
目
に

す
る
胎
児
の
奇
形
標
本
も
多
く

展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
先
天
性

水
頭
症
、
シ
ャ
ム
双
生
児
、
無

脳
児
な
ど
実
物
を
医
学
生
に
見

せ
る
の
は
教
育
上
効
果
的
と
思

わ
れ
る
。
ガ
イ
ド
の
方
の
話
で

は
、
当
時
講
義
を
担
当
し
て
い

た
ラ
ン
ケ
レ
チ
ヌ
ス
が
解
剖
の

遺
体
を
得
る
た
め
に
学
生
を
墓

場
に
行
か
せ
て
掘
り
起
こ
さ
せ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン

ス
革
命
後
、
政
府
が
衛
生
の
た

め
の
大
学
と
し
て
パ
リ
、
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
、
モ
ン
ペ
リ
エ
の

３
大
学
を
認
定
し
た
が
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学

医
学
部
訪
問
を
お
勧
め
す
る
。

＊
本
大
学
の
詳
細
は
、
日
本
医

事
新
報N

o. 4534

（
２
０
１

１
年
３
月
19
日
、
１
１
０
頁
）

を
御
一
読
願
い
ま
す
。

雑 文 雑 談

た
デ
ィ
ヴ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
は
２
０
１
７
年
に
１
０
１

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
に
６
回
の

心
臓
移
殖
を
受
け
た
と
一
部
で

報
道
さ
れ
た
。
疑
わ
し
い
。
し

ば
し
ば
世
界
陰
謀
説
の
標
的
と

な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

１
９
６
７
年
12
月
３
日
南
ア

フ
リ
カ
の
心
臓
外
科
医
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド
が
世
界

で
最
初
に
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の

心
臓
移
殖
を
行
っ
た
。
こ
の
患

者
は
術
後
18
日
目
に
亡
く
な
っ

た
。
そ
の
２
年
後
の
１
９
６
９

年
４
月
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
病
院

で
、
世
界
初
の
ヒ
ト
へ
の
完
全

人
工
心
臓
の
心
臓
置
換
手
術
が

行
わ
れ
た
。
患
者
は
術
後
に
状

態
が
悪
化
し
た
た
め
に
、
64
時

間
後
に
ヒ
ト
の
心
臓
移
殖
手
術

を
受
け
た
が
そ
の
３
日
後
に
亡

　

心
臓
移
殖　

ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ェ

リ
オ
ラ
は
米
国
の
イ
タ
リ
ア
系

マ
フ
ィ
ア
で
最
初
に
心
臓
移
殖

を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

且
て
ア
ル
・
カ
ポ
ネ
が
率
い
た

イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
の
ア
ウ
ト

フ
ィ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
ド
ン
で
あ
る
。
１
９
８

９
年
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
の
病
院
で
、
２
度
目
の
移
殖

手
術
を
受
け
て
数
週
間
後
に
亡

く
な
っ
た
。
病
院
の
公
式
発
表

で
あ
る
。
主
治
医
は
当
時
米
国

で
心
臓
外
科
の
指
導
的
立
場
に

あ
っ
た
ベ
イ
ラ
ー
大
学
々
長
の

マ
イ
ケ
ル
・
ド
ベ
イ
キ
ー
で

あ
っ
た
。

　

米
国
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

閥
の
当
主
で
チ
ェ
ー
ス
・
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
銀
行
の
会
長
を
勤
め
、

三
極
委
員
会
の
創
設
者
で
も
あ
っ

ゐ の は な 同 窓 会 報

Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
象
の
会　

発
刊

コ
ロ
ナ
禍
の
羅
針
盤

　
医
療
現
場
か
ら
の
情
報
提
供
と
ア
ド
バ
イ
ス

 

篠
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講
演
の
企
画
に
つ
い
て
は
学

術
・
企
画
部
の
担
当
と
し
、
臨

時
理
事
会
等
で
今
年
中
に
決
め

る
事
と
し
た
。
旧
本
館
に
つ
い
て

の
講
演
は
来
年
４
月
にD

V
D

完
成
予
定
の
た
め
、
多
く
の
会

員
が
視
聴
後
、
令
和
５
年
の
講

演
が
望
ま
し
い
事
が
説
明
さ
れ

た
。

３
会
報
発
行
に
つ
い
て

　

４
月
末
に
総
会
案
内
状
を
発

送
し
、
総
会
開
催
後
に
総
会
号

と
し
た
会
報
を
発
行
す
る
た
め
、

会
報
の
発
行
は
６
月
末
、
９
月
、

１
月
と
す
る
事
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

４
会
則
改
定
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
顧
問
に
つ
い
て
の
任
期
、
大

学
院
医
学
研
究
院
長
、
病
院
長

を
特
別
顧
問
と
す
る
事
を
記
載

し
た
会
則
が
示
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
名

称
か
ら
検
討
し
ク
ラ
ス
代
表
幹

事
な
ど
具
体
案
を
示
し
、
今
後

検
討
す
る
事
と
し
た
。

５
講
演
会
講
師
リ
ス
ト
に
つ
い

て
　

中
村
眞
人
副
会
長
よ
り
資
料

に
基
づ
き
各
支
部
か
ら
報
告
さ

れ
た
講
師
や
関
連
病
院
情
報
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
今
後

も
支
部
か
ら
の
情
報
を
収
集
し
、

充
実
し
た
も
の
と
し
て
い
く
事

と
し
た
。

６
本
館
撮
影
に
つ
い
て

　

栗
原
正
利
副
会
長
よ
り
旧
本

館
内
部
の
撮
影
は
10
月
末
の
閉

モ
リ
ア
ル
事
業
費
か
ら
本
館
撮

影
経
費
の
半
額
を
支
出
し
、
医

学
部
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
の
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
清
掃
代
に
支
出
し

た
事
な
ど
説
明
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

２
「
千
葉
性
暴
力
被
害
支
援
セ

ン
タ
ー
ち
さ
と
」
へ
の
寄
附

　

同
セ
ン
タ
ー
の
賛
助
会
員
と

な
り
毎
年
会
費
を
支
払
う
事
が

説
明
さ
れ
た
。

３
団
体
保
険
代
理
店
（
株
）
パ

イ
オ
ニ
ア
に
つ
い
て

　

白
澤
浩
副
会
長
よ
り
11
月
４

日
に
医
学
教
育
学
の
協
力
に
よ

り
保
険
加
入
に
つ
い
て
代
理
店

か
ら
卒
業
生
に
対
す
る
説
明
会

を
開
催
し
た
事
が
報
告
さ
れ
た
。

今
年
度
以
降
の
説
明
会
開
催
も

予
定
さ
れ
て
い
る
事
が
説
明
さ

れ
た
。

２
．
協
議
事
項

⑴
同
窓
会
賞
選
考
委
員

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
同
窓
会
賞
選
考
委
員
任
期
２

年
連
続
２
期
務
め
た
半
数
の
３

名
が
任
期
満
了
の
た
め
、
新
選

考
委
員
候
補
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
承
認
さ
れ
た
。

２
総
会
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
総
会
開
催
日
、
開
催
会
場
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
総
会
の

案
内
方
法
に
つ
い
て
は
会
報
の

一
面
に
掲
載
す
る
形
式
で
な
く
、

本
年
同
様
に
総
会
案
内
の
み
を

会
員
に
送
付
す
る
案
が
示
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

筆
時
点
で
は
『
日
本
薬
局
方
』

の
処
方
一
覧
に
は
収
載
さ
れ
て

い
な
い
。

　

近
年
の
ヒ
ト
に
お
け
る
夾
竹

桃
に
よ
る
中
毒
の
報
告
例
は
南

ア
ジ
ア
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

訂
正

雑
文
雑
談
（
１
８
８
号
19
面
）

無
宿
民
之
助　

　

３
段
目
13
行
目

坪
内
信
道
↓
坪
井
信
道

し
て
う
ち
９
頭
が
死
亡
し
た
と

い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
（『
中

毒
百
科
』
南
江
堂
）。

　

米
国
で
は
１
９
８
６
年
か
ら

英
国
で
は
１
９
８
９
年
か
ら
、

ジ
ギ
タ
リ
ス
中
毒
に
対
す
る
ジ

ゴ
キ
シ
ン
抗
体
の
使
用
が
許
可

さ
れ
て
標
準
治
療
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
邦

で
は
集
中
治
療
の
領
域
か
ら
採

用
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
原
稿
の
執

理
の
本
を
参
照
す
る
と
、
ジ
ギ

タ
リ
ス
抗
体
に
つ
い
て
１
９
７

１
年
の
犬
を
用
い
た
実
験
の
論

文
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
印
が

つ
い
て
い
る
の
で
新
米
の
こ
ろ

調
べ
た
の
だ
ろ
う
。
内
容
に
つ

い
て
も
全
く
記
憶
が
無
い
。

　

こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
で
は
、
心

臓
手
術
後
定
期
的
に
ジ
ゴ
キ
シ

ン
を
内
服
し
て
い
た
女
性
が
ジ

ギ
タ
リ
ス
中
毒
を
疑
わ
せ
る
症

状
で
亡
く
な
っ
た
。
し
か
し
実

際
に
用
い
ら
れ
た
の
は
夾き
ょ
う
ち
く
と
う

竹
桃

で
あ
っ
た
。
夾
竹
桃
に
は
オ
レ

ア
ン
ド
リ
ン
と
い
う
ジ
ゴ
キ
シ

ン
と
同
種
の
強
心
配
糖
体
が
含

ま
れ
て
い
て
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
と

類
似
の
症
状
を
惹
き
起
こ
す
。

ス
ズ
ラ
ン
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
な

ど
に
も
同
様
の
強
心
配
糖
体
が

含
ま
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
の
中

毒
に
も
ジ
ゴ
キ
シ
ン
抗
体
が
有

効
で
あ
る
と
い
う
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
加
害
者
で
あ

る
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
上
流

階
級
の
心
臓
外
科
医
が
、
被
害

者
の
女
性
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

串
と
し
て
夾
竹
桃
の
枝
を
使
わ

せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

１
９
７
５
年
フ
ラ
ン
ス
で
実

際
に
、
夾
竹
桃
の
枝
を
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
串
に
用
い
た
男
女
７

人
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
が

起
こ
っ
て
い
る
（「
キ
ョ
ウ
チ

ク
ト
ウ
」W

ikipedia

）。
１

９
８
０
年
千
葉
県
の
牧
場
で
、

飼
料
に
混
入
し
た
夾
竹
桃
を
食

べ
た
乳
牛
20
頭
が
中
毒
を
起
こ

け
で
あ
る
。
現
在
ス
タ
ー
リ
ン

グ
の
法
則
は
分
子
レ
ベ
ル
で
説

明
さ
れ
て
い
る
。

　

最
終
的
に
移
殖
に
不
適
格
と

判
定
さ
れ
た
ド
ナ
ー
心
を
用
い

て
、
冠
状
動
脈
の
交
感
神
経
性

β
１
・
β
２
受
容
体
の
分
布
を
定

量
的
に
調
べ
た
論
文
が
あ
る
。

左
冠
動
脈
と
右
冠
動
脈
と
で
は
、

受
容
体
の
分
布
と
量
に
有
意
な

差
が
み
ら
れ
る
。
冠
攣
縮
性
狭

心
症
患
者
に
対
す
る
選
択
的
β
１

受
容
体
作
動
薬
の
冠
状
動
脈
拡

張
作
用
は
、
右
冠
動
脈
に
較
べ

て
左
冠
動
脈
で
明
か
に
有
効
性

が
高
い
。
受
容
体
の
分
布
度
の

差
が
、
こ
の
拡
張
効
果
に
寄
与

す
る
と
考
え
て
、
筆
者
は
自
験

例
と
併
せ
て
こ
れ
を
論
文
に
し

て
報
告
し
た
。

　

手
元
に
１
９
８
７
年
に
刊
行

さ
れ
た
、
心
機
能
に
対
す
る
神

経
系
の
影
響
に
関
す
る
本
邦
の

講
演
会
の
論
文
集
が
あ
る
。
薬

理
学
的
除
神
経
の
影
響
を
観
た

報
告
も
あ
る
が
、
心
臓
移
殖
後

の
負
荷
試
験
の
文
献
は
全
く
引

用
さ
れ
て
い
な
い
。
脳
死
問
題

も
絡
ん
だ
和
田
心
臓
移
殖
事
件

の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。

　

ジ
ゴ
キ
シ
ン
抗
体　

フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
の
心
臓
病
専
門
医

で
素
人
探
偵
の
フ
ェ
ニ
モ
ア
を

主
人
公
に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー

小
説
（
１
９
９
８
年
刊
）
に
、

ジ
ギ
タ
リ
ス
中
毒
に
ジ
ゴ
キ
シ

ン
抗
体
を
投
与
す
る
と
い
う
記

述
が
あ
っ
た
。
手
元
の
旧
い
薬

く
な
っ
た
。

　

管
見
し
た
限
り
で
は
、
１
９

６
９
年
以
降
負
荷
検
査
を
行
っ

て
患
者
に
移
殖
さ
れ
た
心
臓

（
ド
ナ
ー
心　

除
神
経
さ
れ
て
自

律
神
経
の
影
響
が
な
い
）
と
残

存
し
て
い
る
患
者
の
心
臓
（
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
心
）
の
機
能
を
評

価
し
た
論
文
が
幾
つ
か
み
ら
れ

る
。
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
心
の
評
価

は
主
に
心
電
図
の
Ｐ
波
（
心
房

波
）
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
（
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
の
心
電
図
に
は
２

種
類
の
Ｐ
波
が
み
ら
れ
る
）。

　

安
静
時
の
Ｐ
波
の
頻
度
は
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
心
よ
り
も
ド
ナ
ー

心
の
方
が
有
意
に
多
か
っ
た
。

洞
結
節
の
自
律
神
経
支
配
が
副

交
感
優
位
で
あ
る
こ
と
を
裏
付

け
る
所
見
で
あ
ろ
う
。
中
等
度

の
運
動
負
荷
で
は
、
ド
ナ
ー
心

の
心
拍
数
の
増
加
は
不
良
で
あ

る
。
し
か
し
心
拍
出
量
の
増
加

は
見
ら
れ
た
。
自
律
神
経
の
切

除
に
よ
り
、
内
因
性
心
臓
機
能

intrinsic heart

、
即
ス
タ
ー

リ
ン
グ
の
法
則
が
顕
在
化
し
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
負
荷
検
査
は

移
殖
か
ら
１
〜
２
年
後
に
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
生
理

学
的
に
意
味
が
あ
る
自
律
神
経

の
再
生
は
無
い
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が

行
っ
た
一
連
の
実
験
で
は
蛙
や

亀
の
摘
出
心
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
実
験
記
録
は
論
文
と

し
て
は
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、

講
演
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
だ

議 事 要 旨

　

横
須
賀
忠

 

（
敬
称
略
）

　

吉
原
俊
雄
会
長
が
座
長
と
な

り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

⑴
予
算
執
行
状
況
（
中
間
報
告
）

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
予
算
中
間
報
告
が
あ
り
、

収
入
に
つ
い
て
会
費
等
は
例
年

同
様
で
あ
り
、
名
簿
広
告
料
は

名
簿
作
製
時
初
回
精
算
後
の
残

金
が
入
金
さ
れ
た
こ
と
。
支
出

に
つ
い
て
は
総
会
費
が
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ポ
ー
ト
代
な
ど
で
予
算

額
を
超
え
た
こ
と
、
支
部
活
性

化
事
業
費
は
５
支
部
に
助
成
し

た
こ
と
、
学
生
活
動
助
成
金
は

亥
鼻
祭
に
支
援
し
た
こ
と
、
メ

日　

時
： 

令
和
３
年
11
月
18
日

（
木
）　

18
時
よ
り

出
席
者
：

　

吉
原
俊
雄
（
会
長
）

　

栗
原
正
利
（
副
会
長
）

　

中
村
眞
人
（
副
会
長
）

　

白
澤　

浩
（
副
会
長
）

　

大
井
利
夫
（
参
与
）

　

吉
川
廣
和
（
参
与
）

　

伊
藤
達
雄
（
参
与
）

　

赤
倉
功
一
郎　

安
西
尚
彦

　

石
川
詔
雄　
　

井
上
賢
治

　

上
田
真
喜
子　

岡
本
和
久

　

剣
持　

敬　
　

齊
藤
光
江

　

諏
訪
園
靖　
　

髙
橋
宏
和

　

田
邊
政
裕　
　

鶴
田
好
孝

　

十
川
康
弘　
　

中
島　

透

　

西
川
哲
男　
　

幡
野
雅
彦

　

林
田
和
也　
　

ピ
ア
ス
洋
子

　

菱
木
知
郎　
　

松
前
孝
幸

　

三
澤
園
子　
　

宮
本
恒
彦

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
３
年
度　

第
２
回
理
事
会
議
事
要
旨

（Z
oom

利
用
に
よ
るW

eb

会
議
）　



第 189 号 議 事 要 旨 （ 32 ）

５
評
議
員
名
称
変
更
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
評
議
員
の
名
称
を
実
質
的
な

学
年
幹
事
と
す
る
案
が
提
案
さ

れ
た
。
以
前
に
評
議
員
に
つ
い

て
は
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
と
い
う

位
置
づ
け
で
役
職
継
続
あ
る
い

は
辞
退
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り

活
性
化
を
図
っ
た
が
返
信
の
な

か
っ
た
場
合
な
ど
の
対
応
が
不

十
分
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
検

討
を
続
け
て
い
る
。
評
議
員
の

名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
意
見
が
あ
り
、
位
置
づ
け
を

は
っ
き
り
し
現
評
議
員
の
気
持

ち
を
配
慮
し
て
慎
重
に
進
め
て

い
く
事
と
し
た
。

回
廊
の
壁
面
に
歴
史
を
掲
載
す

る
案
が
資
金
的
な
面
で
実
現
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
代

わ
り
Ｈ
Ｐ
に
歴
史
編
纂
年
表
を

掲
載
す
る
事
に
な
っ
た
経
緯
が

説
明
さ
れ
た
。
１
８
７
４
年
共

立
病
院
か
ら
２
０
２
１
年
12
月

ま
で
記
載
し
、
各
講
座
の
変
遷

や
業
績
に
つ
い
て
も
記
載
し
て

い
る
こ
と
、
多
く
の
人
に
い
つ

で
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
定
期
的

に
新
た
な
情
報
を
追
加
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
事
が
完
成
し
た

歴
史
編
纂
年
表
を
示
し
な
が
ら

説
明
さ
れ
た
。

い
て
、
総
会
費
を
増
額
、
理
事

会
費
、
委
員
会
費
は
減
額
し
た

事
、
留
学
生
交
流
支
援
費
は
留

学
生
交
流
会
再
開
予
定
の
た
め

予
算
に
計
上
す
る
と
し
た
事
な

ど
が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

４
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
（
本
館
撮

影
、
歴
史
編
纂
年
表
）

　

栗
原
正
利
副
会
長
よ
り
本
館

撮
影
に
つ
い
て
は
、
11
月
本
館

閉
鎖
直
前
ま
で
撮
影
を
行
っ
て

お
り
、
２
月
に
外
観
の
撮
影
な

ど
に
入
り
４
月
初
旬
に
完
成
予

定
で
あ
る
事
が
説
明
さ
れ
た
。

完
成
し
たD

V
D

の
ケ
ー
ス
装

丁
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

ブ
ッ
ク
型
の
も
の
と
い
う
意
見

が
多
く
、
そ
の
方
向
で
進
め
て

い
く
事
と
し
た
。D

V
D

作
製

に
は
問
題
な
い
が
、
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
は
版
権
、
著
作
権
の
問

題
が
あ
り
難
し
い
事
が
説
明
さ

れ
た
。D

V
D

の
映
像
は
30
分

程
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
草
刈
正

雄
氏
に
依
頼
し
、
５
分
ほ
ど
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
が
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
の
人
に
な

る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
残
す

映
像
に
つ
い
て
も
90
分
程
の
も

の
が
保
存
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
学
建
設
当

時
の
経
緯
を
入
れ
る
予
定
で
あ

る
事
が
説
明
さ
れ
た
。

　

田
邉
政
裕
理
事
よ
り
同
窓
会

館
関
連
施
設
設
立
事
業
か
ら
メ

モ
リ
ア
ル
事
業
に
継
続
し
、
同

窓
会
館
か
ら
通
路
に
つ
な
が
る

代
だ
け
で
な
く
医
師
に
な
っ
て

か
ら
成
長
著
し
い
人
も
多
く
、

今
後
の
可
能
性
、
期
待
に
つ
い

て
学
生
に
伝
え
た
事
が
話
さ
れ

た
。

２
．
協
議
事
項

⑴
令
和
４
年
度
行
事
予
定

　

安
西
尚
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
、
昨
年
度
と
同
様
に
、

５
月
に
総
会
開
催
案
内
を
送
付

し
、
会
報
を
６
月
（
総
会
報

告
）、
９
月
、
１
月
に
発
行
す

る
予
定
で
あ
り
、
理
事
会
は
４

月
、
11
月
、
２
月
の
開
催
で
あ

る
こ
と
等
が
説
明
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

２
令
和
４
年
度
総
会
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
総
会
講
演
会
に
つ
い
て
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
特
別
顧
問
に

就
任
さ
れ
る
松
原
久
裕
医
学
研

究
院
長
、
横
手
幸
太
郎
附
属
病

院
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

南
野
徹
氏
（
平
元
）、
黒
川
友
哉

氏
（
平
23
）、
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
受

賞
者  

矢
田
部
沙
羅
氏
（
医
学

部
５
年
）
３
名
に
講
演
い
た
だ

く
事
と
し
、
こ
の
案
が
承
認
さ

れ
た
。
総
会
に
つ
い
て
は
会
報

等
と
の
同
封
で
な
く
案
内
状
だ

け
を
送
り
、
総
会
式
次
第
、
カ

ラ
ー
刷
り
の
講
演
会
案
内
状
を

同
封
し
、
参
加
者
を
増
や
す
よ

う
に
し
た
い
と
説
明
さ
れ
た
。

３
令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て

　

幡
野
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ

保
管
す
る
事
と
し
た
。

　

本
館
撮
影
の
際
に
中
山
恒
明

先
生
の
手
術
器
具
を
栃
木
県
の

社
会
医
療
法
人
中
山
会
宇
都
宮

記
念
病
院
よ
り
お
借
り
し
て
撮

影
し
た
。

明
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
廃
棄
予

定
の
た
め
同
窓
会
で
保
管
す
る

事
が
承
認
さ
れ
、
今
後
、
電
子

化
も
検
討
す
る
事
と
し
た
。
旧

本
館
内
に
あ
っ
た
ト
ロ
フ
ィ
ー

の
保
管
に
つ
い
て
も
同
窓
会
で

館
前
に
充
分
な
撮
影
を
行
う
事

が
で
き
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
の
座
談
会
な
ど
順
調
に
進

ん
で
お
り
、
最
近
発
見
で
き
た

古
い
資
料
等
の
撮
影
を
来
年
２

月
に
予
定
し
て
い
る
事
が
報
告

さ
れ
た
。

７
会
報
合
本
に
つ
い
て

　

会
報
の
合
本
は
、
こ
れ
ま
で

に
３
回
ほ
ど
行
っ
て
い
る
が
規

定
が
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
は

あ
る
程
度
（
約
５
年
間
）
の
厚

さ
で
１
０
０
部
ほ
ど
作
製
し
、

理
事
、
各
支
部
長
な
ど
に
配
布

す
る
事
が
承
認
さ
れ
た
。

８
そ
の
他

　

同
窓
会
報
発
送
時
に
千
葉
大

学
基
金
室
か
ら
の
寄
附
依
頼
を

同
封
す
る
事
が
承
認
さ
れ
た
。

３
．
そ
の
他

⑴
同
窓
会
館
の
現
状
の
問
題
点

と
今
後
の
維
持
に
つ
い
て

　

同
窓
会
館
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
今
後
、
検
討
を
続
け
て
い

く
課
題
で
あ
り
、
設
計
者
の
鈴

木
弘
樹
氏
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

具
体
策
を
示
す
よ
う
に
要
望
し

て
い
る
事
が
説
明
さ
れ
た
。

２
旧
病
院
の
新
た
に
発
見
さ
れ

た
古
い
資
料
の
保
管
に
つ
い
て

　

千
葉
大
学
施
設
環
境
部
三
好

氏
、
新
倉
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
栗

原
副
会
長
に
よ
り
旧
本
館
書
庫

か
ら
旧
本
館
建
設
当
時
の
議
事

録
、
戦
争
中
に
軍
に
供
出
し
た

金
属
類
の
リ
ス
ト
、
銅
像
の
供

出
記
録
や
領
収
書
な
ど
の
貴
重

な
資
料
が
発
見
さ
れ
た
事
が
説

日　

時
： 
令
和
４
年
２
月
16
日

（
水
）　

18
時
よ
り

出
席
者
：

　

吉
原
俊
雄
（
会
長
）

　

栗
原
正
利
（
副
会
長
）

　

白
澤　

浩
（
副
会
長
）

　

秋
葉
哲
生
（
会
計
監
事
）

　

大
井
利
夫
（
参
与
）

　

吉
川
廣
和
（
参
与
）

　

伊
藤
達
雄
（
参
与
）

　

赤
倉
功
一
郎　

安
西
尚
彦

　

石
川
詔
雄　
　

井
上
賢
治

　

上
田
真
喜
子　

岡
本
和
久

　

黒
木
春
郎　
　

剣
持　

敬

　

諏
訪
敏
一　
　

諏
訪
園
靖

　

髙
橋
宏
和　
　

田
邊
政
裕

　

鶴
田
好
孝　
　

十
川
康
弘

　

中
島　

透　
　

西
川
哲
男

　

幡
野
雅
彦　
　

林
田
和
也

　

ピ
ア
ス
洋
子　

菱
木
知
郎

　

星
野　

聡　
　

松
前
孝
幸

　

三
澤
園
子　
　

三
科
孝
夫

　

宮
本
恒
彦　
　

横
須
賀
忠

 

（
敬
称
略
）

　

吉
原
俊
雄
会
長
の
挨
拶
の
後
、

長
い
間
に
わ
た
り
理
事
を
務
め

ら
れ
た
青
木
謹
氏
（
昭
36
）
が

逝
去
さ
れ
た
事
が
報
告
さ
れ
た
。

同
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

⑴
予
算
執
行
状
況

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
会
計
に
つ
い
て
、
収
入

は
会
費
等
が
昨
年
同
時
期
よ
り

多
い
が
納
入
率
は
下
が
っ
て
い

る
こ
と
、
会
員
ご
遺
族
よ
り
の

寄
附
が
あ
っ
た
こ
と
、
支
出
に

つ
い
て
は
、
総
会
費
は
予
算
を

超
え
た
が
、
理
事
会
、
委
員
会

費
はW

eb

会
議
開
催
に
よ
り

支
出
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

白
衣
式
助
成
は
予
算
を
超
え
た

こ
と
、
支
部
活
性
化
事
業
費
は

７
支
部
に
助
成
し
た
こ
と
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

２
そ
の
他

　

吉
原
会
長
か
ら
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
に
出
席
し
学
生
の
発
表
や
質

疑
応
答
が
大
変
素
晴
ら
し
か
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
学
生
時

日　

時
： 

令
和
４
年
４
月
21
日

（
木
）　

18
時
よ
り

出
席
者
：

　

吉
原
俊
雄
（
会
長
）

　

栗
原
正
利
（
副
会
長
）

　

白
澤　

浩
（
副
会
長
）

　

秋
葉
哲
生
（
会
計
監
事
）

　

大
井
利
夫
（
参
与
）

　

吉
川
廣
和
（
参
与
）

　

赤
倉
功
一
郎　

安
西
尚
彦

　

石
川
詔
雄　
　

井
上
賢
治

　

上
田
真
喜
子　

黒
木
春
郎

　

齊
藤
光
江　
　

諏
訪
敏
一

　

諏
訪
園
靖　
　

髙
橋
宏
和

　

田
邊
政
裕　
　

鶴
田
好
孝

　

十
川
康
弘　
　

中
島　

透

　

西
川
哲
男　
　

幡
野
雅
彦

　

林
田
和
也　
　

ピ
ア
ス
洋
子

　

星
野　

聡　
　

三
木
隆
司

　

三
澤
園
子　
　

三
科
孝
夫

　

宮
本
恒
彦　
　

横
須
賀
忠

 

（
敬
称
略
）

　

吉
原
俊
雄
会
長
が
座
長
と
な

り
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

⑴
広
報
編
集
関
係

　

千
葉
大
み
ら
い
医
療
基
金
の

寄
附
案
内
を
６
月
発
送
の
会
報

に
同
封
す
る
事
が
説
明
さ
れ
承

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
３
年
度　

第
３
回
理
事
会
議
事
要
旨

（Z
oom

利
用
に
よ
るW

eb

会
議
）　

令
和
４
年
度
第
１
回
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

（Z
oom

利
用
に
よ
るW

eb

会
議
）　
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き
役
員
に
つ
い
て
令
和
４
年
度

は
継
続
し
、
評
議
員
に
は
学
年

幹
事
と
名
称
変
更
し
継
続
の
意

思
を
確
認
し
、
半
数
以
上
か
ら

快
諾
を
得
て
い
る
事
が
説
明
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

⑽
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
選
考
結

果
　

安
西
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
社
会
貢
献
賞
の
候
補
者
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
選
考
委

員
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
大
川

玲
子
氏
が
承
認
さ
れ
た
。

⑾
総
会
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
か
ら
資
料
に
基
づ

き
総
会
案
内
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
講
演
会
に
つ
い
て
は
チ

ラ
シ
を
作
成
し
て
参
加
者
が
多

く
な
る
よ
う
に
考
慮
し
て
い
る

事
が
話
さ
れ
た
。

⑿
同
窓
会
館
の
維
持
、
管
理
に

つ
い
て

　

田
邊
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
の
改
修

計
画
表
が
示
さ
れ
た
。
医
学
部

の
管
理
に
委
ね
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
築
後
９
年
を
経
て
修

繕
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
、

同
窓
会
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
考
慮
し
同
窓
会
館
の
維
持
、

管
理
を
援
助
し
て
い
き
修
繕
基

金
の
積
立
て
な
ど
検
討
す
る
事

な
ど
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

６
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
つ

い
て

　

田
邊
政
裕
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

本
来
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
卒
業
生
と
大
学
、
同
窓
会

と
の
関
係
強
化
で
あ
る
事
、
卒

後
50
年
、
25
年
の
卒
業
生
を
同

窓
会
館
に
招
待
し
、
感
謝
状
、

記
念
メ
ダ
ル
の
授
与
な
ど
を
行

う
事
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

７
令
和
４
年
度
予
算
案

　

幡
野
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
令
和
４
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
、
ほ
ぼ
前
年
度
の
予
算
を
踏

襲
し
て
お
り
収
入
に
つ
い
て
は
、

会
費
収
入
は
実
績
に
見
合
っ
た

金
額
と
し
、
支
出
に
つ
い
て
は
、

総
会
費
を
増
額
、
理
事
会
費
、

委
員
会
費
は
減
額
し
た
こ
と
、

留
学
生
交
流
支
援
費
を
計
上
し

た
こ
と
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
の

予
算
を
昨
年
同
様
５
０
０
万
円

と
し
た
事
が
説
明
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
開

催
予
定
の
た
め
、
予
算
を
追
加

す
る
意
見
が
あ
り
検
討
す
る
事

と
し
た
。

８
会
則
改
定
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
新
た
に
特
別
顧
問
を
加
え
、

評
議
員
を
学
年
幹
事
と
名
称
変

更
し
た
事
な
ど
が
説
明
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

９
令
和
４
年
度
役
員
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

３
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

　

安
西
尚
彦
理
事
よ
り
、
資
料

に
基
づ
き
令
和
４
年
度
の
事
業

計
画
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。

４
旧
本
館
記
録D

V
D

に
つ
い

て
　

医
学
部
旧
本
館
記
録D

V
D

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

（
５
分
間
）
を
視
聴
し
た
。

　

栗
原
正
利
副
会
長
よ
り
資
料

に
基
づ
き
旧
本
館
撮
影
に
つ
い

て
の
経
過
報
告
が
さ
れ
た
。
本

編
30
分
の
予
定
が
古
文
書
の
発

見
な
ど
豊
富
な
内
容
が
収
ま
り

き
ら
ず
50
分
と
し
た
。
寄
附
の

返
礼
と
す
るD

V
D

は
１
口
３
，

０
０
０
円
と
す
る
事
が
承
認
さ

れ
た
。
対
象
は
会
員
に
限
定
し

な
い
。
版
権
は
同
窓
会
が
持
っ

て
お
り
、
追
加
発
注
も
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
古
文
書
の
選
別

保
管
に
つ
い
て
も
今
後
、
検
討

す
る
事
と
し
た
。

５
旧
本
館
の
保
存
に
つ
い
て

　

栗
原
副
会
長
よ
り
資
料
に
基

づ
き
、
登
録
有
形
文
化
財
と
し

て
申
請
す
る
条
件
は
充
分
に
満

た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
将
来
計

画
の
中
に
登
録
有
形
文
化
財
の

申
請
を
前
提
と
し
た
プ
ラ
ン
を

検
討
い
た
だ
き
た
い
と
の
提
案

が
あ
っ
た
。
登
録
有
形
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
引
続
き
検
討
す

る
と
し
た
。

認
さ
れ
た
。

２
．
協
議
事
項

⑴
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
よ
り

千
葉
次
郎
氏
、
王
伯
銘
氏
、
東

京
ゐ
の
は
な
会
よ
り
吉
原
俊
雄

氏
、
大
学
ゐ
の
は
な
会
よ
り
白

澤
浩
氏
が
推
薦
さ
れ
た
旨
の
説

明
が
あ
り
、
候
補
者
の
推
薦
基

準
を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
４

名
を
名
誉
会
員
に
推
挙
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。

２
令
和
３
年
度
決
算

①
決
算
報
告

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
令
和
３
年
度
の
決
算
報

告
が
あ
り
、
収
入
に
つ
い
て
は
会

費
収
入
が
昨
年
比
で
多
少
の
増

加
、
個
人
か
ら
の
寄
附
が
あ
り
、

支
出
は
総
会
費
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
、
開
催
案
内
費
用
の
た

め
予
算
を
超
え
、
理
事
会
費
、

委
員
会
費
はW

eb

開
催
の
た
め

減
額
、
白
衣
式
助
成
はD

V
D

作
製
代
が
２
年
度
分
と
な
っ
た

た
め
予
算
額
を
超
え
た
こ
と
、

同
窓
会
館
設
備
準
備
金
に
３
０

０
万
円
を
積
立
て
た
こ
と
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

②
監
査
報
告

　

秋
葉
哲
生
会
計
監
事
よ
り
、

令
和
３
年
度
の
会
計
監
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
適
正
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
岩
倉
弘
毅
会

計
監
事
か
ら
も
報
告
が
届
い
て

い
る
事
が
説
明
さ
れ
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

会則　新旧対照表
旧 新

第９条 本会に次の役員をおく。
  会長１名・副会長３名・参与３名・理事40名以内・評議員130

名以内・監事２名
第16条  評議員は理事会の推薦に基づき総会の承認により選出する。評

議員は会の重要事項について会長の諮問に応じる。
第20条 本会に顧問若干名をおくことができる。
 会長がこれを推薦する。
 顧問は会長の諮問に応ずる。

第21条 会議を分けて次の５種とする。
  １．通常総会　２．臨時総会　３．評議員会　４．理事会　５．

総務会
第26条  評議員会は理事会において必要と認めたほか、評議員10名以上

の要求によって臨時にこれを開くことができる。
　　　  評議員会は、その決議により、会の臨時事業を発議提案するこ

とができる。
第27条  理事会は原則として年三回開催し、過半数の出席をもって会の

成立とする。但し委任状をもって出席に代えることができる。
  理事会は、会務全般につき随時報告を求め、第24条に規定する

事項の外、会の重要事項について審議し決定する。この議決事
項については速やかに会報に掲載する。

  千葉大学医学部長、千葉大学医学部附属病院長は理事会に出席
し意見をのべることができる。但し議決には加わらない。（削
除）

第28条 本会の会務は総務会がこれを統轄する。
　　　　・・・・・・
  担当部：総務部、財務部、広報部、学術・企画部、渉外部、会

報・編集部、評議員担当部、学生担当部、医学部・病院担当部、
その他理事会において必要と認めた会務。

 会務内容の詳細は別表２に定める。

別　表２
・評議員担当部（評議員への通達、評議員会）

第９条 本会に次の役員をおく。
  会長１名・副会長３名・参与３名・理事40名以内・監事２名・

学年幹事
第16条  学年幹事は各学年より１、２名選出する。学年幹事は会の重要

事項について会長の諮問に応じる。
第20条 本会に顧問若干名をおくことができる。
 会長がこれを推薦し理事会の承認を得る。
  顧問は会長の諮問に応ずる。顧問の任期は２年とする。但し再

任を妨げない。
第21条  千葉大学大学院医学研究院長、附属病院長をゐのはな同窓会特

別顧問とし、諮問に応ずる。任期は当該役職の任期の期間とす
る。（追加）

第22条 会議を分けて次の５種とする。
  １．通常総会　２．臨時総会　３．理事会　４．総務会　５．

学年幹事会
第27条  学年幹事会は理事会において必要と認めたほか、学年幹事10名

以上の要求によって臨時にこれを開くことができる。
　　　  学年幹事会は、その決議により、会の臨時事業を発議提案する

ことができる。
第28条  理事会は原則として年三回開催し、過半数の出席をもって会の

成立とする。但し委任状をもって出席に代えることができる。
  理事会は、会務全般につき随時報告を求め、第24条に規定する

事項の外、会の重要事項について審議し決定する。この議決事
項については速やかに会報に掲載する。

第29条 本会の会務は総務会がこれを統轄する。
　　　　・・・・・・・
  担当部：総務部、財務部、広報部、学術・企画部、渉外部、会

報・編集部、学年幹事担当部、学生担当部、医学部・病院担当
部、その他理事会において必要と認めた会務。

 会務内容の詳細は別表２に定める。

別　表２
・学年幹事担当部（学年幹事への通達、学年幹事会）
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き
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

吉
原
会
長
の
辞
に
よ
り
閉
会

と
な
っ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
伝
達
式

　

伊
藤
達
雄
参
与
の
司
会
に
よ

り
、
社
会
貢
献
賞
受
賞
者
大
川

玲
子
氏
の
略
歴
等
が
紹
介
さ
れ
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
伊
藤
参

与
よ
り
表
彰
盾
と
副
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
者
挨
拶

　

社
会
貢
献
賞
受
賞
者
大
川
玲

子
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

特
別
顧
問
就
任
に
寄
せ
て

　

座
長
吉
原
会
長
の
紹
介
で
、

松
原
久
裕
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
長
・
医
学
部
長
と
横

手
幸
太
郎
千
葉
大
学
医
学
部
附

属
病
院
長
が
挨
拶
さ
れ
た
。

特
別
講
演

　

座
長
吉
原
会
長
の
紹
介
で
、

「
老
化
細
胞
を
標
的
と
し
た
抗

老
化
治
療
の
開
発
」
と
題
し
て

南
野
徹
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が

行
わ
れ
た
。

若
手
ス
ピ
ー
チ

　

座
長
中
村
眞
人
副
会
長
の
紹

介
で
、「
千
葉
大
学⇒

行
政
で

の
経
験
か
ら
何
を
還
元
す
る
か
」

と
題
し
て
黑
川
友
哉
氏
に
よ
る

若
手
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
。

学
生
ス
ピ
ー
チ

　

座
長
白
澤
副
会
長
の
紹
介
で
、

「
線
維
芽
細
胞
由
来
液
性
因
子

に
よ
る
シ
ン
ド
ビ
ス
ウ
イ
ル
ス

の
腫
瘍
融
解
抑
制
」
と
題
し
て

矢
田
部
沙
羅
氏
に
よ
る
学
生
ス

ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
。

度
の
予
算
案
は
ほ
ぼ
前
年
度
の

予
算
を
踏
襲
し
て
お
り
、
収
入

に
つ
い
て
は
、
会
費
収
入
は
実
績

に
見
合
っ
た
金
額
と
し
、
支
出

に
つ
い
て
は
総
会
費
を
増
額
、
理

事
会
費
と
委
員
会
費
は
減
額
、

留
学
生
交
流
支
援
費
を
計
上
し
、

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
を
昨
年
同
様

５
０
０
万
円
と
し
た
こ
と
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

6
会
則
改
定
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
新
た
に
特
別

顧
問
を
加
え
、
評
議
員
を
学
年

幹
事
と
名
称
変
更
し
た
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

7
令
和
４
年
度
役
員
に
つ
い
て

　

理
事
に
つ
い
て
は
、
会
則
第

13
条
に
則
り
、
千
葉
大
学
ゐ
の

は
な
会
よ
り
新
た
に
選
出
さ
れ

た
理
事
、
伊
藤
彰
一
氏
（
平
10
）

が
承
認
さ
れ
た
。

　

会
務
分
担
、
学
年
幹
事
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

医
学
部
本
館
記
録D

V
D

に
つ
い
て

　

栗
原
正
利
副
会
長
よ
り
、
昨

年
か
ら
撮
影
を
行
っ
て
い
た
医

学
部
旧
本
館
記
録D

V
D

に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、D

V
D

を

１
口
３
，０
０
０
円
の
寄
附
の

返
礼
と
す
る
事
が
説
明
さ
れ
、

５
分
間
のPV

を
視
聴
し
た
。

旧
本
館
の
保
存
に
つ
い
て

　

栗
原
副
会
長
よ
り
登
録
有
形

文
化
財
と
し
て
申
請
す
る
条
件

は
充
分
に
満
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
、
亥
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
将
来
計
画
に
申
請
を
前
提

と
し
た
プ
ラ
ン
を
検
討
い
た
だ

容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
収

入
は
会
費
収
入
が
昨
年
比
で
多

少
の
増
加
、
個
人
か
ら
の
寄
付

も
あ
っ
た
。
支
出
は
総
会
費
が

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
、
開
催
案

内
送
付
費
用
に
よ
り
予
算
を
超

え
た
一
方
、
理
事
会
費
、
委
員

会
費
はW

eb

開
催
で
減
額
と

な
っ
た
こ
と
、
白
衣
式
助
成
は

D
V

D

作
製
代
が
２
年
分
と
な

り
予
算
額
を
超
え
た
こ
と
、
同

窓
会
館
設
備
準
備
金
（
メ
モ
リ

ア
ル
事
業
）
に
３
０
０
万
円
を

積
み
立
て
た
こ
と
な
ど
が
説
明

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
決

算
報
告
作
成
に
あ
た
っ
て
は
景

山
税
務
会
計
事
務
所
の
指
導
を

受
け
て
い
る
。

②
監
査
報
告

　

岩
倉
弘
毅
会
計
監
事
、
秋
葉

哲
生
会
計
監
事
よ
り
令
和
３
年

度
の
会
計
監
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
適
正
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

4
令
和
４
年
度
事
業
計
画

　

安
西
理
事
よ
り
、
令
和
４
年

度
の
事
業
計
画
の
説
明
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。

　

田
邊
政
裕
理
事
よ
り
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
館
改
修
に
つ
い
て
、

歴
史
年
表
Ｈ
Ｐ
掲
載
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ
（
11
月
20
日
）
の

開
催
予
定
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

5
令
和
４
年
度
予
算
案

　

白
澤
副
会
長
よ
り
令
和
４
年

日　

時
： 
令
和
４
年
６
月
11
日

（
土
）
15
時
よ
り

場　

所
： 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
東
京
に
て

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

出
席
者
： 

１
４
２
名
（
会
場
38

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
１

０
４
名
）

委
任
状
：
６
７
１
名

　

吉
原
俊
雄
会
長
の
司
会
に
よ

り
開
会
と
な
り
、
ま
ず
物
故
者

83
名
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
吉
原

会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

議
事

1
名
誉
会
員
の
推
薦

　

安
西
尚
彦
理
事
よ
り
、
内
規

に
基
づ
き
推
挙
さ
れ
た
４
名
の

会
員
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
（
10
面
に
掲
載
）。

2
年
次
活
動
（
報
告
事
項
）

①
庶
務
部
報
告

　

安
西
理
事
よ
り
、
令
和
３
年
度

の
各
会
議
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

②
事
業
部
報
告

　

同
理
事
よ
り
、
同
窓
会
賞
の

授
与
、
同
窓
会
報
の
発
行
、
同

窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

各
種
助
成
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

3
令
和
３
年
度
決
算

①
決
算
報
告

　

白
澤
浩
副
会
長
よ
り
決
算
内

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
４
年
度　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
議
事
要
旨

令和４年度予算
収入の部 款　項　目 予算額（円）

会　費　等 18,800,000
事 業 収 入（註１） 7,300,000
他会計より受入 2,000
寄　付　金 400,000
基金より取崩し（註２） 5,000,000
雑　収　入 16,000
（当期収入計） 31,518,000
前年度繰越金受入 11,838,308

収入合計  43,356,308

支出の部 款項目（節） 予算額（円）
総　務　費（註３） 13,900,000
事　業　費（註４） 20,420,000
事 業 税 等 1,500,000
予　備　費 7,436,308
積　立　金 100,000
次期繰越金

支出合計 43,356,308

令和３年度決算報告
収入の部 款　項　目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）

会　費　等 18,800,000 17,839,000 －961,000
事 業 収 入（註１） 7,300,000 7,700,418 400,418
他会計より受入 2,000 2,711 711
寄　付　金 500,000 300,000 －200,000
基金より取崩し（註２） 5,000,000 2,299,550 －2,700,450
雑　収　入 16,000 56,863 40,863
前年度繰越金受入 11,965,053 11,965,053

収入合計 43,583,053 40,163,595 －3,419,458

支出の部 款項目（節） 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
総　務　費（註３） 14,100,000 10,374,045 －3,725,955
事　業　費（註４） 20,320,000 13,334,942 －6,985,058
事 業 税 等 1,500,000 1,516,300 16,300
予　備　費 7,563,053 0 －7,563,053
積　立　金　　 100,000 3,100,000 3,000,000
次期繰越金 11,838,308 11,838,308

支出合計 43,583,053 40,163,595 －3,419,458

註１～４：収入、支出の主要細目等
款項目 令和４年度予算 令和３年度予算

収入の部 （註１） 事業収入 会員総合補償制度集金事務費　 7,300,000 7,300,000
（註２） 基金より取り崩し 同窓会基金よりメモリアル事業に充当　 5,000,000 5,000,000

支出の部 （註３） 総務費 会議費 4,400,000 4,200,000
人件費 7,000,000 7,000,000
その他 2,700,000 2,700,000

（註４） 事業費 会報・会誌 5,600,000 5,600,000
学事奨励　・ゐのはな賞 550,000 550,000
　　　　　・ゐのはな美術展 200,000 200,000
　　　　　・猪之鼻奨学会 400,000 400,000
各種助成　・附属図書館 800,000 800,000
　　　　　・白衣式 700,000 700,000
　　　　　・国際交流支援 100,000 100,000
　　　　　・ちばBCRC支援 200,000 200,000
　　　　　・学生活動助成金 100,000 100,000
　　　　　・留学生交流支援費 100,000 0
　　　　　・白菊会 200,000 200,000
　　　　　・支部 4,100,000 4,100,000
　　　　　・同窓サポートプロジェクト 1,300,000 1,300,000
　　　　　・IT関連事業費 500,000 500,000
メモリアル事業等 5,000,000 5,000,000
その他 570,000 670,000
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令和４年度　千葉大学医師会　日本医師会認定産業医研修会
基礎（後期・実地）・生涯（更新・実地）開催のご案内

　標記研修会を下記の通り開催いたしますのでご参加下さいますようご案内申しあげます。
　本研修会は日本医師会認定産業医制度における認定産業医になるための研修及び更新を希望する医師の研修です。

１．主　　催：千葉大学医師会

２．日　　時：令和４年11月16日（水）18時～20時

３．場　　所：千葉大学医学部・医学系総合研究棟３階
　　　　　　　第３講義室
　　　　　　　千葉市中央区亥鼻１－８－１
　　　　　　　千葉大学亥鼻キャンパス内
　　　　　　　JR千葉駅東口　
　　　　　　　７番バス乗り場から京成バスを利用15分、
　　　　　　　「千葉大医学部・薬学部入口」下車　徒歩１分
　　　　　　　※ご来場の際は公共の交通機関をご利用願います。

４．定　　員：50名

５．受 講 料：千葉大学医師会員　無料、非会員：2,000円（当日、現金にてお支払ください）

６．申込方法：Googleフォームよりお申込みください。
　　　　　　　申込URL：https://forms.gle/FASQjPAVXSYkTpW29
　　　　　　　※フォームからのお申込みが難しい場合は、下記事務局まで

　　　　　　　　お電話にてご連絡ください。

７．申込期限：令和４年10月28日（金）　＊定員に達しない場合は期日以降も受付いたします。

８．研修内容：基礎（後期１単位・実地１単位）又は生涯（更新１単位・実地１単位）　 申請中

　　※定員になり次第締め切ります。
　　※受講票は発行しませんが、申込み受付後、事務局よりメール等により受付連絡をいたします。
　　※受講シールは当日研修会終了後に手交いたします。
　　※新型コロナウイルス感染症の発生状況によって、延期または中止になる可能性がございます。
　　※不織布マスクの着用等、感染対策にご協力頂きますようお願いいたします。

　申込・問合せ：千葉大学医師会　事務局

　　　　　　　　〒260-8670　千葉市中央区亥鼻１－８－１　千葉大学医学部・ゐのはな同窓会事務室内
　　　　　　　　Tel：043－202－3755　Fax：043－202－3757　e-mail：ishikai@c-med.org

　「最近の労働衛生行政について」「作業環境測定実習」
千葉大学大学院医学研究院　環境労働衛生学　教授　諏訪園　　　靖
　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　講師　能　川　和　浩
　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　助教　渡　邉　由芙香

　　※⽣涯教育講座のCC：６．医療制度と法律　１単位、11．予防と保健　１単位が取得可能

医学系総合研究棟
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千葉医学98巻１号　2022年２月
原　　著
　当院における小児異物誤飲の現状について
 　飯島雄太　佐藤純一　甲斐千明　竹本直輝　斉藤裕子　力石浩志
 　木谷　豊　伊賀裕子　坂井美穂　丹羽淳子
症　　例
　左胸腔鏡アプローチにてNo. 112aoPリンパ節を摘出した，
　　進行食道癌の１例
 　黒崎剛史　星野　敢　桑山直樹　郡司　久　外岡　亨
 早田浩明　滝口伸浩　鍋谷圭宏　高山　亘
千葉医学会奨励賞
　プロテインキナーゼCの活性化はヒトL型アミノ酸
　　トランスポーター２の機能を向上させる 　森尾花恵
学　　会
　第1433回千葉医学会例会・千葉大学大学院医学研究院消化器内科学
　　（旧第一内科）例会
　第14回ちばBasic & Clinical Research Conference学生発表抄録
編集後記 山口　淳
Chiba Medical Journal
Chiba Medical Society Young Investigator Award Minireview
　Epigenetic contribution to tumorigenesis of host cells by 
　　Epstein-Barr virus infection
 Takahiro Fujii, Atsushi Okabe, and Atsushi Kaneda

千葉医学98巻２号　2022年４月
原著短報
　入院管理を行った新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の
　　小児39例の特徴
 　奥田裕也　吉田未識　大川哲平　森山陽子　加藤いづみ　杉田恵美
 　阿部克昭　高田展行　立野　滋　金澤正樹　寺井　勝
話　　題
　医学用語語源対話　Ⅷ 　杉田克生　池田黎太郎
千葉医学会奨励賞
　特発性肺線維症に関する病態モデルとトランスクリプトーム解析
 　松田周一
学　　会
　第1452回千葉医学会例会・第39回脳神経内科学教室例会
編集後記 　諏訪園　靖
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令
和
４
年
も
新
年
度
を
迎
え
、
そ
の
ご
挨
拶
と

と
も
に
第
１
８
９
号
同
窓
会
報
を
お
送
り
致
し
ま

す
。
本
号
に
も
各
方
面
で
同
窓
会
員
の
ご
活
躍
の

様
子
が
満
載
さ
れ
、
心
強
い
限
り
で
す
。
巻
頭
に

は
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催
の
案
内
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
千
葉
大
学
医
学
部
旧
本

館
・
85
年
の
記
憶
」D

V
D

が
完
成
し
ま
し
た
。

「
千
葉
医
学
の
伝
統
が
刻
ま
れ
、
多
く
の
生
と
死

を
見
届
け
て
き
た
旧
病
院
・
旧
本
館
」
が
１
年
以

上
の
歳
月
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
記
録
で
あ
り
、

同
窓
会
員
の
皆
様
と
共
有
で
き
た
ら
と
願
う
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
千
葉
大
学
や
他
大
学
に
教
授
就

任
さ
れ
た
先
生
方
や
退
任
さ
れ
る
先
生
方
の
ご
挨

拶
も
数
多
く
、
諸
先
生
方
の
今
後
更
な
る
ご
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
「
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
追
悼
」、「
学
内

情
報
」、「
同
窓
会
員
著
書
紹
介
」
な
ど
記
事
満
載

の
同
窓
会
報
の
中
に
、「
医
学
部
歴
史
年
表
を
作

成
し
て
」
と
題
し
て
田
邊
政
裕
先
生
が
寄
稿
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
食
道
癌
の
治
療
成
績
を
飛
躍
的
に

向
上
さ
せ
た
中
山
外
科
の
話
や
、
馬
杉
腎
炎
で
名

を
残
し
た
馬
杉
復
三
教
授
の
略
歴
な
ど
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
記
憶
で
は
医
学
部
の
講

義
室
に
馬
杉
先
生
他
千
葉
大
学
医
学
部
で
名
だ

た
る
先
生
方
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
て
い
た
と
思
う

の
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
こ
で
あ
っ
た
か
想
起
で

き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
欧
州
の
諸
大
学
で
は
医

学
史
担
当
教
員
を
配
置
し
て
い
る
所
も
あ
り
、
今

回
も
「
欧
州
医
学
史
巡
り
」
と
題
し
て
各
地
の
医

学
史
関
連
施
設
な
ど
を
拙
文
に
ま
と
め
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
国
内
で
も
い
く
つ
か

の
医
学
部
で
は
医
学
史
展
示
施
設
を
保
有
し
て
お

り
、
今
後
本
学
に
も
「
ま
ず
始
め
る
こ
と
、
始
め

た
ら
止
め
な
い
こ
と
」
を
体
現
さ
れ
た
先
達
の
業

績
を
一
覧
で
き
る
展
示
室
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
未
だ

見
え
な
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
１
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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ゐのはな同窓会費
口座振替ご利用の先生方へ

　同窓会会費納入に口座振替をご利用いただき厚
くお礼申し上げます。
　さて、令和４年度同窓会費5,000円をご指定口座
より７月20日に振り替えさせていただきます。
　今後とも同窓会活動にご理解ご協力をお願い申
し上げます。


